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桶田　インターンというと、最初医者を志された…… 
安部　親父が医者でね、入ったには入ったんだが、あまり好きじゃなかっ
た。医者なら精神科と思ってたんですが、昔の精神科というのは非科学的
でね、僕は暗記ものより理論的なのが好きなんでがまん出来なくなっちゃっ
た。また卒業間際には産婦人科の教授と喧嘩しちゃったし、さんざんだっ
たんだな。

『砂の女と小説作法』（全集第１９巻、２０７ページ）
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該当tweetなし。どうしたコーボーズ。

　　ニュース＆記録＆掲示板

Golden Mole 

Prize

Silver Mole 

Prize

The best tweets 10 of the month

該当tweetなし。どうしたコーボーズ。

今月の落書き 
こばーる@kobaaru0510 10月18日 
韻を踏んでいくラッパー。安部公房。  

［編集子］ 
しつかりせい、安部公房の部の字が倍に 
なつてゐるぞ。 

今月のチェコの安部公房 
ナカネくん@u_saku_n 10月17日 
『チェコＳＦ短編小説集』刊行記念トークでは、日本SFのチェコでの翻訳事情も紹介。日
本作品の翻訳者はいるが、SFを訳す人がいないそうです。｢安部公房は訳されているのに、
『第四間氷期』は訳されていない｣と、 
大使がお嘆きに  

mailto:eiya.iwata@gmail.com
http://www.abekobosplace.blogspot.jp
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今月の安部公房 
sharefficeTHECAMP@sharefficeTC 10月13日 
難しいコスプレの一人。　安部公房　　安部公房の名言　⭐他者との通路を回復しない限
り、人間の関係というものは本当のものはできないんだ⭐  

今月の鉛の卵 
T@uua725 10月19日 
#日本SF読者クラブ 
フランスアニメーション映画の「ファンタスティック・プラネット」を観ると、安部公房の
「鉛の卵」を思い出す。話の内容は似ていないんたけど、なんとなく、、  

今月の盲腸 
Kenji shirayama@Knji366 9月25日 
Kはどうも牧がきらいだったから、あと三分もすれば、
本当にいらいらしてきそうだった。 

mailto:eiya.iwata@gmail.com
http://www.abekobosplace.blogspot.jp
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 今月の他人の顔 
きためぐみ@megumin808 9月22日 
『他人の顔』 
安部公房原作を勅使河原宏が前衛的手法で映像化した不条理心理劇。事故で顔を失った
男の空虚な精神世界に迫ります。新たな顔を手に入れたことでバランスを崩し始めるペ
ルソナとシャドウ。破天荒な物語に異様な説得力を与える仲代達矢の不気味かつ滑稽な
演技は必見。 #1日1本オススメ映画 

ブラジリアンひつじ丼@s_hituji 9月10日 
#モノクロ写真の良さを伝えたい 
映画『他人の顔』より。原作脚本：安部公房、監督：勅使河原宏、音楽：武満徹、主演：
仲代達矢、共演：平幹二朗、入江美樹という、夢のオールスターチーム。  

今月の水中都市 
ホッタタカシ@t_hotta 10月15日 
桂川寛によると、短篇『水中都市』（1952）に 
登場する画家・間木が描く絵のイメージは、 
桂川の作品「洪水の町」がイメージ源となった 
そうです。また、『水中都市』は安部公房スタジオ 
によって1977年に演劇化されています。戯曲は 
全集25巻に収録されていますが、小説とはかなり 
違う物語です。 #TAP_MTG 

mailto:eiya.iwata@gmail.com
http://www.abekobosplace.blogspot.jp
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今月の棒になつた男 
ヒラヤマ ハルタカ @まずは11/3.4バードフェス@super_navi 9月7日 
#1w24f 
『8cmCDになった男』という話です。 
安部公房の戯曲に『棒になった男』というのが 
ありますが…特に関係はないです。  

今月の安部公房の種子 
蝸牛@denden_fish 10月19日 
安部公房は小説家に宿る次の小説の「発想の種子」について書いている。『箱男』の着
想は、『燃え尽きた地図』の創作ノートに書きとめられていた。種子を失った時点で小
説家の生命は終わる。未完の遺作『飛ぶ男』は、死んでしまった種子をあらゆる手を尽
くして蘇生させようとした痛ましい記録である。 

今月の餃子 
笑和笑女@Htreetop 9月12日 
安部公房のWikipedia、写真が「餃子の調理中」なの、なんかじわるww  

今月の読書会 
トマス@yaso_thomas 9月9日 
【告知】ツイキャス読書会の公開放送を行います。ご
興味あればお聞きください。 
日時：9月29日(土)22:00-23:00 
対象作品：安部公房『砂の女』 
安部公房が大好きな5人の読書家が集い、世界的名作
『砂の女』について掘り下げます。読了を前提に語
りますので、初読の楽しみを大事にしたい方はご注
意を。 

mailto:eiya.iwata@gmail.com
http://www.abekobosplace.blogspot.jp
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今月の安部公房展 
柴田望@NOGUCHIS7 10月14日 
■展示会場には、詩誌『青芽」の歴史を辿る資料や写真、詩作品の色紙など、約８０
点を展示致しました。旭川市教育委員会、旭川文学資料館、旭川詩人クラブ、東鷹栖
安部公房の会の後援、そして多くの方のご支援、ジュンク堂さんの多大なるご協力も
戴き、今回の実現に致しました。  

今月の安部公房全集第１０巻 
拓㌠@crusade_1095 10月11日 
安部公房好きっぽい人いて嬉しい 

mailto:eiya.iwata@gmail.com
http://www.abekobosplace.blogspot.jp
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今月の椎名麟三 
書家日誌@aishokyo 9月30日 
1911年の今日は日本の小説家、椎名麟三が生まれた日です。苦労人。安部公房による
と酒を飲むと泣くらしいです。  

今月の安部公房論 
詩的文学論文bot@shiteki_bungaku 10月19日 
『方舟さくら丸』論--二つの<穴>,あるいはシミュラ-クルを超えて (特集 安部公房--ボ-
ダ-レスの思想) -- (作品の新しい顔) http://ci.nii.ac.jp

今月の雑誌人間 
ヒロ@Pocky1123 22時間前 
嬉々として雑誌『人間』を漁る自分がマイノリティであるのは自覚しています。が、こ
のラインナップですよ！三島由紀夫、安部公房、加藤周一、野間宏、吉田健一…。これ
らの作家が一堂に会す、雑誌があったんだなぁ…。しかも一冊200円

mailto:eiya.iwata@gmail.com
http://www.abekobosplace.blogspot.jp
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今月の山口果林 

今月の浅野和之（安部公房スタジオ出身） 

mailto:eiya.iwata@gmail.com
http://www.abekobosplace.blogspot.jp
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Wikipedia：https://ja.wikipedia.org/wiki/浅野和之

mailto:eiya.iwata@gmail.com
http://www.abekobosplace.blogspot.jp
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%85%E9%87%8E%E5%92%8C%E4%B9%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%85%E9%87%8E%E5%92%8C%E4%B9%8B
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荒巻義雄詩集『骸骨半島』を読む 
（９） 

フロイト博士の家

岩田英哉

フロイト博士の家 

トト神が教えた地下室の在処 
意識の地層をひき剥がしながら 
図面を引こう　フリーハンドで…… 
地下一階地上二階の建築物 
裁判官が二階に住んでいる集合住宅 
貸家の主はフロイト博士 
いささか　気むずかしいオーナーには無断で、 
一階に住みついた独身者 
その名は　私 
私自身を精神分析するつもりで　この家に間借りしたが、 
いつの間にか　この三層の貸家を精神分析していた。 

偉大な人物にしては質素な町医者 
待合室には知府以下風の寓意画が掛けられ 
とりとめのない世間話をしていた、と 
アンドレ・ブルトンに皮肉られた小柄な老人 
だが、この家の設計図は　外見からは覗き見られるものではない。 

それにしてもこの貸家の不思議な構造 
夜になるとひとしきり騒ぎ立てる物音は地下室から 
仲良く付き合うちに意識下の言葉を理解し…… 
彼らが他者であり 
彼らが自己であると　気付いた日から 
仕掛けられた　脳のトリック 
世界の一切が仮想であり　それこそが真理であった、と。 

「クレタ人は常に嘘を言う邪悪な獣で、食べ物には無関心」 
とは、エピメニデス 
だが、彼こそが真実！ 
とは、ゲーデル 
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嗚呼、不完全性定理の怪 
無矛盾は存在しない！ 
これより人々は仮想の現実を生き抜く 
新たなる決意をもって　遊戯するわれらに幸あれ！ 

明日はニーチェを読もう。 

＊＊＊ 

第一連に「図面を引こう　フリーハンドで」とあるので、実際に手書きでこの家の図面を引
いてみました。一寸、今までとは違つた詩の鑑賞文になるかも知れませんが、やつてみませ
う。 

荒巻義雄の借家 安部公房の借家
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この詩は、この建物を歌つてゐる。建物は建築物でありますから、建築された構造物といつ
ても良い。 

左に描いたのが「地下一階地上二階の建築物/裁判官が二階に住んでいる集合住宅」であり、
一階には「一階に住みついた独身者/その名は、私」が住んでゐる。 

「その名は　私」と言つてゐるので、この私は話者の私ではなく、一人称といふ人称の私と
解します。 

これは貸家であるといふこと、これは仮の住まひであるといふことが肝要です。即ち、もし
貸家でないとすると、この家は持ち家といふことになり、私の所有物になつてしまひますか
ら、私はその家の主人となつてしまひます。貸家でなければ「オーナーには無断で」住み着
くことができない。即ち、ここには契約関係がある筈の物がない。無断であれば、これは違
法のことですから、安部公房の好んだ言葉を使へば、私も無法者、即ち法律の外の人間とい
ふことです。それ故に、私は独身者でなければなりません。何故なら、男は結婚すると死を
忘れるからです。即ち、この詩には、以上のこと全てを含んで、独身者の死を巡つての論理
が書かれてゐる。 

しかし、これは違法なことですから、フロイト博士といふ家主（この博士は家の所有者）の
家の最上階たる二階には裁判官が住んでゐる。 

ここまで来て、これが「集合住宅」であることを思つてみませう。さうすると、この建物に
は、文字にはなつてゐませんが、他にも多数の裁判官、多数の私、地下の階層にも何かの多
数が住んでゐるのです。 

「だが」、フロイト博士といふ「偉大な人物にしては質素な町医者」の設計した「この家の
設計図は　外見からは覗き見られるものではない。」 

私は上の裁判官のゐる階層よりも、地下室に興味があるらしい。一階二階は地上の法律の世
界、対して地下一階は、夜と無意識の世界の階層。ここには、何かがゐて、それは物音を立
て、また人間とは異なる言葉を使つてゐるらしい。「仲良く付き合うちに意識下の言葉を理
解し……」私が気づくと、 

「彼らが他者であり 
　彼らが自己である」 

といふ論理を知る。そして、これは「仕掛けられた　脳のトリック」だと気づく。 

これが「私自身を精神分析するつもりで　この家に間借りしたが、 
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いつの間にか　この三層の貸家を精神分析していた」といふ仮寓の成果です。私が家を所有
してゐては、家自体の精神分析はできません。この理由はいつもの通り集合論のベン図を用
ゐて後述します。 

ここで、安部公房の「主観・客観等価交換表」を再掲します。ジュリー・ブロックとの対談
を引用して、この表の補足説明とします。 

ジュリー・ブロックとの対談： 

「晩年安部公房自身が、デカルト的思考と自分独自の実存主義に関する理解と仮面について
の次の発言がある（『安部公房氏と語る』全集第２８巻、４７８ページ下段から４７９ペー
ジ上段）。ジュリー・ブロックとのインタビュー。１９８９年、安部公房６５歳。傍線筆者。
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「ブロック　先生は非常に西洋的であるという説があるけれども、その理由の一つはアイデ
ンディティのことを問題になさるからでしょう。片一方は「他人」であり、もう片一方は
「顔」である、というような。 
　フランス語でアイデンティティは「ジュ（私）」です。アイデンティティの問題を考えると
き、いつも「ジュ」が答えです。でも、先生の本を読んで、「ジュ」という答えがでてきま
せんでした。それで私は、数学のように方程式をつくれば、答えのXが現れると思いました。
でも、そのような私の考え方すべてがちがうことに気づき、五年前から勉強を始めて、四年
十ヶ月、「私」を探しつづけました。 
安部　これは全然批評的な意見ではないんだけど、フランス人の場合、たとえば実存主義と
いうような考え方をするのはわりに楽でしょう。そういう場合の原則というのは、「存在は
本質に先行する」ということだけれども、実は「私」というのは本質なんですよ。そして、
「仮面」が実存である。だから、常に実存が先行しなければ、それは観念論になってしまう
ということです。 
ブロック　それは、西洋的な考えにおいてですか。 
安部　そうですね。だけど、これはどちらかというと、いわゆるカルテジアン（筆者註：「デ
カルト的な」の意味）の考え方に近いので、英米では蹴られる思考ですけどね。」 

また、三島由紀夫との次の対談がある。安部公房の主旨は変はらない。 

三島由紀夫との対談： 

「安部　そうでしょう。その、つまりおのれのなかの読者、というものが、僕は、伝承して
いる主体だと思うのだ、作者ではなくて。だからきみが言っているように、出来上った結果
を受け継いでいるにしても、その受け継いでいる人間はさ、作者三島ではないのだ。きみの
対話者なんだな。だからその対話者がきみであって、作家三島は他者だよ。他人だよ、きみ
にとっては。 
三島　僕は僕自身の作品を絶対にエンジョイできないもの。 
安部　それは自己を分裂させた代償だよ。 
（略） 
三島　きみは、それは集合的無意識ということを言うの？ 
安部　むずかしいことを言うなよ。そういう学術的用語を抜きにしてだな。（笑） 
三島　僕は混沌がとてもいやなんだ。つまり、読者とかね。 
安部　読者は自己の主体で、作者は客体化された自己なんだよ。」 
（「二十世紀の文学」全集第２０巻、８１～８２ページ）（傍線筆者）」 

この三島由紀夫との対談で言つてゐることは、上の「主観・客観等価交換表」でいふ読者と
作者の関係論であり、その根底にあるのは安部公房固有の話法である「僕の中の「僕」」と
いふ話法の論理です。［註１］前者を私といふ一人称とすれば、後者はもう一つの私ではあ
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るものの、この「僕」は私であり、あなたであり、彼であるといふやうに、無意識の世界で
は等価交換されるのです。前者の僕は後者の「僕」とは、後者が内部ならば前者は（後者に
とつては）外部となりますが、しかし、安部公房の作品では、後者の無意識の「僕」が最後
には内部と外部がtopologicalに等価交換されて、それまでそのやうにしてゐる閉鎖空間から
脱出をし、次元を一つ上げて存在になるのです。これが安部公房の主人公の失踪であり、原
因の如何を問はぬ殺されることによる主人公の死なのです。この死は、読者ご存知の通り、
予め失はれた未来に「既にして」（超越論）印刷され発行されてゐる「明日の新聞」に記事
となつて、この記事が作品の最後に存在の方向への道標（みちしるべ）または立て札となつ
て立つてゐる。 

［註１］ 
「僕の中の「僕」」といふ話法については「『デンドロカカリヤ』論（後篇）」（もぐら通信第５４号）をご
覧ください。詳述しました。 

荒巻義雄の詩想の論理は、安部公房とは正反対なのでした。さういふ意味では上記の三島由
紀夫との対談で明らかな通りに、三島由紀夫との関係に似てゐるのです。この詩人はいふま
でもなく超越論者ですが、しかし結論は安部公房と正反対になるといふことです。超越論は
Ideologie（イデオロギー）ではありませんから、時間との関係では人の数ほど、また人の人
生ほど数があります。前回の『上昇通路』の最後の箇所より引用して、その対照を示します：

「終りし道の標べ」に至ると、 

「かうして二人の典型的な詩人としての姿を見ると、一つは、記憶を喪失し、自己を喪失す
るか（安部公房）、二つ目は、記憶を恢復し、自己を恢復するか（荒巻義雄）。」といふ相
違が生まれ。また、 

「自己を喪失し、記憶を恢復する。記憶を喪失し、自己を恢復する。だから、「最果ての町」
で「地の果て　終着駅」で「うらぶれた駅舎を出たとき……」「眠り込んだ脳の中から、突
然、響きわたった鮮明な啓示」、 

「――お前は、この場所で河を渡ったのだ。」（『S・カルマ氏の犯罪』の★印） 

と言つた「あの声の主は何者だったのだ？」と、この詩を読みながら、あなたは「いつの間
にか」一人称の私ではなく、三人称の異教徒の彼として問ふてゐるのです。」 

『S・カルマ氏の犯罪』の★印の柵を超えてはならぬといふ禁忌（タブー）を犯して、オルフェ
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のやうに限界を踏み超えて行くと、安部公房の「僕の中の「僕」」の後者の三人称が一人称
になるのに対して、「――お前は、この場所で河を渡ったのだ。」といふ何者かの声が響く
と、荒巻義雄の「僕の中の「僕」」の後者は、この脳内宇宙（インナースペース）にあつて、
一人称が三人称になるのです。この変形は安部公房と同じです。 

『上昇通路』の最後の声は、この詩では、地下の階層から「夜になるとひとしきり騒ぎ立て
る物音」となり、この物音を立てる何者か達と「仲良く付き合ううちに意識かの言葉を理解
し……」てゐる。何者か達とは、名前がなく無名でありますから、これは存在に生きるもの
達であり、一人一人が存在でありますから、汎神論的な多数の存在は地下にゐるのだといふ
詩人の認識を示してゐます。この文脈に於いて、 

「彼らが他者であり 
　彼らが自己である」 

と話者は気づくのです。 

この（自己、他者、彼ら）の関係は、安部公房の「主観・客観等価交換表」によれば、世界
の果てに至つて川の流れの前に立つて気がつくと「既にして」（超越論）過去の記憶が思ひ
出されて現在の事実となつて河を渡つてゐるのですから、その声によつて「お前」と呼ばれ
ると、「僕の中の「僕」」の前者の僕といふ一人称は、後者の「僕」といふ「僕」達、即ち
前回の詩では「霊ども」となり、今回の詩では「他者であ」る「彼ら」となるのです。さう
して、この「彼らが自己である」と気づく。さう　「気づいた日から」、天地が倒立し、世
界の方が倒錯してゐることを知る。「世界の一切が仮想であ」る。これが詩の第一行の「ト
ト神が教えた地下室の在処」といふ場所の教へる「それこそが真理であった」。トト神は古
代エジプトの智慧を司る神のことです。 

この真理について解説する最後の連を、エピメニデスの言葉を引いて 
詩人は具体的に説明してゐます。 

「クレタ人は常に嘘を言う邪悪な獣で、食べ物には無関心」だ。 

といふ一行の文の真偽を問ふてゐるのです。 

古代ギリシャでは、クレタ人といふクレタ島の住人は嘘付きだといふ 
ことで有名だつたのでありませう。どうも、人間が常に嘘を言ふといふ 
其のやうな人間であれば、この人間は邪悪な奴であり、人間ではなく、従ひ獣であるといふ
理屈なのでせう。しかし、獣が「食べ物には無関心」といふのは解せませんが、これはクレ
タ島が他の古代ギリシャの民族とは異なり、嘘を常習としてゐるので、人間ではなく、従ひ

トト神
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クレタ人が嘘つきで、人間でありながら「食べ物には無関心」で、邪悪とはいへ獣であると
いふことは、「食べ物には無関心」であるといふことと、肉食の獣であることと矛盾するこ
とになります。これは、何か道徳的に劣つた人間は、人間と呼ばれるべきではなく（道徳と
命名の規則）、それは獣であるので（隠喩：metaphor：メタファー）、或いは獣であるにも
関はらず「食べ物には無関心」と考へるべきであるといふ意味なのでせうか、それとも、こ
の理屈によつて「食べ物には無関心」であるから食料をやつてはいけないといふ意味なので
せうか、しかし、いづれにせよ、人間であれば道徳との関係で民族性としての善悪に無関係
に、食べ物には関心があるといふ現実を否定してゐる一行であるといふことになります。 

もし此の一行をクレタ人が口にするならば、これは全て嘘だといふことになり、クレタ人以
外の嘘つきではない民族が言へば本当になる。と、しかし、理屈の上ではさうでせうが、本
当にさうでせうか。何故ならば、道徳は民族により国柄により異なるからです。我が国の善
が彼の国では悪、そして其の逆もまた真なりといふ事実が、私の見聞して来たことです。私
のいふことが信用なければ、１０歳のショーペンハウアーが富豪の父親に連れられて、商人
となつて跡目を継ぐことを条件に、二年間に亘つてヨーロッパ、中近東、エジプトを世界旅
行して知つた事実がこれであるといふと少しは信じられるでありませうか。 

このクレタ人のいふ事実は、かうして、道徳と言つた瞬間に、それは民族同士で異なり、従
ひ国同士で異なるといふことを言つてゐるのであり、これは其のまま互ひに文化が異なると
いふことを言つてゐるのです。人間の世界では、互ひに矛盾することばかりで、ゲーデルの
いふ通り「無矛盾は存在しない」。「嗚呼、不完全性定理の怪」。「エピメニデス/だが、彼
こそが真実！」「とはゲーデル」の言葉。 

Aといふ民族から見れば、Bといふ民族の現実は、従ひ仮想現実。後者から見たらまた前者の
現実は仮想現実といふことになります。 

道徳と命名の規則と隠喩（metaphor：メタファー）の二つが、クレタ人の言葉から抽出され
た事柄ですから、この引用を以つて、この詩人は自分の詩の在処をもまた、即ち「トト神が
教えた地下室の在処」をもまた読者に教えてくれてゐることになります。これは、このまま、
カントの道徳論を論の中心に据ゑたSF文学論『術の小説論』の論旨であると私には思はれる。
『術の小説論』の構造を『無限印刷機』（もぐら通信第８８号）より再掲します。 
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とすれば、この詩は、この詩人の詩作の方法論（Methodologie：メトドロギー）を歌つた詩
であるといふことができます。以下『術の方法論』（巽孝之著『日本SF論争史』）より関係
する箇所を引用して、読者の閲覧に供したい。 

（１）「いったんSFの方法論を作家が体得した場合、文学のあらゆる主題すらもSFにおいて
書きかえられるのではなかろうか……。」（同書１６８ページ上段） 
（２）「”幸福”とはなんだろうか。それは精神の問題ではなく、”幸福になる方法”化され、
ときに金儲けの技術がそれに代置される。」（同書１６８ページ下段） 
（３）「”愛”とはなんだろう。それはセックス・カウンセラーが指南するような、セックス
の技術であり、かつ心理学の教科書が教える恋愛の術なのである。」（（同書１６９ページ
上段） 
（４）「社会的人間は、二つに分類される。一つはインサイダー的人間。もう一つは常に社
会の内的な秩序に反抗的なアウトサイダー的人間である。」（同書１６９ページ下段） 
（同書１６９ページ下段） 
（５）「SFにとつて、”科学”と”自由”とは決して看過することのできない重要な課題である。
僕たちにとって、宿命的な逃れることのできないこの矛盾を、では、どうやって統一していっ
たらよいであろうか。」（同書１６９ページ下段） 
（６）「むろんカントとSFとを強引に結びつけるつもりは毛頭ない。だが、”技術”というも
のを、”倫理”と”科学”の領域の真中において統一させているカントの体系に接すると、カン
トこそSFの構造ということを、事前に予測しえた唯一の人物だったという気がしてならない
のである。」 
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私もこの問題は二十歳前後から考へ考へして、浮世で仕事をしながら考へ抜いた問題です。
やはり、プラトンの描いたソクラテスの問答を読んでゐると、それは何か？といふ本質論
の問ひと、この問ひに正面から回答しようとすると必ず、問ひと答への境界線が曖昧にと
いふか、一つに溶け合つて、本質論と技術論（テクネ）のことを併せて考へ、この二つを
行き来しなければ、いづれの論にも答へることができないのです。物事の本質論（関係論）
と技術の問題は実に分かち難いのです。 

あなたが、例へば、蕎麦が好きだとして美味しい蕎麦が食べたいとする。さうすると、蕎
麦とは何かといふことを問ふと、併せて蕎麦の茹で方といふ技術のことを考へなければ、
蕎麦の定義ができないといふことなのです。この技術のうち最高度のものが、藝術（art：
アート）と言はれる技術です。 

最後にゲーデルの不完全性理論とは何かを見てから、ゲーデルの同じ理論の論理を集合論
のベン図で眺めてみませう。「不完全性定理 - 哲学的な何か、あと科学とか」より引用し
ます：http://noexit.jp/tn/doc/fukanzen.html 

「さて、１９３０年頃のこと。 

数学界の巨匠ヒルベルトは 

「数学理論には矛盾は一切無く、どんな問題でも真偽の判定が可能であること」を完全に
証明しようと、全数学者に一致協力するように呼びかけた。これは「ヒルベルトプログラ
ム」と呼ばれ、数学の論理的な完成を目指す一大プロジェクトとして、当時世界中から注
目を集めた。 

そこへ、若きゲーテルがやってきて、「数学理論は不完全であり、決して完全にはなりえ
ないこと」を数学的に証明してしまったから、さあ大変。 

ゲーデルの不完全性定理とは以下のようなものだった。 

１）第１不完全性原理 
「ある矛盾の無い理論体系の中に、肯定も否定もできない証明不可能な命題が、必ず存在
する」 

２）第２不完全性原理 
「ある理論体系に矛盾が無いとしても、その理論体系は自分自身に矛盾が無いことを、そ
の理論体系の中で証明できない」」 

http://noexit.jp/tn/doc/fukanzen.html
http://noexit.jp/tn/doc/fukanzen.html
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ゲーデルの二つの不完全性定理の意味を下記の集合論のベン図で容易に理解することがで
きます。ゲーデルの不完全性定理の意味するところを、言語の世界に移して理解すれば、
それは当然のことだといふことがわかります。何故ならば、安部公房の言語機能論のいふ
ところに従つて、言葉に意味はなく、何かの実体があるのでもなく、人間を離れた客観的
に自律したシステム（体系）などないからです。人間を抜きにはありえない以上、それは
上述の如きクレタ人の言葉に関するパルメニデスの言葉となるのです。 

上の図で、一つの円は、一つの概念を表はします。そして、この図の枠囲ひの全体を「「あ
る矛盾の無い理論体系」と仮定して考へます。 

１）第１不完全性原理 
「ある矛盾の無い理論体系の中に、肯定も否定もできない証明不可能な命題が、必ず存在
する」 

「肯定も否定もできない証明不可能な命題が、必ず存在する」といふ其の存在は、上図で
は概念Eがそれを表してゐます。他のどんな概念とも離れた意義（sense：センス）も意味
（meaning：ミーニング）も共有してゐない、即ち哲学用語でいへば、内包（intensive：
インテンシヴ）も外延（extensive：イクステンシヴ）も共有してゐない、更にいへば、
他のどんな概念とも掛け算（multiplication：マルテイプリケーション）も足し算
（addition：アディション）も共有してゐない、二進数でいふならば、他のどんな概念と
も論理積（conjunction：コンジャンクション）と論理和（disjunciton：ディスコンジャ
ンクション）も共有してゐない、即ち上図の示すやうに、一つの宇宙の中で全く孤立し孤
絶してゐる概念である。しかし、この概念は別の宇宙に密かに接続してゐるのです。 
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さて、この図で次のことを説明してをきます。これで世の中に巣食つてゐるクレタ人の嘘
を、あなたは見抜くことができるでせう。数学な得意なあなたならば既にご存知かもしれ
ないが。 

（１）Cは、掛け算、意義、内包、論理積 
（２）A+Bは、足し算、意味、外延、論理和 

そして、修辞学の視点から此の図を眺めると、 

（a）Cは隠喩（metaphor：メタファー）。これが此の図の宇宙全体の名前（内包の名前）
になります。 
（b）AとDの関係は換喩（metonymy）。これは諸所既述の通り、直に名前を呼ばずに、
呼び換へて譬喩（ひゆ）とするものです。例：八丁堀は実は銭形平次、紀尾井町は実は文
藝春秋社、七つの顔を持つ男実は多羅尾伴内、否、多羅尾伴内実は片岡千恵蔵等々。渾名
（あだな）も換喩です。この最後の例でわかる通り、ある全体の領域が誰にも、即ち内部
と外部の境界線が内部と外部のものに知られてゐる場合に、その場所の内部にだけ通用す
る渾名が換喩です。岡つ引きの世界、出版業界、映画の世界、あなたのゐる職場。といつ
たやうにです。 
（c）Eは、この図の中では孤絶してゐますが、しかし、それ故に此の宇宙の外部の宇宙に
接続してゐます。謂はば、掃き溜めの中の鶴です。 
（d）EとA, B, C, Dを接続する譬喩は直喩（simili：シミリ）です。例：浮き草のやうな
人生、豚のやうに鳴く犬。これは直喩を多用する安部公房の世界です。 

２）第２不完全性原理 
「ある理論体系に矛盾が無いとしても、その理論体系は自分自身に矛盾が無いことを、そ
の理論体系の中で証明できない」」 

矛盾のないことを証明するためには、その理論体系の外部に出なければなりません。これ
の意味するところは、理論体系は幾つもあるといふ事実を受け容れなければならないとい
ふことです。この事実と論理そのものが、「ある理論体系に矛盾が無い」といふことを否
定してゐるといふことを意味してゐます。宇宙はいつも複数あり、宇宙は幾つもあるので
す。安部公房の世界です。即ち、これは言語の基本ですが、 

あなたは一体何処にゐるのか？ 

といふ問ひに密接に関係してゐるのが、この第２不完全性定理なのです。 

この問ひに、詩人は「トト神が教えた地下室の在処」に「私の中の「私」」はゐるのだ。
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と、さう回答してゐるのです。地下室に夜ゐる何者か達の言葉を解して知るところによれ
ば、 

「彼らが他者であり 
　彼らが自己である」 

安部公房の「読者は自己の主体で、作者は客体化された自己なんだよ。」といふ、これぞ
安部公房流の（世間が何ともいはば言へ）実存主義の論理、即ち新象徴主義［註２］の論
理です。 

この論理を「トト神が教えた地下室の在処」に適用すると、 

彼らが自己の主体で、私はは客体化された他者なんだよ。 

といふことになりませう。 

これが此の詩人の実存主義の骨格です。 

以上の哲学、論理学、数学と修辞学の用語の概念は、用語はそれぞれに異なつても概念は
同じですので（言語機能論）、これに文法学と、既に１８世紀の後半に源氏物語の日本語
の文章（テキスト）を伊勢松坂で一人読みながら同じ西洋論理学と数学の結論に至つてゐ
た本居宣長の用語を追加して、これらを整理して一覧表にすると次のやうになります。こ
の「哲学・論理学・数学・修辞学・文法学の用語と概念の対応一覧表 」のダウンロード
は：https://ja.scribd.com/document/391077063/哲学-論理学-数学-修辞学-文法学の用
語と概念の対応一覧表 

https://ja.scribd.com/document/391077063/%E5%93%B2%E5%AD%A6-%E8%AB%96%E7%90%86%E5%AD%A6-%E6%95%B0%E5%AD%A6-%E4%BF%AE%E8%BE%9E%E5%AD%A6-%E6%96%87%E6%B3%95%E5%AD%A6%E3%81%AE%E7%94%A8%E8%AA%9E%E3%81%A8%E6%A6%82%E5%BF%B5%E3%81%AE%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E4%B8%80%E8%A6%A7%E8%A1%A8
https://ja.scribd.com/document/391077063/%E5%93%B2%E5%AD%A6-%E8%AB%96%E7%90%86%E5%AD%A6-%E6%95%B0%E5%AD%A6-%E4%BF%AE%E8%BE%9E%E5%AD%A6-%E6%96%87%E6%B3%95%E5%AD%A6%E3%81%AE%E7%94%A8%E8%AA%9E%E3%81%A8%E6%A6%82%E5%BF%B5%E3%81%AE%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E4%B8%80%E8%A6%A7%E8%A1%A8
https://ja.scribd.com/document/391077063/%E5%93%B2%E5%AD%A6-%E8%AB%96%E7%90%86%E5%AD%A6-%E6%95%B0%E5%AD%A6-%E4%BF%AE%E8%BE%9E%E5%AD%A6-%E6%96%87%E6%B3%95%E5%AD%A6%E3%81%AE%E7%94%A8%E8%AA%9E%E3%81%A8%E6%A6%82%E5%BF%B5%E3%81%AE%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E4%B8%80%E8%A6%A7%E8%A1%A8
https://ja.scribd.com/document/391077063/%E5%93%B2%E5%AD%A6-%E8%AB%96%E7%90%86%E5%AD%A6-%E6%95%B0%E5%AD%A6-%E4%BF%AE%E8%BE%9E%E5%AD%A6-%E6%96%87%E6%B3%95%E5%AD%A6%E3%81%AE%E7%94%A8%E8%AA%9E%E3%81%A8%E6%A6%82%E5%BF%B5%E3%81%AE%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E4%B8%80%E8%A6%A7%E8%A1%A8
https://ja.scribd.com/document/391077063/%E5%93%B2%E5%AD%A6-%E8%AB%96%E7%90%86%E5%AD%A6-%E6%95%B0%E5%AD%A6-%E4%BF%AE%E8%BE%9E%E5%AD%A6-%E6%96%87%E6%B3%95%E5%AD%A6%E3%81%AE%E7%94%A8%E8%AA%9E%E3%81%A8%E6%A6%82%E5%BF%B5%E3%81%AE%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E4%B8%80%E8%A6%A7%E8%A1%A8
https://ja.scribd.com/document/391077063/%E5%93%B2%E5%AD%A6-%E8%AB%96%E7%90%86%E5%AD%A6-%E6%95%B0%E5%AD%A6-%E4%BF%AE%E8%BE%9E%E5%AD%A6-%E6%96%87%E6%B3%95%E5%AD%A6%E3%81%AE%E7%94%A8%E8%AA%9E%E3%81%A8%E6%A6%82%E5%BF%B5%E3%81%AE%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E4%B8%80%E8%A6%A7%E8%A1%A8
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［註２］ 
安部公房の新象徴主義については次の手紙があります。 

「僕の帰結は、不思議な事に、現代の実存哲学とは一寸異つた実存哲学だつた。僕の哲学（？）を無理に名
づければ新象徴主義哲学（存在象徴主ギ）とでも言はうか、やはりオントロギーの上に立つ一種の実践主ギ
だつた。存在象徴の創造的解釋、それが僕の意志する所だ。」（『中埜肇宛書簡第１０信』全集第１巻、２
７０ページ上段） 

上記に引用した手紙の段落の直ぐ後に、２３歳の安部公房は次のやうに続けてゐます。 

「それから、現代のいはいる実存主ギとは、僕はまるで無縁だ。一口に言つてあの下劣なコッケイさが実存
主義なら僕は反実存主ギ者だと言はれてもかまはない。同じく「ハナ」と言つても、花と鼻との相違、いや
それ以上の相違が在ると思ふ。あれは単なる流行主ギだ。」 

安部公房独自の此の哲学は、『詩と詩人（意識と無意識）』に詳しい。（全集第１巻、１０４ページ） 

どうも、やはり、いつもと違つた荒巻詩論になりました。 

頭に掲げた二つの家の図に拠つて、荒巻義雄の貸家住まひと安部公房の貸家住まひの違ひ
を述べれば、前者の私は１FからB1に降りて行き、夜な夜な地下室にゐる彼らの言葉を解
することで親しくなり、これによつて貸家の世界が倒錯/転倒して、上述した論理によつ
て「彼らが自己の主体で、私は客体化された他者なんだよ。」と、私が三人称になるのに
対して、後者は上述した論理によつて、さうS・カルマ氏が三人称の主人公だとしませう、
さうするとS・カルマ氏は1Fの階層からB２まで降りて行き、B２の夜に果てしなく垂直
方向に成長する壁になることによつて、「読者は自己の主体で、作者は客体化された自己
なんだよ。」といふことを証明するのだ。といふことになります。
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『周辺飛行』論 
（４） 

　　　『〈物語とは〉ー周辺飛行１』 
岩田英哉

目次 

１。『箱男』を「周辺飛行」する 
２。ショパンの描く切手大のペン画の由来と意味 
３。何故安部公房は物語の発生をパンと結合したか 
（１）安部公房の小説観（物語観） 
（２）箱の論理 
（３）天使が馬であるといふ論理 
４「周辺飛行１」は存在の十字路で物語が始まる 
５。何故箱を被つたら馬になるのか 
６。何故安部公房は鉛筆が必要なのか 
７。超越論による頭の体操 
８。ショパンのゐる屋根裏部屋といふ閉鎖空間での物語 
９。何故ショパンはショパンであるのか？ 

＊＊＊ 

１。『箱男』を「周辺飛行」する 
安部公房は『〈物語とは〉ー周辺飛行１』（以下「周辺飛行１」といひます）で、２年後の
１９７３年に『箱男』と題して発表する小説の中の一章である《夢のなかでは箱男も箱を脱
いでしまっている。箱暮らしを始める前の夢をみているのだろうか、それとも、箱を出た後
の生活を夢見ているのだろうか……》といふ章と内容がほとんど同じ物語を此処で語つてゐ
ますので、「『箱男』論～奉天の窓から８枚の写真を読み解く～」（もぐら通信第３４号）
で明らかにした、シャーマン安部公房の秘儀の式次第と名付けた安部公房が存在を招来し荘
厳する秘儀の順序に従って、『箱男』の地図を描いてみたものを再掲します。横軸にシャー
マン（祈祷師）安部公房の秘儀即ち呪術の式次第を、縦軸に『箱男』の章立てを配して、
matrix（マトリクス）という地図を描いたわけです。『箱男』の構造図です。ダウンロード
は：https://ja.scribd.com/doc/269351927/箱男-論の全体図 

https://ja.scribd.com/doc/269351927/%E7%AE%B1%E7%94%B7-%E8%AB%96%E3%81%AE%E5%85%A8%E4%BD%93%E5%9B%B3
https://ja.scribd.com/doc/269351927/%E7%AE%B1%E7%94%B7-%E8%AB%96%E3%81%AE%E5%85%A8%E4%BD%93%E5%9B%B3
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「以上の構成の順序をまとめると、『箱男』の構成は、安部公房の秘儀の式次第に則り、そ
の見かけを裏切って、実は、次のように単純で美しい構成であることが判ります。 

（１）シャーマン安部公房の秘儀の式次第 
（２）７つの章（散文） 
（３）４つの写真（詩） 
（４）７つの章（散文） 
（５）４つの写真（詩） 
（６）７つの章（散文） 
（７）《……………………》：余白：次の次元への接続の章」 
（『『箱男』論 ～奉天の窓から８枚の写真を読み解く～』（もぐら通信第３４号）） 

この「周辺飛行１」に書かれた最初の逸話は、上記の７つの詩文・散文の交代する構成の中
では、「（６）７つの章（散文）」のまとまりの中の、４つ目の章に当たります。それも安
部公房の「沈黙と余白の論理」による存在論の記号「《……》」の後の章であり、またその
次の「《開幕五分前》」の章の前であり、即ちこれら二つの章に挟まれてゐる章だといふこ
とが判ります。 
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存在論の記号「《……》」は、存在の窓から覗く（自己の反照たる）第三の客観、即ち存在
の存在する再帰的な沈黙と余白の空間［註１］ですから、このショパンの逸話（エピソード）
は、この空間の中の更に入籠構造になつたもう一つの同じ性質即ち同じ意味の空間であるこ
とになります。安部公房の存在論の記号を使つて表せば次のやうになる。 

［註１］ 
『カンガルー・ノート』論（もぐら通信第６６号）より引用します： 

「３。『カンガルー・ノート』の記号論 
最初に、次の５つの記号の意味をお伝へします。 

（１）《　》：《存在》と《現存在》に関する『終りし道の標べに』以来の哲学用語を意味 
する。 
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（２）『　』：存在の中の存在の詩人または其の物語の作者《縞魚飛魚》の書いた物語につ 
いてのものであることを意味する。 
（３）［　］：存在の中の存在の中の存在であることを意味する。 
（４）「　」：地の文にある立て札を意味する。 
（５）（　）：存在の中に存在することを意味する。 

これらの記号の階層は、次のやうになります。 

存在といふ視点から分類すれば、その階層は、階位の高い順に並べると、 
（１）（　） 
（２）《　》 
（３）『　』 
（４）［　］ 
（５）「　」」 

《……《夢のなかでは箱男も箱を脱いでしまっている。箱暮らしを始める前の夢をみている
のだろうか、それとも、箱を出た後の生活を夢見ているのだろうか……》……》 

そして、この「（６）７つの章（散文）」のまとまりの中での位置を示せば次のやうになる。
この《夢のなかでは箱男も箱を脱いでしまっている。箱暮らしを始める前の夢をみているの
だろうか、それとも、箱を出た後の生活を夢見ているのだろうか……》といふ章は、《ここ
に再び　そして最後の挿入文》といふ章と《開幕五分前》といふ章の間に、隙間に（超越論
的空間に）置かれてゐる。１０代の安部公房が惑溺して読んだリルケの言葉を借りれば、こ
れは純粋空間であり、ここに時間は存在しない。 

《ここに再び　そして最後の挿入文》 
《……《夢のなかでは箱男も箱を脱いでしまっている。箱暮らしを始める前の夢をみている
のだろうか、それとも、箱を出た後の生活を夢見ているのだろうか……》……》 
《開幕五分前》 

《ここに再び　そして最後の挿入文》とは、「再び」ですから再帰的に同じ場所に戻つて来
たといふ意味であり、「最後の挿入文」とありますので、この章は何かと何かの隙間（非連
続量としての空間）に置かれた章であるといふ意味である。 

これに対して、《開幕五分前》とは時間であり、この定刻の時間が一体何時何分であるのか
は、安部公房の常で、超越論である以上時間に始まりも終はりもない［註２］ので明示され
ることは、ない。これは、まだ来ぬ予め失はれた未来との関係即ち時間の隙間であり、この
隙間に存在する章だといふことになります。もう既に、ここに「明日の新聞」が配達されて
ゐる。即ち、この章そのものが、存在への方向を示す標識板、即ち立て札、即ち「終りし道
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の標べ」なのです。おまけに「明日の新聞」が配達されれば、この章は『密会』の最後がさ
うであつたやうに、世界の果てである。これが、ショパンの章の果たす、全体３３章の中の
「（６）７つの章（散文）」のまとまりの中での役割です。即ち、 

ショパンの章は、超越論的な空間と時間の隙間に存在する、即ち時間と空間の十字路に存在
するニュートラルな章なのです。安部公房スタジオの演技論となんら変はらない。 

［註２］ 
『カンガルー・ノート（１）』（もぐら通信第６６号）の「（５）開幕のベルの音」から引用します： 

「あいにく医院の受け付け開始までに、まだ三十分以上ある。しかしぼくは奇病で、しかも急患なんだ。ベル
を鳴らして、特別診療を申し出る資格があるはずだ。 
　さっきから窓越しに人影が動くのを確認してゐる。もう遠慮してなんかいられない。玄関のベルを押してみた。
なんの反応もない。さらに押し続けたが、壊れているのか、切ってあるのか、鳴ってくれる様子はない。拳をか
ためてドアをノックしてみた。けっきょく無駄な努力だった。 
「静かにして下さいよ。」 
細い女の声がして玄関の錠が開けられたのは、すでに定刻を過ぎてからだった。」（８５ページ下段） 

この文章で判る事は、次のことです。 

①七時半といふ定刻にドアが開けられる事はなく、「すでに定刻を過ぎてから」であり、定刻前に「三十分以
上前に」その場所に到着してゐたにも拘らず、定刻にドアは開かず、定刻過ぎにドアが内部から開けられた。 

現実の時間の中での定例的な行為の時間、即ち定例的に何かが繰り返される時間、即ち定刻七時半といふ時刻
が前提としてあつて、その時刻に普通に期待をして予定してゐたことに対して、主人公の期待外れのことが起き
て、つまり其れが予定の時間よりも遅く既に過去のこととして起きたことを、今この現在といふ時間に知つた、
即ち未来に起きることを只今現在の時点で、既に過去に起つてしまつたこととして知るといふことになります。
即ち、未来が過去に起きたこととして現在起きる。もつと縮約すると、過去に起きた未来が、（起きてしまつ
た過去である）現在に現実として眼の前にあるといふことです。 

これが主人公が定刻より早く到着して、ドアが定刻より遅く開扉された理由です。 

この時間の単位が等価交換されることによつて生まれる余白と沈黙の時間の隙間に主人公はゐる。存在の生ま
れる差異にゐるのです。かうして開かれた病院の内部は、かくして、存在の宿る空間となります。」 

時間と空間の交差点にある存在の十字路が世界の果てであるならば/のである以上、そこには
「終りし道の標べ」といふ存在の方向への案内板が立つてゐる筈です。予め失はれた案内板
は確かに立つてゐて、それが此のショパンの章の題名の《夢のなかでは箱男も箱を脱いでし
まっている。箱暮らしを始める前の夢をみているのだろうか、それとも、箱を出た後の生活
を夢見ているのだろうか……》といふバロック的な長い題の章の名前そのものなのです。 

《夢のなかでは箱男も箱を脱いでしまっている。箱暮らしを始める前の夢をみているのだろ
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うか、それとも、箱を出た後の生活を夢見ているのだろうか……》といふ安部公房の存在論
の記号の隙間に書かれた文章は、２２歳の論文『詩と詩人（意識と無意識）』で確立した新
象徴主義の哲学の論理通りの文章になつてゐます。即ち、AでもなくZでもない、存在の部屋
の窓から覗いて外部に見える（限りない次元展開の果てに至る究極の）自己の反照たる第三
の客観、即ち存在を求める文章、さういふ意味ではシャーマン安部公房の呪文です。この呪
文は、後述するやうに、「周辺飛行１」のみならず、小説『箱男』の本文第一行目にも唱へ
られてゐます。 

従つて、この章は、AでもなくZでもない、即ち、《夢のなかでは箱男も箱を脱いでしまって
いる》当の其の箱男は、《箱暮らしを始める前の夢をみているのだろうか》《……》または
《箱を出た後の生活を夢見ているのだろうか》《……》 

といふ問ひの文章なのです。 

答へは勿論、このいづれでもなく、 

《箱男は、《箱暮らしを始める前の夢》も《箱を出た後の生活》も夢見てゐるのではなく、
即ち時間の中での二者択一の選択肢のいづれかを選択することはなく、二者択一の二項対立
のそれぞれの項を否定して、これらを超越して第三の客観たる存在を求め、箱男は存在自体
になること［註３］を選択するのです。即ち、その第三の選択は、この世にあつては死に等
しい選択です。 

［註３］ 
「『カンガルー・ノート』論（３）」の「５。１。４　『カンガルー・ノート』の形象論：（１６）風の音」
より引用します： 

「 ［註２］ 
安部公房は哲学談義を交はした親しき友、中埜肇宛に次の手紙を書いてゐます： 

「詩人、若しくは作家として生きる事は、やはり僕には宿命的なものです。ペンを捨てて生きるという事は、恐
らく僕を無意味な狂人に了らせはしまいかと思います。勿論、僕自身としては、どんな生き方をしても、完全な
存在自体――愚かな表現ですけれど――であればよいのですが、唯その為に、僕としては、仕事として制作と
言ふ事が必要なのです。これが僕の仕事であり、労働です。」 
（『中埜肇宛書簡第８信』（1946年12月23日付）、全集第１巻 １８８ページ下段）」 

しかし、考へてみれば、この存在論の記号の間に挟まれた位置を、このやうな『詩と詩人（意
識と無意識）』の理論に拠る位置、そして生理と心理に拠る同じ位置を占めること、即ち
ニュートラルになりニュートラルであること、これが安部公房スタジオの演技指導論の核心
であれば、確かに１９７３年（昭和４８年）に、安部公房が小説『箱男』と戯曲『愛の眼鏡
は色ガラス』を同時に発表したことは得心のゆくことです。ここに至るまでの経緯は一連の
本論考で既述の通りです。 



もぐら通信  ページ31もぐら通信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２。ショパンの描く切手大のペン画の由来と意味 
ショパンが此の章で描くペン画の切手大の絵については、ジョン・ネイサンといふ三島由紀
夫の翻訳者であつたアメリカ人との『伝統と反逆』と題した対談の冒頭で安部公房は次のや
うに述べてゐます。（全集第２３巻、３７ページ） 

「ネーサン　日本では、前衛という言葉がよく使われているけど、ぼくは決していい言葉じゃ
ないと思う。濫用されやすい言葉でね。いい定義にぶつかったことがない。そもそも伝統を
考えないで前衛といふ概念は成り立たないと思うんですが、安部さん、どう思いますか。」 

これはネイサンのいふ通りで、前衛に対立する言葉は後衛でありますから、後者の伝統に生
きて歴史的に生活して来た庶民を抜きに、前衛の成り立つことはないのです。わたしもさう
思ふ。しかし、さて、ここからが安部公房の真骨頂の発揮されるところです。安部公房曰く、

「安部　概念としてはそのとおりでしょう。しかし、作家にとって、出発点は概念じゃない。
前衛概念から出発した前衛作家なんて、ありえないんじゃないかな。ぼくは子どものとき百
科事典を見ていて、構成主義とか未来派とか、いままでに自分の概念になかった絵を見て
ショックを受けたことがある。切手くらいの大きさの見にくい写真版。でもそれ以来、絵と
いうもののおもしろさがわかってきた。前衛美術にではなく、絵そのもののおもしろさ。つ
まり、前衛的なものというのは、特殊な概念じゃなくて、時代が自分を表現する表現形式だ
と思うんだ。」（傍線引用者） 

上記引用の傍線部は次のことを語つてゐます。それは、安部公房の、常に変はらぬ論理構成
の構成要素である、 

（１）特殊の中の普遍といふ考へ方［註４］（「前衛的なものというのは、特殊な概念で」
はなく、特殊の中に普遍がなければならない。さうであれば前衛と呼ぶに値する。） 
（２）主観・客観論または読者・作家論［註５］（「前衛的なものというのは」「時代が自
分を表現する表現形式だ」）：自分が時代を表現するのではなく、時代が自分を表現するの
だといふ此の主客の等価交換の言葉を正とする安部公房の論理を心に銘記して下さい。 

［註４］ 
『安部公房の札幌文学への批判』（もぐら通信第６２号）より引用してお伝へします： 

「一、特殊性の中にほうがんされない普遍性はない。同時に、普遍性につらぬかれない特殊は存在しない。眞
実はその統一の発見にあると思う。しかし私は、地方という言葉を、風土的にとらえることは反対だ。あくま
で、社会的に、地方的なものを否定するための強い批判の場所としてのその地方でありたいと思う。 

二、「おれたちは、おれたちで、すきなことをやっているのだ。」というような後記の書いてある同人誌ほど馬
鹿げたものはない。批判精神のない、思想のない同人誌はあってもいいが、なくてもいい。札幌文学には、期
待しています。」 
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実際に「札幌文学」の最新号には、「おれたちは、おれたちで、すきなことをやっているのだ。」と編集後記
に書いてあつたのでせう。好き嫌いで文学活動ができるかといふと、それはできない。詩を書き小説を書くに
せよ、言葉の選択には深い思索と高い論理性が要求されますから、最初の「一、」で、安部公房は地方性を脱
却して普遍性に、普遍性が余りに一般化し過ぎぬように地方の特殊性を、それぞれの関係にあつて双方が生き
るような均衡（バランス）の取れた文学の創造を伝へたものと思はれます。ここにも普遍性でもなく、特殊性
でもなく、自己を其の計算の中に入れて、限りない「転身」の末に至り自己の反照として観るべき第三の客観を
求め、そこで遂には自分自身が存在自体になるといふ、身を捨ててこそ成る、命懸けの批評精神を伝へたかつ
た。身を捨ててこそ浮かぶ瀬もあれ。 

「特殊性の中にほうがんされない普遍性はない。同時に、普遍性につらぬかれない特殊は存在しない」とは、
内部と外部を交換し、その境界域の両義性に身を没して自己を生かすtopologyの考へ方です。これは、単なる言
葉の意味と位相幾何学的な問題だけなのではなく、歴史が其のやうに展開し、人間に働きかけるものだからで
す。歴史の根本的な変化は、言語（logos）の観点からみると、いつも次のやうに動きます。安部公房は当然こ
のロゴスの働きを知つてゐたのです。宇宙は単純にできてゐる。小学生の安部公房の知つてゐた「奉天の窓」で
す。Aをあなただと思つて見ませう。すると、→は、次の次元へのあなたの失踪を意味するといふことになりま
す。Bをあなただと思つてみませう、「あなたそつくり」の、しかし、異次元での、また別の人生がある。とい
ふことになります。あなたは何処にゐるのか？ 

［註５］ 
「安部公房が成城高校時代に哲学談義を親しく交はした友、中埜肇の言う「当時の安部は「解釈学」という言
葉をむしろデカルト的な懐疑の方法に近い意味に解していた。」という正確な理解については、晩年安部公房
自身が、デカルト的思考と自分独自の実存主義に関する理解と仮面についての次の発言がある（『安部公房氏
と語る』全集第２８巻、４７８ページ下段から４７９ページ上段）。ジュリー・ブロックとのインタビュー。
１９８９年、安部公房６５歳。傍線筆者。 

「ブロック　先生は非常に西洋的であるという説があるけれども、その理由の一つはアイデンディティのことを
問題になさるからでしょう。片一方は「他人」であり、もう片一方は「顔」である、というような。 
　フランス語でアイデンティティは「ジュ（私）」です。アイデンティティの問題を考えるとき、いつも「ジュ」
が答えです。でも、先生の本を読んで、「ジュ」という答えがでてきませんでした。それで私は、数学のように
方程式をつくれば、答えのXが現れると思いました。でも、そのような私の考え方すべてがちがうことに気づ
き、五年前から勉強を始めて、四年十ヶ月、「私」を探しつづけました。 
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安部　これは全然批評的な意見ではないんだけど、フランス人の場合、たとえば実存主義というような考え方
をするのはわりに楽でしょう。そういう場合の原則というのは、「存在は本質に先行する」ということだけれ
ども、実は「私」というのは本質なんですよ。そして、「仮面」が実存である。だから、常に実存が先行しなけ
れば、それは観念論になってしまうということです。 
ブロック　それは、西洋的な考えにおいてですか。 
安部　そうですね。だけど、これはどちらかというと、いわゆるカルテジアン（筆者註：「デカルト的な」の
意味）の考え方に近いので、英米では蹴られる思考ですけどね。」 

この安部公房の主体・客体等価交換のtopologyの一覧表を作成しましたので、ここに再掲します。 

このやうにショパンが切手大の小さな絵を描くことは特殊の中の普遍を求める行為なのであ
り、これが前衛であると安部公房は言つてゐるのであり、これは前衛である以上、好き勝手
な自分といふ個人が時代を表現するなどといふことは全くなく、時代の方が（時代が主語に
なつて）否応なく自分といふ述語部にある何か（即ち存在として時間の中に生きるもの即ち
現存在）を存在論的に表現するのだといふのです。 

これは、全く世にいふ、ただ反抗し反対すれば良いといふ前衛といふ言葉の流行する通俗的
で幼稚な理解とは正反対であり、高度に人間の知性を要求する異質の論理です。安部公房の
論理を十分に正確に理解せぬままの皮相な安部公房の猿真似は、あなたの身を滅ぼします。
一級の文学には言語を問はず民族を問はず、猛烈な河豚（ふぐ）の毒があります［註６］。
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２０世紀に前衛前衛と言はれて、少なくとも１９８５年までは［註７］、１９７０年代の「周
辺飛行」を読むと、このやうに/このやうな理由で誤解され続けたことの原因がよくわかりま
す。２０世紀から、そして２１世紀の今も安部公房前衛論を唱へる論者は、安部公房の此の
二つの論理構成要素を理解した上で、安部公房前衛論を唱へてゐるのだらうか。即ち、これ
はマルクス主義の前衛では全くないのです。超越論による前衛なのです。［註８］ 

［註６］ 
『安部公房文学の毒について～安部公房の読者のための解毒剤～』（もぐら通信第５０号）に詳述しましたの
で、ご覧ください。 

［註７］ 
全集第２８巻、５８ページ：NHKの斎藤アナウンサーによるインタヴュー『方舟は発進せず』の最後の問答は
次の通りである： 

「斎藤　安部さんの最もお嫌いな「前衛」という言葉、絶えず前衛であり続ける、ということですが、ある評
論家にいわせると、安部さんは「絶えず自分自身を超えてゆく前衛だ」と。 
安部　まあ前衛というのは、ある意味ではカッコいいから、言われても構わないけど、そんな意識よりも、い
かに現実を生きるか。その現実の規定の仕方でしょうね。だれでも現実を生きる。ぼくにとっての関心というの
は、今を見る……ということ。それはぼくにとってのメビウスの輪ですよ。それを「箱」とか「壁」とか「砂」
とかに投影する。その、いい投影体を探すということです。今、ぼくが、この見ていることの感覚、言葉では
まだいえない感覚を、何に映すと一番よくこの感覚が映るか、というその映すものを探すのが作業で、それが
小説を書く時に一番の楽しみですよ。あと、書くことってのは、まことに、よくこんなバカなことをやるのかっ
てくらいにシンドイけれど、投影体をみつけるとこだけはね、自分の喜びといえるかもしれないなあ。
［1985.1.14-1.17］」 

［註８］ 
勿論、これをいふならば、そしてどうしてもあなたが安部公房は前衛だと言へといふならば、安部公房の前衛
は超越論的前衛論だといふことができます。しかし、これを共産主義者に説明しても、時間に始めと終はりのな
い超越論といふ宇宙に根源的な論理を共産主義者は理解できません［註A］。何故ならば、マルクス主義は、宗
教は阿片だといつて否定したキリスト教といふ宗教が唯一絶対神Godを戴く一神教のtopologyであり、カントー
ヘーゲルーマルクスーフランクフルト学派の共産主義の系譜は、反対側にゐるカントーショーペンハウアーーニー
チェーハイデッガーの超越論の系譜に対して、後者が中世のスコラ哲学を其の用語から見ても克服して超越論の
中に統合してゐるのに対して、前者は中世スコラ哲学といふキリスト教の神学用語をそのまま継承してゐる、も
しマルクス自身が宗教を否定するならば、その否定によつてマルクス主義自体が擬似宗教と化した主義であり、
これは他の例を見ても類似の例があるやうに、カルトといふべき宗教擬（もど）きであり、従ひ超越論に至ら
ないのでありますから、これは無宗教から虚無主義（ニヒリズム）に堕ちた一形態といふべきものであるから
です。贋のではなく（何故なら超越論ではなく、存在概念に無関係だから）、偽の宗教です。それ故に、共産主
義者は、超越論は神々の世界、即ち私たちのいふ汎神論的存在論のtopologyを理解することができないと率直
に事実をいふのです。ここで、結論をいへば、ヘーゲルに発する共産主義者には、かうなると、topologyが全く
異なるので、安部公房他の超越論者を理解することはできません。しかし、後者は、その汎神論的存在論の
topologyの一部を共産主義者の求めに応じて、はい、ここの接続部分を絶対的に固定して絶対命令の一方通行
の通路にします、はい、では、お求めの通り、あそこの接続部分を絶対的に固定して絶対命令の一方通行の通路
にます、とすれば容易なことですので、前者を理解することも容易です。同時に、しかし、これでは全く欠陥だ
らけのコミュニケーション・システムに堕してしまひます［註B］から、当然のことながら、共産主義は、八百
万の神々や古代ギリシャ神話や、大陸であれ島嶼であれ、topologyが異なる以上、これが受け容れられること



もぐら通信  ページ35もぐら通信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

はないのです。日本人に対して、即ち日本語といふ言語と日本の国と日本の文化や伝統に敬意をはらふことがな
ければ。 

［註A］ 
『安部公房とチョムスキー（７）』（もぐら通信第８１号）の「７. 一神教と大地母神崇拝をtoplogyで読み解
く」より引用します： 

［註B］ 
上記［註A］のtopologyを使つて、考へてみてください。 

さて、「周辺飛行１」の話です。 

冒頭に安部公房の次のやうな物語観が述べられて、謂はば前置き、落語ならば枕になつてゐ
ます。 

「物語とは、因果律によって、世界を梱包してみせる思考のゲームである。現在というこの
瞬間を、過去の結果と考え、未来の原因とみなすことで、その重みを歴史のなかに分散し、
かろうじて現在に耐え、切り抜けていくための生活技術としての物語。パンがなければ餓死
するように、人は物語という色ガラスなしでは、瞬間々々のまぶしさに眼を焼かれてしまう
ことだろう。人類にとって、物語の歴史は、たぶんパンの歴史とともに古いはずなのだ。」 

そして、この前置きの後に直かにショパンの物語が始まつてゐる。このショパンといふ人間
の存在であることと、この、時間の中で存在のままに生きる即ち未分化の実存であることの
根拠は上記の「２。ショパンの描く切手大のペン画の由来と意味」で安部公房自身の言葉で
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語つてもらつた通りです。 

もう全く、安部公房の文章（テキスト）は情報が豊富です。また逸脱して、何故この冒頭の
物語論で、安部公房は物語の発生をパンと結合したかといふ話をします。これは、一言でい
ひますと、何故１０代の安部公房が詩文といふ形式を選択したかといふ問ひの答へでもある
のです。安部公房の詩はみな、リルケを規準としてゐますから、時間を捨象した存在論の、
即ち超越論の詩でありますから、各連を如何様にでも自由に配列を変へて詩の全体を吟味す
ることができるからです。このやうに考へて参りますと、安部公房の詩の作法は、そして恐
らくはかうなれば小説の作法もまた同様に、一つの連単位で書いて行き、それをあとで配列
をあれこれと並べ替へて吟味をして出来上がる。小説の場合ならば、やはり一章を単位とし
て作り込み、複数の章をあれこれと配置替へをして作品の全体を構成するといふ作り方をし
たのではないかと推測されます。 

３。何故安部公房は物語の発生をパンと結合したか 
それは、パンは、安部公房の小説の構造、即ち此の場合であれば、『箱男』といふ小説と同
じやうに、どこから切つて、どんな並べ方をしても良いやうに、そのやうなパンを食べる読
者の自由度を極限まで高めた小説として『箱男』を着想して書いてゐるからです。私はこれ
を『箱男』百人一首と呼んでゐます。札を好きなやうに並べ替へてマトリクス（matrix）即
ち「奉天の窓」即ち立体的な建築物を建てることができるからです。安部公房は『箱男』の
此の特性（特別な性格）について次のやうに述べてゐます。 

「『箱男』を「二回読んでもらうとわかると思うのですが、バラバラに記憶したものを勝手
に、何度でも積み変えてもらうように工夫してみたんですよ。つまり作者にとって一人称の
タッチでは手法的に限定があるし、三人称では勝手すぎて作品の信用が薄れる危険がある。
そこで両方を自由に操る方法はないかと考えた結果で、読者にとっては小説への参加という
魅力が生まれるんじゃないか……」（『〈「箱男」を完成した安部公房氏〉共同通信の談話
記事』。全集第２４巻、１６４ページ）傍線筆者。 

「二回読んでもらうとわかると思う」という発言の意味は、わたしはこの小説を体系的に書
いたという意味です。 

そうして、「二回読んでもらうとわかると思う」という言葉の意味の反面は、その読解を、
上の引用にあるように、そのような体系的な思考のできる、その作品の持つ空間的な対称性
と構成要素同士の交換関係の理解できる、それを楽しむことのできる読者に委ねるという意
味でもあるのです。 

このことがわかる読者にだけ、読んでもらいたいという安部公房の心境は、『箱男』脱稿直
後の講演の発言の最後の自分の劇に対する読者への、他の作家の書いた劇は決して観てくれ
るな、僕の劇だけを観て欲しいと、強い調子で言う安部公房の要求にも伺うことができます。
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この劇とは勿論『愛の眼鏡は色ガラス』です。興味のある方は、『箱男　小説を生む発想　
「箱男」について』と題した次のYouTubeの４つの動画での安部公房の声をお聴き下さい。
４つめの音声に、安部公房の此の劇に、従い『箱男』に掛ける安部公房の強い思いが伝わっ
て参ります。 

⒈　https://www.youtube.com/watch?v=JI_V9gZJoJ0 
⒉　https://www.youtube.com/watch?v=QN68K4CZIOE 
⒊　https://www.youtube.com/watch?v=IEgC_oIPzV4 
⒋　https://www.youtube.com/watch?v=5N68d2rX_Tk」 

詳細は後述しますが、今パンと物語との関係で安部公房が話をしたことの結論をまとめると、
安部公房の物語観は、そのまま世界認識であるのです。短編小説『人魚』の冒頭から抽出し
た安部公房の物語観は次の通りです。 

「（１）物語は主人公の閉籠められてゐる閉鎖空間である。何故ならば、 
（２）この空間は合わせ鏡の空間であるからだ。 
（３）この空間には時間は存在しない。従ひ、 
（４）主人公はただ「物語という檻の中を、熊のように往ったり来たりすることだけであ
る。」しかし、 
（５）小説は本来「筋のある物語」ではない。 
（６）日常の時間に生きる人間は「筋のある物語」を求める不幸の自覚がない。 
（７）「自分の人生をとりもどすための処方箋」として、安部公房の「筋のない物語」とし
て小説はあるのだ。」 

安部公房の物語の歴史をパンの歴史と同じ位古いといふ安部公房独自の物語観は、読者が「自
分の人生をとりもどすための処方箋」として、安部公房の「筋のない物語」として小説はあ
るのだ。」といふことですから、この「筋のない物語」としての小説といふ考へ方から言つ
ても、『箱男』は百人一首であるのです。 

４。「周辺飛行１」は存在の十字路で物語が始まる 
さて、本文に入ります。まづ、シャーマン安部公房によつて、本文の第一行目に、次のやう
に、存在の十字路といふ時間と空間の交差点にtopologicalに、時間的な遅延の呪文が唱へら
れてゐます。 

「　目ざす家は、村はずれの小川の橋のたもとにあり、いわば村の出口にあたっていた。ぼ
くは今馬車に乗って、やっとその家の前までたどり着いたところだ。かなりの道のりだった。
その道のりの記憶からすると、ここはむしろ村の入口で、僕は村とはなんの関係もない、何

https://www.youtube.com/watch?v=JI_V9gZJoJ0
https://www.youtube.com/watch?v=QN68K4CZIOE
https://www.youtube.com/watch?v=IEgC_oIPzV4
https://www.youtube.com/watch?v=5N68d2rX_Tk
https://www.youtube.com/watch?v=JI_V9gZJoJ0
https://www.youtube.com/watch?v=QN68K4CZIOE
https://www.youtube.com/watch?v=IEgC_oIPzV4
https://www.youtube.com/watch?v=5N68d2rX_Tk
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処かとんでもない場所からやって来たのかもしれなかった。」 

この存在の交差点は、川と道との交差する橋として、それも橋の上ではなく、安部公房らし
いことに橋の下にあり（『箱男』や『カンガルー・ノート』に同じ）、この交差点は其のま
ま、これから目指す家のあるのは未来の時間に村の入口に入るべきところを、これを出口だ
といひ、出口から入つてやつと目指す家の前まで辿り着いたといふ。入口を出口とし、出口
を入口とすることで、時間を捨象してて、物事の始まりと終はりを等価交換して、ここから
先の物語を時間の存在しない（リルケならばいふ）純粋空間にする算段であり、下拵（した
ごしら）へです。 

この無時間の物語空間への接続は、そのまま『人間そっくり』を思はせます。少なくとも二
つの次元があつて、一方の次元から他方の次元へ、あるいはまた後者から前者へと、主人公
のショパンはやつて来たといふことです。出口が入口、入口が出口とは、二次元ならばメビ
ウスの環、三次元ならばクラインの壺［註９］です。 

［註９］ 
メビウスの環（二次元）：https://ja.wikipedia.org/wiki/メビウスの帯 

クラインの壷（三次元）：https://ja.wikipedia.org/wiki/クラインの壺 

さうして、この交差点で次の呪文が話者によつて唱へられるのは、小説『箱男』の冒頭の第
一行に於いてです。これは岩波書店の読書好きの読者のための月刊誌『図書』の誌上でのエッ
セイが「周辺飛行」の連載ですから、安部公房の意識はどちらかといふとエッセイにあるの
でせう。小説の此の呪文の方が読者にはわかり易い。本篇『箱男』の冒頭の第一行： 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A1%E3%83%93%E3%82%A6%E3%82%B9%E3%81%AE%E5%B8%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%81%AE%E5%A3%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A1%E3%83%93%E3%82%A6%E3%82%B9%E3%81%AE%E5%B8%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%81%AE%E5%A3%BA
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「　めざす家は、坂の上にあって、いわば町の出口にあたっていた。ぼくは長い道のりを、
はるばる馬車に乗ってやって来て、いまやっとその門の前に辿り着いたところである。」 
（全集第２４巻、１２８ページ）（傍線引用者） 

他方「周辺飛行」では、この「はるばる」といふ空間的な距離の呪文は、「やっとその家の
前までたどり着いたらところだ。」とある「やっと」といふ時間的な距離の呪文になつてゐ
るのです。『箱男』中の贋魚の章である《それから何度かぼくは居眠りをした》に書かれて
ゐるやうに、「夢の中の魚が経験する時間は、覚めている時とは、まるで違った流れ方をす
るという。速度が目立って遅くなり、地上の数秒が、数日間にも、数週間にも、引延されて
感じられるらしいのだ。」といふ此の存在の中の時間です。存在の十字路で時間の方は既に
此のやうに遅延してゐる。「周辺飛行」の冒頭の「やっと」が、１分か１日かは不明なので
す。超越論にあつては、馬車は決して定時定刻に到着はしない。超越論が世の中の一次元の
約束を守ることはない。常に早く来過ぎるか、遅刻と世間で呼ばれる（ニュートラルな意味
での）遅延をするかのどちらかです。 

［註９］超越論の此の問題については、「『カンガルー・ノート』論（１）」（もぐら通信第６６号）の「（１
５）満願駐車場」で駐車場の門の開閉とのこととして論じましたのご覧ください。また『Mole Hole Letter
（３）：超越論』（もぐら通信第６７号）に於いても詳細に、安部公房の超越論と時間の問題を論じてゐます。
これも参照ください。 

５。何故箱を被つたら馬になるのか 
箱を被つたら馬になる。本篇『箱男』の書きぶりとは異なり、馬になるのは父親ではなく叔
父である。といふことは、ショパンは孤児である。何故なら、身寄りのない子供を最初に引
き取るのは男であれば叔父であり、女であれば叔母であるからです。あるいは両方の叔父叔
母のゐる家でもよい。典型的な例は、アメリカ映画の『スパイダーマン』の高校生の孤児が
叔父叔母の家に引き取られて育てられるといふ設定は、これです。アメリカの男は皆、スパ
イダーマンであり、その最初の原型はカウボーイであり、ローンレンジャーであり、スーパー
マンであり、といふことなのです。何故かうなのかといふアメリカ起源論は『安部公房のア
メリカ論：贋物の国アメリカ』をご覧ください［註１０］。だから、安部公房はアメリカ文
化を論じたいと思つた。 

［註１０］ 
安部公房のアメリカ論には次の４つがあります： 

１。『安部公房のアメリカ論～贋物の国アメリカ～』（もぐら通信第２２号） 
２。『安部公房のアメリカ論（２）～『アメリカ発見』を読み解く～』（もぐら通信第２３号） 
３。『安部公房の読者のための村上春樹論 （中）：Baseballとは何か？～Baseballは旧約聖書の創世記の贋物
である～』（もぐら通信第５０号） 
４。『安部公房のアメリカ論（３）～贋物の国アメリカ～ドーナツとは何か』 
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箱を被つたら馬になる。『人間そっくり』から、人間そつくりの火星人に関する本物と贋物
についての箱の論理と、『天使』からは、天使が馬であるといふ論理（神聖なものを罵倒し
て冒瀆するといふバロック的な論理）、といふことは、天使も箱を被つてゐるといふことに
なるわけですが、これら二つの論理を見てみませう。もつとも、後者即ち『天使』について
は、箱を被つてゐるのは冒頭から箱男状態になつて閉鎖空間に閉じ込められてゐる主人公で
あつて、天使ではないのですが、といふことは、箱男であつた主人公と天使の立場が、主人
公が箱の中から偶然によつて脱出することによつて、等価交換されて、最後には主人公は天
国の内部から外部へと甲高い笛の響きの音（ね）の力を借りて窓から脱出するといふのが、
この『天使』といふ物語であるといふことになります。 

（１）安部公房の小説観（物語観） 
『何故安部公房の猫はいつも殺されるのか？』（もぐら通信第５８号）より引用して再掲し
ます：

「IV　安部公房の小説観と世界認識 
この『キンドル氏とねこ』のメモを総覧しますと、存在になる「アクマ氏」に対するカルマ
氏とコモン氏に対するに更に、複数たり得るキンドル氏を自己証明書の交付資格を有する第
三者として配し、「夜のアクマ」にメタ嬢を恋愛関係の中にある女性として配してゐること
が判ります。そして、この物語の主人公は、やはり「複数のキンドル氏」なのです。何故な
らば、メモの第一行が、次のやうであるからです。 

「複数のキンドル氏→だからこれはあるキンドル氏の物語と言ってもよい。」 

同じ文章が、私たちは『人魚伝』といふ、最後には主人公が「沢山のぼくの類似品」になつ
てしまつてゐる小説の冒頭にあることを知つてをります。 

「　ぼくがいつも奇妙に思うのは、世の中にはこれだけ沢山の小説が書かれ、また読まれた
りしているのに、誰一人、生活が筋のある物語に変わってしまうことの不幸に、気がつかな
いらしいということだ。（略） 
　物語の主人公になるといふことは、鏡にうつった自分のなかに、閉じこめられてしまうこ
とである。向う側にあるのは、薄っぺらな一枚の水銀の膜にしかすぎない。未来はおろか、
現在さえも消え失せて、残されているのは、物語という檻の中を、熊のように往ったり来た
りすることだけである。（略）息をひそめた囁きや、しのび足が求めているのは、むしろ物
語から人生をとりもどすための処方箋……いつになったら、この刑期を満了できるのかの、
はっきりした見とおしだというのに。」（全集第１６巻、７７ページ） 

これでわかる事は、安部公房の物語観ですし、それは其のまま小説観です。 
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①物語は主人公の閉籠められてゐる閉鎖空間である。何故ならば、 
②この空間は合わせ鏡の空間であるからだ。 
③この空間には時間は存在しない。従ひ、 
④主人公はただ「物語という檻の中を、熊のように往ったり来たりすることだけである。」
しかし、 
⑤小説は本来「筋のある物語」ではない。 
⑥日常の時間に生きる人間は「筋のある物語」を求める不幸の自覚がない。 
⑦「自分の人生をとりもどすための処方箋」として、安部公房の「筋のない物語」として小
説はあるのだ。 

この（７）にある此の目的のための小説の形式（form）と様式（style）が、「シャーマン安
部公房の秘儀の式次第」です。それ故に、いつも安部公房は存在へのtopologicalな「終わり
し道の標べに」立て札の標識を立てて、そこに存在の方向を示して、この世での主人公の死
とともに、読者を次の次元へと案内して、小説は終るのです。 

（２）箱の論理 
「この安部公房の小説観のついでに、同じ小説観を述べてゐる作品で、『人間そっくり』の
元の短編『使者』にある主人公奈良順平が火星人だと自称する男と会話をしながら心の中で
思ふ論理を見てみませう。 

「……気違いだとすると、こいつは相当によく出来た気違いだよ。だが待てよ、もし本物の
気違いなら、この話はそのまま使ってもかまわないだろうな。これが使えるとなると、今日
の馬鹿気た手違いも、まんざらではなかったということになる。さっそく今日の講演に拝借
してやるか……うん、ちょっとした風刺もあるし、なかなか悪くなさそうだぞ……題は「偽
火星人」……通俗的すぎるかな？「箱の中の論理」というのはどうだろう？いや、ちょっと
高級すぎるよ。なにかその中間くらいのを考えてみることにしよう……」（『使者』全集第
９巻、３０６ページ下段～３０７ページ上段）（傍線筆者） 

この同じ「箱の中の論理」、即ち後年の『箱男』の論理をtopoloty（位相幾何学）との関係
で、本物と偽物、この論考でいふ真獣類と有袋類の関係を、人間と人間そつくりの関係の問
題として解を種明かしとして説明してゐる箇所が、前者、即ち『人間そっくり』に書かれて
ゐます。即ち『箱男』はtopologyで解読することができるのです。即ち、このことは、『箱
男』のみならず、全ての安部公房の作品は、接続と変形といふ視点から解読することができ
るといふことを意味してゐます。［註１１］ 

［註１１］ 
Topologyと存在概念については、『存在とは何か～安部公房をよりよく理解するために～』（もぐら通信第４
１号）をご覧ください。 
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『人間そっくり』より以下に引用する奈良純平といふ主人公と火星人との会話を読むと解り
ますが、主人公の思つた「箱の中の論理」は、「そつくり」といふ事の内にtopolotyと呪文
と変形（の方法論と方法）を含んでをり、あるいは逆にこれらの三つの構成要素に基礎を置
いて、全ての作品の持つ「箱男」の論理は成立してゐるのです。 

十代の安部公房が考へ抜いて概念化した四つの用語、即ち部屋、窓、反照、自己証認からな
る安部公房の宇宙を思ひ出して下さい。部屋は存在の部屋、窓はtopologicalな変形と脱出の
出入り口、反照は再帰的な複数の自己の存在する合はせ鏡、自己証認は次元展開、即ち「転
身」の果てにみることによつて成り立つ第三の客観によつて存在が証明される「僕の中の
「僕」」。これらの関係については『詩と詩人（意識と無意識）』に詳述されてゐますので、
ご一読をお薦めします。 

「「それ、なんなの？トポロジー、トポロジー、と、しきりに言っているけど、さっぱり、
どうも、その方面のことにはうとくてね。」 
「そう言われても、残念ながら、ぼくの知識はやっとこさ球面幾何どまりなんだ。」 
「これは失礼……なあに、原理はひどく単純素朴なものでしてね……一と口に申せば、《そっ
くり》の数学とでも言いますか……つまり、《人間そっくり》の《そっくり》ですね。従来
の数学では、イコールで結ぶことなど思いもよらなかった、たとえば、野球のバットとボー
ルの様なものでも、トポロジーの世界では、共に一次元ベッチ数がゼロの、ホモローグな球
面ということで、イコールになってしまう。ちょっと、奇妙に感じられるかもしれませんが、
これがけっこう、人間の直観の形式に、ひどく似通ったものを持っているんですね。別なた
とえですが、ドーナッツ、あの輪の形をした揚げパン―トポロジーのほうでは、一次元ベッ
チ数２のトーラスって言うんですが―一応ドーナッツの形をしているかぎり、ふくらんでい
ようが、ひしゃげていようが、人間の眼には同じドーナッツです。ところが、電子計算機に
とっては、変形ドーナッツのパターンの判読は、意外にやっかいなことらしいんですね。反
対にこれが、犬なんかの場合だと、まるでホモロジーでないパンとドーナッツでも、原料と
製法が同じなら、完全に同じものに見えるにちがいない。どうです、トポロジーってやつは、
えらく人間くさいものでしょう。逆に言えば、これまではただ曖昧で、いいかげんな概念だ
と思われていた《そっくり》が、じつはトポロジー以前の数学ではとらえられないほど、高
度、かつ精密な論理構造を持っていたといふことにもなるわけですね。たかだか《そっくり》
だなんて、馬鹿にしちゃいけないってことですよ。まったく、その《そっくり》のおかげで、
ぼくなんか、現にこのとおり、半死半生の目にあわされているんですから。」 
「それよりも、君、彼女たちの方は……」 
「まあ聞いて下さいよ……けっきょく、気違いと火星人という、二つのヴェクトルを統一す
る場は何か。考えられるのは、まず次の様なトポロジーです。すなわち、自分を火星人だと
思い込んで居る、地球人の気違い……」 
「……それだけ？」 
「もしくは、自分を火星人だと思い込んで居る、地球人の気違い……だと思い込まれている、
火星人……」 
（略） 
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「でも、いまのホモローグ、直観だけじゃ追いつけないんじゃないですか。先々、どこまで
も、無限に続いていって……自分を火星人だと思い込んでいる地球人の気違いだと思い込ま
れている火星人だと思い込んでいる地球人の気違いだと思い込まれている火星人だと思い込
んでいる地球人の気違いだと思い込まれている火星人……」 
「その辺で、もうけっこう。それじゃ、その呪文を、君のトポロジーでやったら、うまく、
けりがついてくれるっていうの？」」（『人間そっくり』全集第２０巻、３０４ページ下段
～３０５ページ上段）（傍線筆者） 

（３）天使が馬であるといふ論理 
ちなみに、馬［註１１］の登場する作品には次のものがあります。（３）以外は皆小説です。

（１）『天使』（『（霊媒の話より題未定』新潮社刊所収） 
（２）『（霊媒の話より）題未定』（全集第１巻、１７ページ） 
（３）『水中都市』（全集第３巻、２０１ページ） 
（４）『思い出』（全集第４巻、３１２ページ）：エッセイ 
（５）『箱男』（全集第２４巻、９ページ） 
（６）『密会』（全集第２６巻、７ページ） 

［註１１］ 
『哲学の問題１０１（７）：自由』（もぐら通信第９０号）より馬とは何かについて引用します： 

「［註１］ 
島国に住む日本人には理解できないことですが、大陸の人間にとつて、人間を馬に譬（たと）へることは、人
間に対する最大の侮辱的な譬喩（ひゆ）の一つです。 

私の知つてゐる最も古い例は、古代ギリシャのソクラテスが、哲学すること、即ち智を愛することは教へるこ
とができないといひ、馬を水飲み場に無理やり連れて来たとしても、水を飲みたくない（即ち、自分の頭で物
を考へず、真の知識（真理）を愛することない人間といふ）馬には水を飲ませることはできないといつてゐる例
です。 
そして、ソクラテスは、これと反対のことを、今度は哲学者（愛智者）の側から説明して、愛智者（哲学者）と
いふ真理（真の知識）を求める者は、馬の尻に煩（うるさ）く集（たか）るアブか蝿のやうな者だと言つてゐ
ます。これも、上の反対側からのものの言ひ様といふことでは、同じ位の強烈な皮肉と辛辣の言葉です。 

かういふことがなかなか日本人には通じないのです。 

蠅やアブが馬の尻にたかるのは、尻の穴に糞がこびりついてゐるからでせうし、それをまた馬は尻の穴を見る
ことは出来ませんから、何がどうなつてゐるのか分からず、五月蝿（うるさ）いので（本当に五月蠅である）、
尻尾を振つて追ひ払ふわけです。これが智を愛するもの（哲学者）と浮世の人間の関係であるとソクラテスは言
つてゐる。馬糞のこびりついてゐる尻の穴とは、人間の恥部のことです。人間の恥部を正視する事、これ哲学也。

時代を下つて近世になり、１７世紀のヨーロッパ地域ではバロック時代と呼ばれる時代に（西暦１６００年は
日本は関ヶ原の戦ひ）、オランダが貿易で覇を唱へてゐるところへ後発のイギリスが同じ東インド会社を東南ア
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ジアに設立して、オランダ船の赴くところには金儲けの口があるといふことで、「さて、イギリス船はオランダ
船のおもむく所にはどこまでもついていって分け前にあずかろうとし、オランダ人は「まるで馬あぶのようだ」
といって、これを嫌っている。」といふわけです。（永積昭著『オランダ東インド会社』８１ページ）恐らくは、
この慣用句を使つて本国に報告書を書いて送つたのでありませう。 

間違ひなく２１世紀の現代にゐたるまで、この譬喩（ひゆ）は受け継がれてゐる筈です。 

日本人の私は、アブよりも蠅のたかる姿の方が強烈ですから、後者を場合に応じて採つてゐます。蠅がたかる
といふのは、まあ不衛生な形象（イメージ）がありますから、智を愛するものが不衛生で汚らしいといふのも
どうかと思ひますけれども、しかし世の中からみればさうみえるので、それはそれで良いでせうし、智を愛す
るものを世間がこれほどまでに排斥するのかといふことを強烈に伝へるときには（ソクラテスは冤罪で死刑に
なりました）、それで良いと思ひますが、しかし普通にソクラテスの言葉を引用するには、やはり、馬アブか
アブが良いかも知れません。何しろ、どうしやうもないのは、街の中を馬車や荷馬車を引きながら糞を垂れる
馬に罪はないので、引かせる人間が悪いといふことです。と、かういふわけで、これが人間が馬だといふ譬喩の
話です。ですから、ジョナサン・スウィフトの『ガリヴァー旅行記』の中の「馬の国」などといふのは実に辛
辣な人間批判であることがわかるでせう。 

トーマス・マンもこのやうなヨーロッパの言葉の歴史と伝統の上に立つて、謂はば変奏して、このやうな辛辣極
まりない皮肉と反語（逆説）を述べてゐるわけです。上記翻訳中の「自分の足跡を残すことを生活の糧にして生
きてゐる小人たち」と訳したところは、もう少し其の意図をはつきり訳出すれば、「馬として時代とともに（時
代も馬である）走つてゐる其の足跡に何か重大な意味があると勘違ひして自分（といふ）の馬の蹄（ひづめ）
の跡を残すことを日常生活の金儲けの糧にしてゐる輩（やから）」といふ意味です。まあ、これ位に訳してをけ
ば、トーマス・マンの辛辣なる筆使ひが、あなたに伝はることでせう。 

あなたの周りに誰かこんな輩はゐないか。ゐるのではありませんか？そして、誰か日本人の作家で、これ位に
高級で高度に辛辣で、日本人の肺腑を抉（えぐ）る文章を書いてみせる一級の作家はゐないのか。出てをくれ。 

話を安部公房の読者のために転換して説明しますと、大陸で多感な子供時代を過ごした安部公房は、大陸の人
間が持つてゐる此の馬の形象（イメージ）をよく知つてゐたに違ひないのです。これが、豚や緬羊と共に、安部
公房の世界に馬が最初期の『天使』から『密会』に至るまで何故馬が登場するかといふことの理由です。です
から『箱男』の中のショパンの挿入の章で、この章の話者でもある主人公の父親に、結婚式に馬になつて馬車
を引かせるといふ場面が如何に父親といふものを侮蔑し罵倒してゐることになつてゐるかを、作家はよく知つて
ゐるのです。最も愛するものを最も冒瀆する。これが大陸のバロックの精神です［註A］。安部公房がどれほど
自分の父親と父親の働く病院といふ場所を愛してゐたことか。 

しかし、日本は島国ですから、日本の読者には通じないのです。大陸の読者の方が、この意味は生活感覚として
自明に理解して小説を読んでゐるでせう。『箱男』が大陸で読まれてゐるといふのは、かういふことに理由の一
端が大いにあると思ひます。」 

『天使』を読みますと、次の概念連鎖があることが判ります。 
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①閉鎖空間＝箱 
②内部と外部 
③箱の内部には私、外部には天使がゐる 
④天使は馬である 
⑤箱の内部には無限が存在する 
⑥箱の外部には有限が、即ち死が存在する。といふことは、 
⑦箱の内部には無限が、即ち不死が存在する。 
⑧天使といふ普通には神聖な存在は、馬といふ侮蔑される冒瀆の対象と裏表である。等価交
換可能な主観・客観の関係にある概念である。 
「普通には」に傍線を引いたのは、実は安部公房は此の天使といふリルケの詩の中の言葉を
全く自家薬籠中のものにして換骨奪胎し、存在ではなく存在の振りをしてしてゐる、時間の
中にゐて死すべき現存在としての天使と考へてゐて（⑥箱の外部には有限が、即ち死が存在
する。）、実に辛辣なことに天使の天上での高い地位を（これはキリスト教の天使像）、全
く後述する天地の転倒に合はせて「大歓喜」といふ辛辣な人間批判の言葉に意味を変形させ
て、既に此の時使つてゐたのです。これを理解すれば、この論考の内容の理解と相俟つて、
あなたは此の天使の姿を理解することができる筈ですし、『天使』といふ小説の安部公房文
学史上の位置を、何よりも此の「周辺飛行１」からして既に安部公房文学全生涯に亘る論考
になつてゐますので、ここで確定することができるでせう。安部公房スタジオの立ち上げと
『箱男』の執筆は、これほどに安部公房の人生にとつて重要であつたのです。「大歓喜」と
いふ言葉について、宮西忠正著『安部公房・荒野の人』より成城高校時代に親しく哲学談義
をした友、中埜肇の回想から其の文脈（context：コンテキスト）と意味を引用してお伝へし
ます： 

「当時の安部は「解釈学」という言葉をむしろデカルト的な懐疑の方法に近い意味に解して
いた。そして世に横行し通用しているすべての既成観念やイデオロギーを徹底的に批判し、
常識の固い地盤を打ち壊すことを試みていた。（これはある意味で彼の思索を生涯にわたっ
て貫く方法でもある。）ここには彼が既に深く読みこんでいたニーチェとドストエフスキイ
（とくに『地下生活者の手記』の強い影響があった。そして私も彼の驥尾（きび）に付して
同じことをやってみようとした。私たちは懐疑や批判を怠って出来合いの思想に安住する連
中を（大哲学者たちを含めて）ドストエーフスキイにならって「大歓喜」と呼んで罵倒し
た。） 
（『安部公房・荒野の人』、３５～３６ページ）（傍線引用者） 

⑨小さな天使の落として行つた「紙と鉛筆」をポケツトに入れると「成程、今度は自由に歩
くことができた」とあるやうに、下記の『思い出』や『S・カルマ氏の犯罪』の鉛筆の詩と
同様に、これで主人公は超越論でものを考へ、文章を書くことができる能力を獲得したとい
ふこと。鉛筆がなければ、主人公の自由はないこと。 
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この鉛筆を拾つた後、主人公は「不思議な憧憬に誘われる様に、此の突然の起った孤独感か
らの逃れ路を求めて、真暗な小路を抜け」存在の十字路へ向かひます。存在の十字路は続け
て次のやうに書かれてゐます。丁度「S・カルマ氏の犯罪」の最後に主人公がマネキンのY子
に手を引かれ案内されて薄暗いくねくねと曲がつた廊下を逃走するのと同じです。存在の十
字路を曲がることと時間は夕暮れであることは常に連想されてゐる。『赤い繭』を思ひ出す
こと。そして、存在の十字路には時間も空間も存在せず（何しろ交差点といふ点ですから）、
そこで主人公はいつもの通り意識を失ひ、記憶を失ひ、自己を喪失します。： 

「街燈の並んだ黄昏の大通り、溝に掛かつた橋を超え、時間を忘れ、距離を忘れてさまよっ
た。」 
（新潮社刊『（霊媒の話より）題未定』の「天使」１１０ページ） 

この後には、『デンドロカカリヤ』のコモン君が、時間の断層面が現れて、 

「断層の鏡に映ってるいる自分を見詰めている自分を見詰めている自分を……。二枚の鏡に
映った無限の像だね。それらを隔てているものが時間上の距離だか空間的な距離だかよく分
からなかったが、多分両方にまたがっていたのだろう。どう考えても最初の体験ではなく、
到るところで、もう何回となく繰返した憶えがある。どこかへ引きさらわれてゆく感じと言っ
てもいいさ。その時なんだよ。コモン君はふと心の中で何か植物みたいなものが生えてくる
ように思った。ひどく悩ましい生理的な墜落感。不快だったが心持良くもあった。と、今度
は本格的な地割れらしい。地球が鳴りだした。」（全集第２巻、２３６ページ）後に植物に
変形して、物語の閉鎖空間から脱出に成功するやうに、 

『天使』の主人公も、 

「やがて日もとっぷり暮れて了った。ふと空を見上げると、星が何十何百となく、しっかり
私の眼に繋ぎつけられているらしく、その力がじーんと頭のなかを通って腰の辺りに迄ひゞ
き渡った。突然体がふわっと浮いて、空の中に落ちて行くらしかった。びっくりしてうつぶ
き、そばに在った並木にしっかりとしがみついて、しばらく息もつけずにじっとしていた。
何か酔った様な気持で、しきりと嘔吐感をもよおすし、又しても激しい地球の自転の音が耳
についてたまらなかった。丁度眉間の所で何かある不快なものが、しつこく伸びたり縮んだ
りしてうるさかった。目を閉じると、益々しっかり木の根元にしがみついて息をころした。」
（同書１１０ページ）と、此のあと続く第四章で白樺でつくつた笛の音［註１２］の歌の調
べとともに窓辺へと人さらいに攫われるやうにして窓辺に近づき、閉鎖空間からの脱出に成
功します。 

ここにあるのは次の概念連鎖です： 
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ー時空間の断層ー合せ鏡ー無限に反復する再帰的な自分の像ー天地の倒立ー時間と空間の距
離の喪失ー座標軸の喪失（『問題下降に依る肯定の批判』）ー生理的な不快感と失墜感ー人
さらひー（地割れか自転が原因で）地球の発する音ー変形ー（また最初の時空間の断層に再
帰する） 

『天使』の主人公が何故文字で書かれてゐないのに成功と判るかといふと、「記憶以前の記
憶を呼び覚された様な懐かしさ」を身内に覚えるからです。「～以前」といふこれは、超越
論であり、安部公房が危機に遭遇した時にいつも２２歳の論文『詩と詩人（意識と無意識）』
で確立した新象徴主義哲学の初心に帰つて時間を捨象して内省する際の言葉であるからです。
［註１３］ 

［註１２］ 
『もぐら感覚（１７）：笛』（もぐら通信第１５号）および「『カンガルー・ノート』論（４）」の「５。
１。４　『カンガルー・ノート』の形象論」の「（１７）笛の音」（もぐら通信第６９号）を参照ください。
詳細に笛について論じました。 

［註１３］ 
『安部公房と共産主義』（もぐら通信第２９号）から、該当箇所を引用してお伝へします： 

「安部公房は、何か危機的な時、転機の時には、いつも言語とは何か、文学とは何かを問い、後者の問いの次
には、必ずといってよい程、その最初に戻って物を考え、前者との関係で詩とは何か、小説とは何か、戯曲と
は何かを問うて、そうして言語以前、詩以前の、即ち未分化の実存と言う未だ名付けられない存在のことを考
察してから、その問題の本質へと入って行きます。即ち、論ずる対象「以前」に戻って考えるということを致し
ます。更に即ち、時間を捨象して、物事の本来の、根源的なあり方として物事を考える、そのそもそもを存在論
的に考えるのです。 

そうして其の根源的な、論ずる対象のあり方を存在と呼び、存在として、即ちこの世に現れている「以前」 
の無名のものとして考え、それを論じる対象との関係にある語彙を使って次に有名なものとして考え、論じるの
です。［註２２］ 

［註２２］ 
詩については、『第一の手紙～第四の手紙』で「詩以前」を論じています（全集第１巻、１９１ページ下段）。
この散文を書いた１９４７年、安部公房２３歳の時には、既に詩人安部公房にとっての危機と転機の時期が訪
れていたのです。前年１９４６年には満洲から引き揚げて来て、日本に帰国した翌年のことです。このときの危
機は、詩人としての危機でした。 

この危機をこのように『第一の手紙～第四の手紙』で存在論的に思考して考え抜いて乗り越えて同じ歳に出版し
たということが『無名詩集』の持つ、それまでの１０代の「一応是迄の自分に解答を与へ、今後の問題を定 
立し得た様に思つて居ります」（『中埜肇宛書簡第９信』。全集第１巻、２６８ページ）と１０代の哲学談義
をした親しき友中埜肇に書いた『無名詩集』の持つ、安部公房の人生にとっての素晴らしい価値であり、安部
公房の人生に持つ『無名詩集』の意義なのです。 

小説については、この『猛獣の心に計算機の手を』で、「読者の存在」（全集第４巻、４９７ページ）と呼ん
でいます。「小説の存在」とは言わなかったのは、小説は読者あっての小説だという考えであるからです。ここ
で「読者の存在様式こそ、小説の表現（認識の構造）の様式を決定する」と書いておりますので、小説以前の
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存在を読者の存在として論じていることがわかります。この読者とは何を意味するかについては、上記本文で、
また［註２０］で論じた通りです。このときの危機は、小説家としての危機でした。そうして、シナリオ
（drama、劇）を執筆する戯曲家たる安部公房が、小説家たる安部公房のこころを救済したのです。 

戯曲と舞台についても、安部公房は同じ思考の順序を踏んでいて、１９７０年代の安部公房スタジオの俳優た
ちには、「戯曲以前」にまづ「言葉による存在」になること、俳優以前にまづ「言葉によって存在」すること
を要求しています。［註２４］この言葉を読むと、安部公房が、この安部スタジオをどのような思いで立ち上げ
たのかが、よく判ります。これも、詩や小説の場合と同様に、１０代の安部公房の詩の世界、即ち、時間の無
い、自己が存在になることのできるリルケの純粋空間への回帰なのです。このときの危機は、戯曲家としての危
機でした。 

その淵源を求めて時間を遡れば、最初にこの何々以前という考え方が文字になっているのは、やはり２０歳の
ときに書いた『詩と詩人（意識と無意識）』です。この詩論·詩人論では、「価値以前」と存在が呼ばれて、こ
の存在を更に夜と言い換えて論じられております（全集第１巻、１１２ページ上段）。この『詩と詩人（意識
と無意識）』は、『中埜肇宛書簡第１信』によれば、遅くとも此の書簡を書いた１９４３年１０月１４日、安
部公房１９歳の秋には、「新價値論とも云ふ可きものの体系」として考えられております（全集第１巻、６８ペー
ジ下段）。」 

これが安部公房の箱の論理、即ち人間そつくりの火星人の閉鎖空間の中での存在論理です。
⑤から⑦と⑨については、これは『S・カルマ氏の犯罪』にあつては次の鉛筆の詩（以下「鉛
筆の詩」といふことにします）になつて歌はれてゐます。『安部公房の奉天の窓の暗号を解
読する（後篇）』（もぐら通信第３３号）の「１０。安部公房はどうやって窓という通路を
通って部屋の中に入ったのか」の［註２６］より引用します： 

「１０。安部公房はどうやって窓という通路を通って部屋の中に入ったのか 

それでは、安部公房はどうやって窓という通路を通って部屋の中に入ったのでしょうか。部
屋の中にいる小学生の安部公房の書いた詩『夜』に、入った後の其の部屋の様子が歌われて
おります。 

「「クリヌクイ　クリヌクイ」 
　カーテンにうつる月のかげ」 

部屋の中から外界の、外部の、即ち奉天の町を眺めると、それは夜であり、陰画の世界であ
り、太陽ではなく月が皓々と照っていて、カーテンに月の影の映るほどに昼のように明るい
満月の夜であるのです。これは、このまま後年の安部公房の写真を撮る理由であり、撮られ
た其の写真の世界です。安部公房の写真も、その文学世界も、黒白の、墨絵の世界です。 

この窓から眺める奉天の夜の明るい町、カーテンを通し窓を通して透視して見える其の向こ
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うの窓から眺める奉天の夜の明るい町、カーテンを通し窓を通して透視して見える其の向こ
うの町は、安部公房が『密会』刊行後の談話で述べている「僕の地下愛好症は、大陸育ちの
幼児体験と関係があるかもしれない。地下のイメージはつまり都市のイメージなんだよ。」
という形象（イメージ）ではないでしょうか。［註２３］ 

［註２３］ 
山口果林著『安部公房とわたし』に次の条（くだり）があります。 

「　草や木の生えていない、地平線までどこまでも平らかな地面がひろがっている写真を見ながら、安部公房
自身の「行方不明」事件の顛末を楽しそうに話してくれた。 
　当時の満州では二重のカーテンの家が一般的だったのか、安部公房の家だけだったのか......そのカーテンの
中に入って、日がな1日窓外に広がる不毛の風景を眺めていたそうだ。そんなところに入り込んでいるとは誰も
気づかず、夕方になって周りが騒ぎはじめた。魅せられたものには飽かず集中する安部公房の癖は、幼い子供だっ
たときからのものらしい。」（同書、１９２ページ） 

このクリヌクイの詩の示すように、安部公房の奉天は、夜の奉天であったということになり
ます。 

この安部公房自身の小学生時代の部屋そのものが其の後どのように成長を遂げ変貌を遂げる
かについては既に『もぐら感覚１８：部屋』（もぐら通信第１６号）で詳細に論じましたの
で、これをお読み下さい。 

さて、安部公房は一体どうやって、この部屋に窓を通路として入ることができたのでしょう
か。 

こういうときには哲学用語という極めて抽象度の高い言葉は、実に用いることが便利で、一
言で言うことができて、誠に有り難いものがあります。この小学生の安部公房の、部屋の中
にいるこの有り様を、哲学用語では、先験的に、または超越論的に、いる（存在する）とい
います。 

安部公房は、超越論的に、即ち「既にして」、安部公房の言葉で言えば、窓を通って部屋に
入る「以前に」既にして、部屋の中に入っており、難しい言葉を使えば、存在しているので
す。 

部屋の中に入るために、普通の人は、門を、入り口を、玄関を通って建物の中に入り、そう
して各部屋を尋ねて、扉を叩いて開けてもらい、その中の空間に紹じ入れられて入るという
時間の中での順序を思うでしょう。しかし、安部公房は、全くそうは考えなかったのです。 

安部公房は、部屋に入ることを、玄関から、入り口から入るのではなく、時間を捨象して、



もぐら通信  ページ50もぐら通信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

時間を考えずに、窓から部屋の中に、通路を通って間接的に入るのではなく、直接入るこ
と、無媒介で入ることを考えたのです。 

この数学的な理解は、そのまま１０代の後半に読みふけるリルケの詩と言葉の理解です。こ
れが、この論考の冒頭に引用した同じインタビューの別のところで安部公房の言う、自分は
リルケを抒情的には読まなかった（数学的に理解をした）という安部公房の言葉の、奉天の
窓を外側からみて都市を機能化した（窓のマトリクスをつくった）という意味のほかの、も
う一つの意味なのです。［註２４］」 

６。何故安部公房は鉛筆が必要なのか 
「安部公房が１９５０年代の前半の日本共産党員の時代で一番苦しかった時期の１９５４年
６月３０日に『思い出』（全集第４巻、３１２ページ）と題して、自分の見た夢の話を書い
ております。その夢の中に、両親からもらった鉛筆の話が出てきます。以下『安部公房と共
産主義』（もぐら通信第２９号）より引用します。 

「両親から罰として貰った鉛筆： 
鉛筆を削ると、けずるはしから、鉛筆がばらばらになり、折れてしまったという幼年の思い
出。消しゴムで書くということ。書くという行為に関する安部公房の意識の崩壊。書くこと
は、自己の意識を崩壊させることだったことが判る。リルケに学んだ自己喪失、自己忘却で
あり、２０歳のときに『詩と詩人（意識と無意識）』で確立した創作理論の中核を成す次元
展開、次元変換の意識の在り方である。この詩人のあり方が、そうして鉛筆を持って詩を書
く筈の鉛筆が、両親という存在の罰として与えらるということが誠に興味深い。『壁』所収
の『S・カルマ氏の犯罪』に、次の詩がある（全集第２巻、４３６～４３７ページ）。 

「これがおまえの部屋でないというのなら 
　私は色鉛筆を食べて死んでもいい 
　一ダース百二十円の色鉛筆 
　半分食べれば確実という証明書つきのやつを 
　いっぺんに全部食べて死んでもいい 
　　（略） 
　しかしこれは確かにお前の部屋なのだから 
　私は色鉛筆を食べなくてもいいのだ 
　黒鯛の骨も飲まなくていいのだ 
　私は合計四百二十円もうかった 
　しかしおまえだって別に損したわけではない 
　　（略）」 
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この詩で歌われているのは、この自分の部屋にいる限り、世の中の交換関係を必要とせず、
この部屋ではそのような交換関係が存在しないので、色鉛筆を食べて死ななくてもよいとい
う考えです（未分化の実存の状態）。この部屋を出ると、話者である私は交換関係の中に入っ
て死ぬのだという考えです（社会的分化の状態）。」 

鉛筆を持って詩を書く筈の鉛筆が、両親という存在の罰として与えらるということが誠に興
味深い。それは、何故鉛筆を持つことが罰として与えられるのかというと、色鉛筆を持って
何かを書くことが、或いは描くことが、安部公房が時間を捨象して超越論的に部屋から脱出
し、次の孤独な部屋を求めて、両親が厳しく躾けてそうせよ言う玄関から入るのではなく、
安部公房が入って行くための次の窓を探そうとするからでありましょう。その行為を可能に
する何ものかを夜と呼び、価値と呼び、存在と呼んで、これらとの関係で部屋からの脱出を
する詩人の方法を理論化したのが、２０歳のときの論文『詩と詩人（意識と無意識）』なの
です。」 

『天使』の箱の論理は、鉛筆の詩で歌われているのと同じく、「この自分の部屋にいる限り、
世の中の交換関係を必要とせず、この部屋ではそのような交換関係が存在しないので、色鉛
筆を食べて死ななくてもよいという考えです（未分化の実存の状態）。この部屋を出ると、
話者である私は交換関係の中に入って死ぬのだという考えです（社会的分化の状態）。」即
ち、部屋の中は時間が存在せず、従ひ時間については無限であるが、他方部屋の外には時間
が存在してゐるので死ぬことになるといふこと、鉛筆とは文字を書き、文章を書く手段であ
り道具でありますから、自分独自の、世の中の時間の中に住む人々とは異質の、超越論的な、
従ひ時間の存在しない、即ち時間の流れをどこからでも切断できる、また切断しても良いパ
ンに喩（たと）へて存在と存在の部屋、即ち閉鎖空間、即ち存在の箱を創造することができ
るので、パンの歴史は物語の歴史と同じ位に古いと、安部公房は「周辺飛行１」の最初に言
つたのです。 

７。超越論による頭の体操 
更に、論じた順序が相前後しますが、同じ『安部公房の奉天の窓の暗号を解読する』（もぐ
ら通信第３２号）の「１０。安部公房はどうやって窓という通路を通って部屋の中に入った
のか」の［註２６］より引用して、人類の歴史と共に古い此の超越論であるパンの歴史につ
いての安部公房の「明日の新聞」の話を続けます。 

結局、安部公房の語つてゐるのは、『箱男』といふ百人一首の話であり、幾つも幾つもある
「明日の新聞」といふ予め失はれた未来の時間といふ存在しない時間、即ち超越論的な明日
といふ既にして存在してしまつた未来の時間の単位に関する記事の話なのです。以下の引用
を読む前に超越論の頭の体操をしませう。次の三つの文を読み下して理解をしたら、あなた
は超越論の理解者であり、「明日の新聞」の記事、主人公が世界の果てに至り「終りし道の
標べに」立つといつも作品の最後に配達される「明日の新聞」を「既にして」（超越論的時
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間）読み終はつてゐることになります。即ち、以下の引用を読むと「明日の新聞」の配達を
気にする必要はなくなるのです。何故なら、あなたは常に世界の果て「終りし道の標べに」
ゐるからです。即ち『天使』の主人公のやうに、あなたは常に宇宙の中心にゐるからです
［註１４］。（新潮社刊『（霊媒の話より）題未定』の「天使」９９ページ）。宇宙の中心、
即ち宇宙の果てににゐるからです。 

［註１４］ 
『天使』より引用します： 

「一体人間と言うものは未来に向い、それを注視しつゝ、而も自己自身の現在に静止するものではなかろうか。
そして万が一歩（あゆ）んで未来に到達し、更にそれを追い越しでもしようものなら、其の時人間は死なねばな
らぬのではあるまいか。此の当然の事実に自分自身をあてはめる為に――若しそうでなければそれは狂人と言
う事になるであろうから――又従来狂人と言われた汚名を恢復する為にも、私は此の宇宙の中央に、鉄格子、
つまり未来に向って静坐する事に決心した訳なのだ。此の最も正常な在り方に於いて、私は今日迄の例外でな
い日々を送って来た。」（傍線は原文は傍点）（赤字の傍線部は引用者）（新潮社刊『（霊媒の話より）題未
定』の「天使」９８～９９ページ） 

超越論を体得するための呪文［註１５］は次の通りです： 

今日は昨日の明日、今日は明日の昨日 
昨日という今日は明日という今日の昨日 
明日という今日は昨日という今日の明日 

［註１５］ 
『Mole Hole Letter（９）超越論（５）：高天原（２）』（もぐら通信第８４号）より： 

「［註１０］ 
この古代語（多分縄文語）の十進数の数の勘定の系列が如何に神道にとつて、即ち現代の我々に直接関係して
大切かといふことの意義を『安部公房とチョムスキー（８）』（もぐら通信第８１号）の「７。 一神教と大地
母神崇拝をtoplogyで読み解く：７.２　大地母神崇拝である神道のtopology：（２）国生み神話のtopology」
より引用し、再掲して伝へます： 

「（l）単位化するといふことが、実は何か神聖なる物を呼び出すことであり、または逆に対象を神聖な何かに
することであるといふこと。祓詞（はらひことば）の中には、やまと言葉で単位だけを列挙して桁を無限に上
げて行く祓ひ言葉、一行で成る「一二三祓」と呼ばれる祓ひのコトのハがあります。［註２２］『シャーマン
安部公房の神道講座』と題して別途論じます。 

 ［註２２］ 
「一二三祓」と呼ばれる祓ひのコトのハは次の通り： 
ひふみよいむなやこともちろらねしきるゆゐつわぬそおたはくめかうをゑにさりへてのますあせえほれけ 
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ひふみよいむなやこと、これで１から１０を数え、あとは１０進数の単位を上げてゆく。これ以降は一文字一
単位です。これで１０の３８乗までの数を数へることになります。 

これは既に何度も安部公房論の中で述べて来ましたやうに、安部公房の世界でいふ「明日の新聞」の論理、即
ち超越論の論理です。即ち、昨日今日明日といふ日にちを、時間の単位として等価交換をするわけです。次の３
つの文を通して読んで理解できたならば、あなたは超越論を理解したことになる。これは、このまま神道でい
ふ中今といふ概念です。昨日今日明日を過去現在未来としても同じです。 

今日は昨日の明日、今日は明日の昨日 
昨日という今日は明日という今日の昨日 
明日という今日は昨日という今日の明日 

昨日と明日は今日のいう一日の単位の場で交換することができる。 

道元が『正法眼蔵第一』の最初にある「現成公案」で同じことを、薪（たきぎ）の発火から灰になるまでの単
位化されたプロセスと、四季の非連続性を知ることを際断と言って、安部公房の「明日の新聞」、また神道の
中今と同じ上記の概念を述べてゐる。詳述しませんが、「現成公案」をご一読ください。」 

「「超越論的（transzendental）な思考とは、その場所に人・物・事が存在することについ
て、時間の順序は無いのです。一次元の時間の単位を交換して、今日は昨日の未来、今日は
未来の過去というふうに考えることによって、時間を無化するのです。時間という連続量を
単位化して、その値をいづれも等価と考えて、それらの値を交換するのです。この思考論理
は、安部公房の小説に登場するときにはいつも最後に登場する「明日の新聞」の生まれる論
理なのです。そうしてまた、「明日の新聞」もまた、閉鎖空間を脱出するために小説の最後
に登場する立て札、即ち存在への方向指示板の一つなのです。 

『方舟さくら丸』を刊行した後に、安部公房はこの「明日の新聞」の考え方を、読者に解り
やすく次のように語っています（『核時代の方舟ー第５４回新潮文化講演会』全集第２９巻、
２６～２７ページ）。１９８４年。安部公房６０歳。 

「　だいたいアインシュタインでさえ世界政府を提唱したときに、みんな笑ったんだから。
物理学には詳しいかもしれないけど、政治には全く子どもだと言ってみな笑った。確かに子
どもでしょう。しかし、その子どもの発言が......したがって通らない、したがって国家主権
は永久に残るということです。だから、我々はとにかくあきらめるしかない。でもあきらめ
ても、けっこう生きていくでしょう。そんなにあきらめたら生きていけないじゃないかと僕
にくってかかった人がいるけど、僕はそんなことは思わない。だいたいの人はみな間もなく
死にます。ただ、時間の問題だよね。小説の中にも書いてあるけど、その時間にだまされ
る。だから、あと十分で死ぬといわれれば、これはあわてるよ。ここに爆弾仕掛けたなんて
いうと、一斉にみな避難するでしょう。しかし、これが、あさって爆弾を仕掛けられるとい
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うと、ちょっといやな感じだけど、みなじっとしている。一ヶ月先だったら、ずいぶん先の
話で、心待ちに新聞なんか見ているんじゃないか。（笑）これが五年先ということになった
ら、全然無関心。そういうものです。だから、生きています。」（傍線筆者） 

この安部公房の言葉を読んでわかることは、この時間に関する生と死への対処の話は、自己
が存在になることを教えた安部公房スタジオの役者へのニュートラルという概念［註１６］
と全く同じだということです。安部公房の考えは、１０代のときから全く変わらず、実に首
尾一貫しています。 

この、時間の単位を交換して幾何学的に対称性を以って超越論的に窓から建物に入るという
安部公房の数学的な（位相幾何学的な）思考論理が、安部公房に見せる夢の話があります。」
（とあつて、これが上記の鉛筆の詩の段落に続いてゐます。） 

［註１６］ 
「７。安部公房のニュートラルという概念 

安部公房は、ニュートラルという概念について、次の文章を書いております（全集第２４巻、１４６～１４７
ページ）。以上述べ来たった奉天の数学的な窓を念頭においてお読みになると、安部公房の言っている言葉は
少しも難しくないことがお判りでしょう。（強調赤文字は筆者。傍線は原文は傍点） 

「　演技におけるニュートラルという概念は、ぼくが思いついて命名したもので、かならずしも一般的なもので
はない。それだけに、誤解の可能性も大きいので、今回は多少こまかくその定義づけをしてみよう。 

　前回であげた例題---聞こえている多数の音の中から、比較的聞き分けやすく、持続的な音を選び出し、それ
に集中することで、他の感覚を排除する（読者もこの場で、ぜひ一度こころみていただきたい）---は、ニュー
トラルの重要な原型の一つはあるが、すべてではない。比喩的に言えば、ニュートラルにおけるゼロの状態、
もしくは、ゼロのニュートラルにすぎないのである。 
　この、ゼロのニュートラルを基点にして、無数のニュートラルの変形が存在する。 

　だが、その説明に入る前に、演技---肉体表現---の意味や構造をさぐるに当たって、なぜぼくがニュートラルと
いう概念をとくに必要としたのか、まずその理由から説明しておく必要があるだろう。 

　たとえば、次のような情景を思い浮かべていただきたい。開幕を告げる二ベルが鳴る。客席の明かりが消え、
期待と疑惑が入り混じった、多少意地の悪い静寂が劇場を包み込む。そっけない音をたてて幕が上がる。舞台
は空白で、あいまいな光がその全景を平板に照らし出している。その中央に、なんの特徴もない木の椅子が一
つおかれている。俳優がひとり、ぽつねんと掛けている。刻々と時間が過ぎていく。こういうときの時間は、
一秒が十秒にも感じられるものだ。俳優は無言である。無言であるばかりか、動こうともしない。身じろぎも
せず、ただじっと坐りつづけている...... 
　さて、一般的には、これほど退屈な場面もないだろう。退屈の見本とさえ言えるかもしれない。 
　（略） 
　もっとも、そのための演技力は、いわゆる名優による名演技とは、あまり関係のないものだ。前にも書いた
ことだが、俳優が自分の想像のなかで描いた理想の演技をなぞったり、再現したりするほど、無意味なことは
ない。いわゆる名優の名演技にしばしば伴う陳腐さは、もっぱらその手の自己模倣のせいなのだ。誤解を覚悟
のうえで、あえて極端な例をひいてみよう。たとえば、処刑十分前の死刑囚の独房を、秘密の覗き穴からのぞく
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機会を得たとして、君はその十分間を決して長くは感じないはずである。たぶん、いくら眺めつづけていても、
見飽きることはないだろう。しかし、その同じ設定を俳優が舞台で演じた場合、はたして十分間の凝視に耐え
うるだろうか。つまり、ぼくが問題にしているのは、俳優の上手、下手ではなく、この死刑囚と俳優の間には
だかっているあまりにも深い溝のことなのである。 

　むろん、俳優が死刑囚になり切ることは不可能だし、また必要なことでもない。見る側の要求にも当然違い
がある。俳優に求められているのは、あくまでも演技としての表現だし、死刑囚が見る者をとらえて離さないの
は、その存在自体であって、表現ではない。にもかかわらず、共通しあうものがあるのも確かなのだ。ともか
く、そこにそのように存在しているということ。さらに、そのことによって、見る者を捉え、その日常から引離
し、目撃ちおう体験の中で、相手に自己の再創造を強制するという点なのである。 
　言いかえれば、俳優に必要なのは、雄弁術ではなく、存在術だということだ。すでに何度か繰返したことだ
が、意味や筋書の運搬人（説明役）としてだけでなく、その瞬間々々における状況との関係自体を、（ちょう
ど死刑囚のように）表現として自立させることが大事なのである。少なくも、演劇が---したがって俳優が---現代
の観客の要求にこたえて生きのびていくためには、欠かすことの出来ない条件であるはずだ。 

　ニュートラルというのは、要するに、存在自体が表現として成立つための、基本条件なのである。 
　（略）」 

８。ショパンのゐる屋根裏部屋といふ閉鎖空間話での物語 
さて、再度ショパンの話に戻ります。ショパンのゐる場所は、 

《ここに再び　そして最後の挿入文》 
《……《夢のなかでは箱男も箱を脱いでしまっている。箱暮らしを始める前の夢をみている
のだろうか、それとも、箱を出た後の生活を夢見ているのだろうか……》……》 
《開幕五分前》 

といふ《ここに再び　そして最後の挿入文》と《開幕五分前》の間の隙間の時間と空間、即
ち存在の十字路であるのでした。この十字路での話は次の二部からなつてゐます。 

（１）村での話 
（２）町での話 

前者（１）では、ショパンは叔父さんを箱男にして此れを馬となして結婚式の馬車を曳かせ
る。やはり安部公房の話らしく「既に６０歳の叔父」さんの老齢もあつて「ショパンは定時
定刻に到着することが出来ない。おまけに馬車の振動で小便がしたくなり、馬車を止めて灌
木に小便をしたところを、迎へに出てきて茂みに隠れてゐた結婚相手の女性に見られてしま
ひ、結婚は破談となる。ショパンは小さな切手大の紙面に絵を描く人間でありますから、
「２。ショパンの描く切手大のペン画の由来と意味」で明らかにしましたやうに、 
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（１）特殊の中の普遍といふ考へ方［註１７］（「前衛的なものというのは、特殊な概念で」
はない。特殊な中に普遍があるといふのが前衛である。） 
（２）主観・客観論または読者・作家論［註１７］（「前衛的なものというのは」「時代が
自分を表現する表現形式だ」）：自分が時代を表現するのではなく、時代が自分を表現する
のだといふ此の主客の等価交換の言葉を正とする安部公房の論理を心に銘記して下さい。 

といふ二つの論理によつて、特にまた後者（２）によつて、ショパンは存在として屋根裏部
屋で切手大の紙面に絵を描く「特殊の中の普遍といふ考へ方」を極小の絵によつて実現する
人間であり、「前衛的なものというのは」「時代が自分を表現する表現形式だ」と考へる人
間でありますから、時間の中を生きる現存在の、しかも異性の女性とは交はることは出来な
いのです。これはリルケの『形象詩集』で歌はれゐる詩人と乙女の関係と全く同じです。［註
１８］これは、ショパンの詩人としての在り方なのです。 

［註１７］ 
（１）については上記［註４］を、（２）については上記［註５］をご覧ください。 

［註１８］ 
「リルケの『形象詩集』を読む（５）：乙女の憂鬱」（もぐら通信第３６号）および「リルケの『形象詩集』
を読む（６）：乙女たち」（もぐら通信第３７号）に詳述しましたので、ご覧ください。後者より【解釈と鑑
賞】の一部を抜粋してお伝へします： 

「第I章では、娘たちがどのような者たちであるかが歌われております。この場合、娘たちというドイツ語の意
味は、乙女であり、まだ男を知らぬ生娘という意味であります。 

このような純潔の乙女に対して、第II章では、夫を持ったご婦人たち、成熟した女性たちが登場致します。 

第I章では、娘たちとはこのような者だということを言い、第II章では、今度は其のように歌った娘たちに向かっ
て、語りかけるのです。 

これが、この第I章と第II章の関係です。 

乙女というものが、そうなのではなく、詩人という男が乙女という純潔の女性に接すると、遥かな距離という
詩人の創作に大変重要な契機を知り、それを詩にすることができるのだと、リルケはいうのです。 

だから、 

どの娘も、詩人という者に身を捧げてはならない 
仮令（たとえ）詩人の目が、女性たちに求めたとしても 

というのです。」 
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おじさんに励まされて「町に行くんだ。町に行けば、いくらも公衆便所があって、小便だっ
て、大便だって、何処ででも自由にしたいほうだいさ……」と言はれて、町へ出て屋根裏部
屋に居をを構へることが早く出来たのは、今度は村へと辿り着くのと正反対に、馬車を川に
落として此れを筏（いかだ）代はりにして川下りをして「川はせまかったが、思ったより流
れが早く、半日で町まで辿り着くことができた」からである。 

叔父が商売上手なのか、ショパンの描く切手大の絵が引つ切りなしに売れ続け、門前市を成
すほどの商売繁盛である。叔父のいふには、「そこで、どうだろう、もうすこし紙を節約し
て、小さな絵をかくことにしてみたら……」と言はれて、ショパンはかう考へる。これがま
た、古代ギリシャの哲学者ゼノンの矢やアキレスと亀の競争の不条理問題と同じ論理で、こ
れは有り得ないといふ理屈を、しかし、現実的な論理として（何しろ此処は存在の空間であ
る）ショパンの考へるところは「ぼくは紙をしだいに小さくしながら、書きつづけた。紙を
小さくすると、それだけ一枚の仕上りも早くなるので、ますます紙の使用量も増え、いっそ
う小さく切り刻まざるを得ない。」といふ理屈も疑はしいが、しかし、こんな論理を読むの
も『S・カルマ氏の犯罪』の法廷の弁論に通じてゐて楽しいnon-senseの世界です。 

さて、最後に全体を振り返つてみませう。安部公房の次の物語観が実現した話になつてゐる
のでせうか。 

「（１）物語は主人公の閉籠められてゐる閉鎖空間である。何故ならば、 
（２）この空間は合わせ鏡の空間であるからだ。 
（３）この空間には時間は存在しない。従ひ、 
（４）主人公はただ「物語という檻の中を、熊のように往ったり来たりすることだけであ
る。」しかし、 
（５）小説は本来「筋のある物語」ではない。 
（６）日常の時間に生きる人間は「筋のある物語」を求める不幸の自覚がない。 
（７）「自分の人生をとりもどすための処方箋」として、安部公房の「筋のない物語」とし
て小説はあるのだ。」 

（１）：その通りになつてゐる。屋根裏部屋は閉鎖空間。 
（２）：物語とパン、村と町、次第に極小になつて行く紙の大きさとどんどんよくなる商売
繁盛、貧乏生活と小金持ち生活、新品のグランドピアノと中古のアップライトのピアノ、偽
物の馬と本物の馬、無名と有名。といふことになるでせうか。これらの物と事の名前が合は
せ鏡になつてゐて、これらの狭間にショパンはゐる。 
（３）：上記（３）の隙間の創造によつて時間は存在しない。それも、「せっせと追憶のな
かの彼女の肖像画を描」くことによつて、過去の時間の中の思ひ出を極小紙片に存在の中で
描くので、大小の転倒による対照と（何か、安部公房らしいことに望遠鏡を逆しまにして現
実を眺めてゐるやうである）、過去を小さく、現在の商売を大きくとふ転倒による対照があ
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るからには。 
（４）：確かにショパンは「物語という檻の中を、熊のように往ったり来たりすることだけ
である。」 
（５）：このショパンの話の筋を話せと言はれたら、上記（２）の「村と町、次第に極小に
なつて行く紙の大きさとどんどんよくなる商売繁盛、貧乏生活と小金持ち生活、新品のグラ
ンドピアノと中古のアップライト」の話をすることになつて、「筋のある物語」を話すこと
にはならない。私は、安部公房の読者であるので「筋のある物語」などを求めることはなく、
従つて不幸の自覚がそもそも、ない。それでは幸福かといへば、これもさうではない。二項
対立の否定による存在を希求する日々である。絶望も希望もなくニュートラル（neutral）で
ある。従ひ、 
（６）：「自分の人生をとりもどすための処方箋」は不要であり。何しろ既に安部公房の読
者であるから。安部公房の「筋のない物語」として小説はあるので安部公房の小説を読んで
ゐるのだ。成程、確かにショパンの物語は「筋のない物語」として本篇の小説は、ある。 

９。何故ショパンはショパンであるのか？ 
最後の最後に、一体何故安部公房はショパンといふ名前を思ひ付いたのでせうか？ 

冒頭に書いてゐるやうに、何故ならショパンですから、物語とパンは歴史的に深く長い伝統
的な関係があるからでありませう。それ故に、アップライトのピアノの鍵盤の蓋を机にした
のだといふ順序の小説作法であれば、これは安部公房の生涯に亘つて一番好きだったエド
ガー・アラン・ポーの『詩の原理』の作法と同じです。さうであれば、安部公房は此のショ
パンの物語もまた仮設設定をしてから消しゴムで後ろから書き始めたといふことになります。

この場合の投影体は何かと言へば、それは閉鎖空間、即ち屋根裏部屋といふ存在の部屋であ
り、「２。ショパンの描く切手大のペン画の由来と意味」に述べた切手大の、そして段々と
益々小さくなつて行く、ショパンの描く矩形の紙片は、『S・カルマ氏の犯罪』の詩にある
鉛筆をペンに持ち替へてゐるだけでの、また『天使』の主人公が存在の閉鎖空間から偶然に
よつて外部へと脱出して出逢つた（リルケの赤い薔薇の象徴する死に驚愕して逃げ去つた）
小さな天使の起き忘れた鉛筆をペンに持ち替へてゐるだけの、１９５３年のエッセイ『思い
出』にある鉛筆なのであり、さうして此の鉛筆で描かれた段々と小さくなつて行く切手大の
紙片は、『砂の女』の最後の方で登場する（リルケに学んだ）「遥かな距離」といふ差異を
０にして存在の十字路に存在を招来するラジオと同じものなのです。あるいは、戯曲『友達』
の主人公の若者が自分の部屋といふ閉鎖空間にゐて（これは『砂の女』の砂の穴に等しい）
「遥かな距離」を隔ててゐる自分の婚約者に掛けるために使ふ電話器であるのです。 

それ故に、この紙片はラジオや電話と同じ働きをする。即ち切手はコミュニケーション・シ
ステムの上に載つてゐる通信媒体（メディア）ですから「そんなわけで、いまではもうぼく
の名前を知らない者はいない。ショパンの項が載っていない百科事典はないし、世界で最初
の切手の発明家ならびに製作者として、たいていの郵便局に、ぼくの肖像画がかざられてい
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るといふことだ。」この小さな紙片が、砂や顔や地図や箱や病院や方舟やノートブックと同
じ、２２歳の論文『詩と詩人（意識と無意識）』で仕様を確定したOS（Operating System：
基本ソフトウエア）を投影したアプリケーション（application）、即ち実作としての投影体
の中の三階層目 ［註１９］に存在するショパンの見つけた投影体であるといふことになりま
す。このショパンは『カンガルー・ノート』の緑面の詩人だといふことになります。『カン
ガルー・ノート』にあつては此の郵便制度といふコミュニケーション・システムは「新交通
体系」と呼ばれて第５章で「提唱」されてゐました。ショパンの描く小さな切手に相当する
交通体系といふ通信体系の上を流通する媒体は、未分化の実存たる偏奇な「垂れ目の少女」
の乗つてゐる「遊園地のミニ列車」でありました。安部公房の作品は、いつどこで何を切つ
て（切手）も構造は同じです。 

即ち此の小さな矩形の紙片は、実作としての投影体の中の三階層目に存在するショパンの見
つけた投影体であるといふことになります。このショパンは『カンガルー・ノート』の緑面
の詩人だといふことになります。緑面の詩人ならば『大黒屋爆破事件』といふ小説に当たり
ます。そして、緑面の詩人の製作する切手が誠に小さいといふことが如何にもリルケに学ん
だ安部公房らしい。 

「小さなものを見つめていると、生きていてもいいと思う。 
　雨のしずく……濡れて縮んだ革の手袋…… 
　大きすぎるものを眺めていると、死んでしまいたくなる。 
　国会議事堂だとか、世界地図だとか……」 
（『箱男』全集第２４巻、１０９ページ） 

［註１９］ 
この存在の中の存在の中の存在といふ安部公房の小説の構造は、『カンガルー・ノート』論（もぐら通信第６
６号から第８４号）に於いて入念に論じましたので、安部公房の記号論とともに、これをご覧下さい。 

『カンガルー・ノート』の主人公は、存在のノートの中で地獄巡りをして、最後の章では佐
第１章冒頭の《投書箱》は地の文の中で主人公と一緒に内部と外部をtopologicalに等価交換
されて「大型冷蔵庫でも入りそうな、ダンボール箱」に変形してしまひ、それと一緒に《カ
ンガルー・ノート》の主人公も、《投書箱》に「ほとんど冗談のつもりで走り書きのメモ投
函」した其の《カンガルー・ノート》といふ提案書といふ二次元の紙が「大型冷蔵庫でも入
りそうな、ダンボール箱」三次元の箱になつて変形してしまひ、箱と中身のこれら二つの変
形（積分値）［註２０］とともに存在の閉鎖空間を脱出して、次の存在へと人さらいに攫（さ
ら）はれることになり［註２１］、『天使』の結末がさうであるやうに詩が歌はれて（『カ
ンガルー・ノート』では人さらいの歌といふ）歌と一緒に失踪し、最後のページをめくると、
「明日の新聞」の記事が立て札になつてゐて、主人公は次の存在へと旅だつたのだといふこ
とが証明されてゐるのです。 
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かうして、１０代から２０代初の初期安部公房が概念化した次の４つの概念同士の関係は、
最初期の『天使』から最後の『カンガルー・ノート』にあつても、次の通り変はらないので
す。 

存在（部屋、窓、反照、自己証認） 

これをnetwork topologyで図示すれば次の通りです（『安部公房とチョムスキー』もぐら通
信第８１号）。 

［註２０］ 
安部公房の語る言語機能論の一つを以下に引用して、積分値の意味をお伝へします。『死に急ぐ鯨たち』の「破
滅と再生２」（昭和６１年、１９８６年）：全集第２８巻、２５２ページ。ここでは、ローレンツとパブロフ
に言及しながら、言語を論じている箇所が多々ある。 

「（言語が）積分値というのは、要するに平面上に描かれたあるカーブを、平面ごと移動させて出来る三次元
像を考えてもらえばいい。はじめが円なら、こう、チューブになる…… 
　これはパブロフの暗示にもとづく類推だけど、僕としては積分値よりもやはりアナログ信号のデジタル転換の
方を採りたいな。大脳半球の片方（言語脳）が、どんなやりかたで、アナログ信号をデジタル処理しているのか
は、今後の研究に待つしかないけど、言語がデジタル信号であることは疑いようのない事実だからね。」 

［註２１］ 
人さらいについては、『もぐら感覚（１２）：ひとさらい』（もぐら通信第１０号）および 
「『カンガルー・ノート』論（１７）」（もぐら通信第８３号）の「５。６　次の存在への立て札を立てる：
第７章：人さらい：反歌（鎮魂歌）」をご覧下さい。詳述しました。 

さて、かういふわけで、ショパンといふ存在の中の存在の中の存在の中の主人公、即ち、「周
辺飛行１」といふ存在の物語の（やはり）存在の村の中の存在の屋根裏部屋の中の主人公は、
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「周辺飛行１」の最後では「そんなわけで、いまではもうぼくの名前を知らない者はいない。
ショパンの項が載っていない百科事典はないし、世界で最初の切手の発明家ならびに製作者
として、たいていの郵便局に、ぼくの肖像画がかざられているといふことだ。」といふ結末
から、『箱男』の当該章の結末では『カンガルー・ノート』の結末と同じく（またその他の
小説の結末と同じく）、「だが、郵便事業が発達し、しだいに国営化されるにつれ、ぼくの
名前はこんどは切手の贋造者として知られるようになった。それが、どこの郵便局にもぼく
の肖像画が飾られていない、いちばんの理由らしいのである。ただ、父が最後に愛用してい
た赤い箱の色だけは、いまでも一部、郵便ポストの色として受継がれているようである。」
となつてゐて（全集第２４巻、１３１ページ下段）、「こんどは切手の贋造者として知られ
るようになった」以上は、贋といふ謂はば安部公房の世界の接頭辞（prefix）がショパンの
（時間の存在する世間から見た）呼び名であるので、間違ひなくショパンは忘却し忘却され、
「主観・客観等価交換表」［註５］にある自己を/が喪失し喪失され、存在の部屋の中で無名
の何か、即ち時間の外部に存在する存在自体になつたのです。 

さうして、『カンガルー・ノート』では最後の第７章の末に、即ち作品全体の結末に立てら
れてゐる次の存在への「終りし道の標べ」たる立て札は、『箱男』では次のページをめくり
ますと、 

《開幕五分前》 

と題して、上位接続（積算）されてゐるのです。即ち、ショパンの章の作品上の位置は： 

《ここに再び　そして最後の挿入文》 
《……《夢のなかでは箱男も箱を脱いでしまっている。箱暮らしを始める前の夢をみている
のだろうか、それとも、箱を出た後の生活を夢見ているのだろうか……》……》 
《開幕五分前》 

といふ存在論の記号で表された二つの章の隙間にある。《ここに再び　そして最後の挿入
文》とは、「再び」ですから再帰的に同じ場所に戻つて来たといふ意味であり、「最後の挿
入文」とありますので、この章は何かと何かの隙間（非連続量としての空間）に置かれた章
であるといふ意味である。 

これに対して、《開幕五分前》とは時間であり、この定刻の時間が一体何時何分であるのか
は、安部公房の常で、超越論である以上時間に始まりも終はりもない［註２２］ので明示さ
れることは、ない。これは、まだ来ぬ予め失はれた未来との関係即ち時間の隙間であり、こ
の隙間に存在する章だといふことになります。もう既に、ここに「明日の新聞」が配達され
てゐる。即ち、この章そのものが、存在への方向を示す標識板、即ち立て札、即ち「終りし
道の標べ」なのです。おまけに「明日の新聞」が配達されれば、この章は『密会』の最後が
さうであつたやうに、世界の果てである。これが、ショパンの章の果たす、全体３３章の中
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の役割です。ショパンの章は、超越論的な空間と時間の隙間に存在する、即ち時間と空間の
十字路に存在するニュートラルな章なのです。安部公房スタジオの演技論となんら変はらな
い。 

ショパンといふ《箱男は、《箱暮らしを始める前の夢》も《箱を出た後の生活》も夢見てゐ
るのではなく、即ち時間の中での二者択一の選択肢のいづれかを選択することはなく、二者
択一の二項対立のそれぞれの項を否定して、これらを超越して第三の客観たる存在を求め、
箱男は存在自体になること［註２２］を選択するのです。即ち、その第三の選択は、この世
にあつては死に等しい選択です。 

しかし、ショパンは存在となつて生きてゐた/ゐる。 

存在となつて忘却し忘却されたショパンは、「主観・客観等価交換表」［註５］にある自己
を/が喪失し喪失され、存在の部屋の中で無名の何か、即ち時間の外部に存在する存在自体に
なつて、今度は全く別の次元から次の存在の十字路に姿を忽然と、即ち前後の脈絡なく、従
ひ超越論的に不意に「いつの間にか」（超越論的時間）「どこからともなく」（超越論的空
間」現して、かう物語を始めるのです。《ここに再び　そして最後の挿入文》 

「　目ざす家は、村はずれの小川の橋のたもとにあり、いわば村の出口にあたっていた。ぼ
くは今馬車に乗って、やっとその家の前までたどり着いたところだ。かなりの道のりだっ
た。その道のりの記憶からすると、ここはむしろ村の入口で、僕は村とはなんの関係もない、
何処かとんでもない場所からやって来たのかもしれなかった。」（傍線引用者） 

《開幕五分前》：「周辺飛行」は存在の十字路で物語が始まる。 

［註２２］ 
『カンガルー・ノート（１）』（もぐら通信第６６号）の「５。１。１　存在と存在の方向への標識板と超越
論の関係」および「５。１。４　『カンガルー・ノート』の形象論」の「（５）開幕のベルの音」をご覧下さ
い。 

かうして、ショパンもまた箱男である。従ひ、『箱男』の中の箱男たちも贋といふ接頭辞の
ついた者も皆、存在の十字路、即ちメビウスの環の接続線を、またクラインの壺の接続面を
巡つて、永遠に再帰的な自己回帰の時間・空間の断線（メビウスの環）、時間・空間の断面
（クラインの壺）で、『デンドロカカリヤ』のコモン君と同様に其の度に再帰的な変形をし
ながら「周辺飛行」をしてゐるのです。「僕の中の「僕」」といふ話法を駆使して。 

そしてこれが、言語の構造なのです。それ故に、 

ショパンはショパンである 

といふことができるといふわけです。
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私の本棚 
柳瀬尚紀著『日本語は天才である』 

岩田英哉

この本を取り上げたのは、中身が面白かつたからですが、同時に其の面白さが全て言葉に関
係して、といふ事は、駄洒落、意訳、飛躍の訳（といふ事は著者流に言葉遊びをすれば、飛
訳）の連続であるからで、かういふ方面に共感する人には一ページ一ページめくるごとに楽
しめるのではないかと思つたからです。 

私は此の著者の名前は知つてをりましが、実際に書いた文章を読んだのは此れが初めてです。
履歴を調べますと、驚いたことに北海道根室のご出身で、何と私の生まれ育つた港町から直
線でたつたの１００キロの距離です。１００キロといへば、一般道を時速１００キロで車を
飛ばせば丁度一時間で着く距離であり、私の２０代の経験では、ポーランドとドイツの国境
になつてゐるオーダー川のそばの当時居住してゐた町からアオトバーンを時速１００キロと
いふ低速度で行くと一時間で計算通りにベルリンに着く距離です。 

根室と釧路の共有するものは、海と原野です。海は前者はオホーツク海、後者は太平洋。原
野は根釧原野と呼ばれて二つの支庁（北海道に県はない）で共有してゐる。遥か彼方の水平
線を見て後ろを振り返れば原野だけの平たい土地で、原野の中のある場所へ行くと確かに地
球は円盤であつて、３６０度が地平線である。そして、その円盤の上に人間はショボショボ
と、牛や馬に挟まれ羊に囲まれて生きてゐるのだといふことが実感されます。あとは何もあ
りません。 
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といふことをいふと、熊や牛や馬や羊や鹿やリスやフクロウや鷲や丹頂鶴さんたちに叱られ
るかも知れませんが、何しろ自然以外には何もないのです。啄木が釧路新聞社に編集長とし
て赴任して来て７６日滞在したといふ釧路の駅に降り立ったのは、1908 (明治41) 年1月21
日の夜。２２歳の啄木が停車場に降り立つて次の歌を詠んだほどです。 

さいはての駅に下り立ち雪あかり　さびしき町に　あゆみ入りにき 

ですから、根室は最果ての更に１００キロ東の最果てです。 

同じ自然を共有してゐるせいなのか、読んでみると私と著者は余りにも共通点が多く、即ち
距離を保つて書評ができないといふ恨みがありますので、今回は専ら引用を多くして、読者
には此の人物のことを知つてもらひたい。著者はジェームス・ジョイスとルイス・キャロル
の研究と翻訳で著名な専門家です。ルイス・キャロルのナンセンスの言葉遊びは安部公房に
通じてゐます。 

さて、著者自身による根室方言での自己紹介は次のやうなものです。「以下全部、根室方言」
の章より冒頭の段落を始めに幾つかを引用します： 

「　こっから方言のことしゃべるけど、いまさっきの「威露破がるた」のことで先に言っとっ
か。おれらの子供の頃みんな露助って言ってたもな。けどさ、べつに軽蔑してたんでない。
だいち、露助って見たことなかったもな。船が「ロスケにダホされた」って話は耳でしょっ
ちゅう聞いてたけど、露助と拿捕が漢字で書けるようになったのは高校入ってからだべさ。 
　高校んとき東京の大学行くべと思ってよ、そんで早稲田大学に入った。そんとき確かに知っ
てた日本語は第一章の２１ページに並べて見たさ。あいてくさい、あずましい、あったら、
あめる……。以下全部北海道方言だ。根室方言だ。 
　あいてくさいって、なんか意味わかんないかい。相手臭いって書けばわかりやすいべかね。
要するに、相手にすんの馬鹿臭いのさ。あいてくさいの「あ」は強く言うんだ。あったらっ
ていうのは、なになにがあったらでなく、軽蔑してあんなの意味だ。このあったらのあもあ
いてくさいのあと同（おんな）しで、強く言う。 
　とにかく２１ページで言ったように日本語も英語もなんも知らなくて英文科に入ったさ。
したらそのうち歯ごたえのあるでっかい作家がいるって知った。それがジェイムズ・ジョイ
スさ。 
　初めはジョイスにだら、はばけた。南部せんべい食うのとわけ違う。したって、なんもわ
かんないべさ。なんもだ。ガスん中やばちいやちけっぱって歩くみたいなもんだ。はっちゃ
きよ、まあゆるくないゆるくない。そんでもそのうちおれの英語だって、おんこの苗にたと
えれば、少しはおがるべさ。ちょびっとずつちょびっとずつだけど齧れるようになった。た
とえて言ってみれば、ジョイスんとこのいさばやさあんこに入って語用聞きから始めたさ。
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そんで十年、二十年たつうちに、ジョイス翻訳すっかって気になって『フィネガンズ・ウェ
イク』やったんだ。 
　ま、それまでだいぶいろんな翻訳やったっけ全部『フィネガンズ・ウェイク』翻訳のため
の練習みたいなもんだ。（略） 
　とにかくその練習で本気になればなるほど、日本語はたいした天才だってわかってきたも
な。こんな天才使って仕事すんだから、こっちはなんもしなくていい。日本語が自然とやっ
てくれるもな。おれもともと苦労って言葉嫌いだけど、苦労した苦労したって言ってへらか
らいごしょいも読者に食わすやつもけっこういるべ。」（同書１４６～１４８ページ） 

著者の経験とは違つて、私の港町では、子供の頃、ソヴィエトの船が着くとロシア人の船員
たちが大通りを並んで歩いてゐることがありました。露助といふロシア人への仇名の語感は
著者が根室弁で書いてゐる通りです。 

上の根室弁は大体は読めばお分かりになるのではないかと思ひますが、それでも、あいてく
さい、ジョイスんとこのいさばやさあんこに入って、へらからいごしょいも、などといふ言
葉は私にも理解できません。次の章で著者はこれを標準の日本語に翻訳してくれてゐるので、
同じ箇所を引用します： 

「方言についてお話ししようとしたら、生まれ故郷の根室弁になってしまいました。ある程
度わかりやすく翻訳いたします。 

　これから方言についてお話ししますが、さきほどの「威露破がるた」に関連して先に言っ
ておいたほうがいいでしょうか。ぼくらは子供の頃、みんなが露助という言葉を口にしてい
ました。しかしべつに軽蔑のふくみはなかった。第一、露助なる存在を見たことがなかった。
船が「ロスケにダホされた」という話はしょっちゅう耳にしましたが、露助と拿捕が漢字で
書けるようになったのは高校に入ってからです。 
　高校生のとき、東京の大学へ進もうと思いまして、そして早稲田大学に入った。その当時
確かに自分のものとしていた日本語を第一章の２１ページに並べてみたのです。あいてくさ
い、あずましい、あったら、あめる……。以下すべて、北海道方言です。根室方言です。 
　あいてくさいというのは、意味がわかりにくいで章ね。相手臭いと書けばわかりやすいか
もしれません。要するに、相手にするのは馬鹿臭い。あいてくさいの「あ」は強く発音しま
す。あったらというのは、なになにがあったらではなく、軽蔑してあのようなの意味です。
このあったらのあもあいてくさいのあと同じで、強く言う。 
　とにかく２１ページで言いましたように、日本語も英語もなにも知らないまま英文科へ入っ
た。そしてその後、歯ごたえのある大きな作家がいると知った。それがジェイムズ・ジョイ
スです。 
　初めジョイスは、口にはおさまりきれない特大の大福餅を一気に食べようとして喉詰まり
を起こしそうになる感じでした。南部煎餅を食べるように、たとえばアガサ・クリスティを
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読むのとは、わけが違う。なぜなら何もわからない。何一つです。濃霧の中、ぬかるむ湿原
を懸命に歩くみたいなものでした。躍起になりましてね、まあ大変でした。それでもそのう
ち簿くの英語だって、イチイの苗木にたとえるなら、少しは成長しました。ちょっぴりずつ
ですけれど齧れるようになった。たとえて言ってみれば、ジョイスの経営する魚屋に小僧と
して入って語用聞きをすることから始めた。そして十年、二十年たつうちに、ジョイスを翻
訳するかという気が起こって『フィネガンズ・ウェイク』を翻訳しました。 
　ま、それまでだいぶいろんな翻訳をしましたが、すべて『フィネガンズ・ウェイク』翻訳
のための練習みたいなものでした。（略） 
　とにかくその練習で本気になればなるほど、日本語は大変な天才だとわかってきた。こん
な天才を使って仕事をするのだから、こっちは何もしなくていい。日本語が自然にやってく
れるわけです。ぼくはもともと苦労という言葉が嫌いですが、苦労した苦労したって言って
蘞（えぐ）いジャガイモを読者に食べさせる人も少なくないですね。」 

あいてくさい、これが相手臭ひといふならば、言はれてみればわかります。釧路弁でも嘘臭
ひといふ言葉がある。多分この「～臭ひ」といふ言ひ方は北海道全域に亘つてゐて、他にも
同類の言葉があると思はれます。しかし、ジョイスんとこのいさばやさあんこに入っての「い
さばや」が根室弁で訛つたいざかや（居酒屋）だといふのは言はれて見なければわからない。
「あんこに入る」は「餡子に入る」で、饅頭であれ大福餅であれ、最初に訳も分からずに詰
め込まれて苦労をしながら初段の御用聞きから始めて修業をすればといふ意味でせう。著者
はジョイスに丁稚奉公に入つたので語用聞きと書いてゐる。へらからいごしょいも、これも
ごしょイモが馬鈴薯でありジャガ芋である事はわかりますが、へらからが分かりませんでし
た。１００キロの距離は近くて遠い。 

「さて、本題に戻りましょう。 
もう一つ、簡単な英文を見て下さい。 

O note the two round holes in onion. 

あるユーモラスな詩の一行です。ノウトnoteは「注目する」という意味の動詞です。（略） 

おお　タマネギの二つの円い穴に注目せよ。 

満点です。しかし意味は訳されているが、おかしみは訳されていない。翻訳にはなっていま
せん。翻訳は、この原文のおかしみを生け捕りにしなくてはならない。」 

といつて、著者の訳した日本訳が次のものです。タマネギに二つ円い穴があるのは、onionの
Oの文字が二つあるからです。 
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これが、著者が日本語は天才であると思ふやうになつた三つの切っ掛けのうちの二つめの切っ
掛けです。 

これが著者の隠棲せる世界で、漢字、ひらかな、カタカナ、アルファベット（英語の文字）
に、意味との関係で二重三重に漢字にルビを振るといふ、これは曲芸ともいふべき文字の使
用の世界から始まり、当然にして其の思ひを巡らせる範囲は誠に広く古今東西、記紀万葉の
万葉仮名から本居宣長、鴎外漱石、島崎藤村、二ページに亘る漢字の七尽くしの言葉の列挙。
まだまだ細部での猛烈な駄洒落や、言葉遊びの例は尽くしても尽きないのですが、しかし、
やはりきわめつけは、著者による回文といろは歌の創作でありませう。 

著者は将棋が趣味で、将棋に明るい。そこで、「二〇〇四年、当時の森内俊之竜王に挑戦し
たのが現在の渡辺明竜王です。その第六局が指されたのは将棋の町・山形県天童市でした。
対局場は、滝の湯ホテル「竜王の間」。このときも観戦記者を務めました。 
　なぜそういう話をしたかといえば、こういうものを見ていただきたいからです。 

　そらちひえほしふるよてんとうたきのゆはぬくもりいやますろへにおかみゑむせゐわれあ
つさけをなめねこ 

四十八文字を一回だけ用いたいろは歌です。寒い冬に三泊したこの宿（現、ほほえみの宿「滝
の湯」のきめ細かな応対に感心して、自分もちょいときめ細かい言葉でお礼を言いたくなっ
たのです。 

空地冷え星降る夜　天童滝の湯はぬくもり弥（いや）増す　炉辺（ろべ）に女将（おかみ）
笑（え）む所為（せい）　吾熱酒を舐め猫」 

このいろは歌の後に、著者は此の本を書くに当たつて「本居宣長全集をしばしば参照しまし
た。これまでお話しした中でこの人の名を出さずにいたのは、あまりに巨人なので、あまり
にも巨大な国語学者なので、ずぶの素人がこの人の名を口にするのは憚られたからです。た
だ一つ、あちこち読みこんで断言できるのは、本居宣長という人が日本語という天才に対抗
できるきわめて稀有な天才であったということです。 
　この天才が、一作だけいろは歌を作っています。 

　あめふれはゐせきをこゆるみつわけてやすくもろひとおりたちうゑしむらなへそおいねよ
まほにさかえぬ 

これは次のように解読されています。 

雨降れば　堰（ゐせき）を越ゆる 
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水分けて　やすく諸人 
降り立ち　植ゑしむら苗 
その稲よ　真穂に栄えぬ」 
（同書１９９ページ） 

さて、しかし、本居宣長も顔負けのいろは歌を著者は幾つもものしてゐます。これがまた面
白い。 

「十年保ど前、洋子さんという編集者（新潮社・実名）に翻訳の原稿をきびしく催促されて
いたことがあります。むろん、遅れているぼくに咎があるのですが、それにしてもきびしい
わきびしいわ。電話口でつぶやいてしまいました。 
――ああ、色気のない……鬼のような……。 
――色気がないといわれようが、鬼といわれようが、優しくはなれません！（ガチャン！） 

まもなくFAXがきました。なかなかゲラ刷りにならないので赤ペン 
を手に今夜の寒さが身に染みるという、それはそれは優しい、しおらしい文面です。ゲラ刷
りというのは、本になる前の試し刷りです。編集者がこれに赤ペンで直しを入れます。 
　じわっと骨身にこたえました。女性というのは手練手管に長けておりますなあ。 
　そこで返信FAX―― 

いろはつるともおにやうこせかみのてれんまたふあくすけらそめぬゆゑひさむしよわきをな
えゐほねちへり 

色果つるとも　鬼洋子 
せがみの手練　またファクス 
「ゲラ染めぬゆゑ日寒し」 
弱気男萎えゐ　骨血減り」 
（同書２０１ページ） 

これ以外にも東京は渋谷の行きつけの店玉久のために「店の名と魚の名と干支を入れたいろ
は歌を、干支の一巡り、一二年間、毎年一昨ずつ作り」、更に、「二〇〇一年の正月には、
わが家を題材にこういうのを作りました」とあつて、 

みのとしやうめまつゆきありはいをほすさかなおせちゑふたけよへぬれえんにくろねこゐて
わらひそむるも 

巳の年や　梅待つ雪在り　杯を干す 
肴（さかな）、お節（せち）、酔（wイェ）ふだけ酔へ 
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濡縁に黒猫居て　嗤ひ初むるも 

正月なので、めでたく松竹梅を入れました。梅待つ（＝松）......酔ふだけ（＝竹）。」 
（同書２０３～２０４ページ） 

「いろは歌を初めて作ったのは、羽生善治さんと対談をすることになっていた前夜でした。
いよいよ明日は天才と対談だというわけで、興奮して眠れない。天才と対談するからには、
天才の片鱗のようなものを携えていかねばならないと考えましてね。ジェイムズ・ジョイス
という天才は携えていくつもりでしたが、横文字の世界の人だし……と、そのとき、ふっと
閃いたのです。そうだ、日本語という天才、僕の親友の天才を携えていこうと思いついたの
です。それでぼく自身がまだ指していない指し手、つまりいろは歌を作ろうと思い立ちまし
た。 

　羽生さんの七冠王が実現間近といわれていた。ですから七冠王を入れなければなりません。
ここで困ったことがありましてね。つまり、冠をカンムリと読むときは、歴史的仮名づかい
で「かんむり」です。しかし冠を「カン」と読むとき、歴史的仮名づかいでは「くわん」と
なる。ところが「しちくわんわう」とすると、七冠王そのものが入らない。ですから「しち
カンわう」と表記せざるをえなかったのです。 

まさゆめなりてくらゐすへのとけきはるやひろをたむおもゑみこほれしちかんわうあせぬえ
いよつねにそふ 

正夢成りて位（くらゐ）統（す）べ　のどけきはるや日路（ひろ）を彩（た）む　面笑（お
もゑ）みこぼれし七冠王　褪せぬ栄誉　常に添ふ 

はふめいしんほまれさきむらたつをねゆうろこえておくへとわけゐるそのちゑやぬひなすよ
せにかみもあり 

羽生名人　誉咲き　群（むら）立つ屋（を）根ゆ迂路超えて　奥へと分け入る　その知恵や　
縫日成す寄せに神もあり」 
（同書２０３～２０４ページ） 

一晩で二つもいろは歌を作るといふのは凄い。この先もいろは歌による翻訳が続きます。次
の一行の英語をいろは歌の四十七文字のひらかなの日本語で訳するのです。 

The quick brown fox jumps over the lazy dog. 

さうしてこれに母さんギツネの訳したいろは歌と父さんギツネの訳したいろは歌とふた通り
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のいろは歌を更に付け加へて訳し分けて見せる。 

他の文章や翻訳も、引用はしませんが、ここまで来ると狂気である。と、考へてみれば、翻
訳者といふのは、安部公房流にいへば越境者ですから、なるほど狂気から狂気へと渡る間に
正気の顔して柳瀬尚紀といふ名前で浮世といふ「いさばやさあんこに入って語用聞きから始
め」て顔見せしてゐるものが、ヤナセな男になつたといふことでありませう。あつ、イナセ
なの間違ひでした。 

以上紹介した他に、回文の段あり。まあ、これもまた病膏肓に入るといふべき素晴らしい段
です。 

さて、そこで、最後に私も安部公房を題材にしていろは歌を作つてみようとしましたが、う
んうん唸つて幾時ぞ、到頭出来ずに筆を投げました。これは根性が要る苦行です。結局、こ
の書評の最後の一行は、これに極まれり。 

やつばり、柳瀬尚紀ば天才だべな。 
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安部公房とチョムスキー 
（１０）

目次 

１。ヨーロッパ文明の近代とは何であつた/あるのか 
２。西洋近世哲学史の中の安部公房の位置 
３。バロックとはどういふ時代か 
３.１　バロックとは何か 
３.２　バロック建築：差異の建築 
３.３　バロック文学：差異の文学 
３.４　バロック哲学：差異の哲学 
４。チョムスキーの統辞理論とバロックの言語学：生成文法とポール・ロワイ
ヤル文法 
（１）チョムスキーの統辞理論とは何か 
（２）ポール・ロワイヤル文法とは何か 
４.１　チョムスキーの疑問に回答する：日本語の持つ冗長性とは何か 
５。ポール・ロワイヤル文法とラシーヌ 
６。「２。西洋近世哲学史の中の安部公房の位置」に関する補遺的説明 
（１）再度バロックとは何か：バロックの概念ー歪な真珠とは何かー：真珠の分類と存在の凹の形象の一致 
７。 一神教と大地母神崇拝をtoplogyで読み解く 
７。１　一神教のtopology 
７。２　大地母神崇拝のtopology 
７。３　一神教のtopologyを大地母神崇拝のtopologyに変形する 
８。スコラ哲学は２１世紀にも生きてゐる 
９。ネットワーク・トポロジーの変遷で近代ヨーロッパ文明の３００年間を読む 
１０. 近代ヨーロッパの１７世紀に何があつたか 
（１）宗教：キリスト教（カトリック、プロテスタント）の内部の宗教戦争 
（２）政治：ウエストファリア条約：近代国家同士のヨーロッパ内部の政治戦争 
（３）経済：株式会社と中央銀行の成立：近代国家同士のヨーロッパ外部の経済戦争 
（４）文化：超越論に依るバロックといふ差異の様式 
　　　①目に見えるバロック様式：都市設計、建築、庭園、美術、天文学 
　　　②目に見えないバロック様式：文学、哲学、論理学、修辞学、文法学、数学（幾何学）、音楽 
１１。イスラム文明の視点から近世・近代ヨーロッパ文明を相対化する：イスラムから見た近代史：『イスラームか
ら見た「世界史」』（タミム・アンサーリー著。小沢千重子訳）を読む：一神教内部の宗教と文明の戦争 
１２。アフリカ大陸文明の視点から近世・近代ヨーロッパ文明を相対化する：『新書アフリカ史』を読む 
１３。 日本列島文明の視点から近世・近代ヨーロッパ文明を相対化する：大地母神崇拝と一神教の文明間戦争 
１３. １　座談会『近代の超克』（文芸誌『文学界』（１９４２年（昭和１７年）９月及び１０月号））を読む 
１３. ２　座談会『世界史的立場と日本』（１９４３年（昭和１８年）中央公論社）を読む 
１３. ３　二つの座談会で指摘された問題の列挙と解決方法について 
１４。Topological（位相幾何学的）な「近代の超克」 
（１）日本の世界史的立場：公武合体政策の解消とバロック的楕円形国體への復帰を 
（２）世界の日本史的立場：汎神論的存在論（超越論）に拠つてヨーロッパ地域での古代の神々の復活を

青字は前回までに 
論じ終つたもの、 
赤字は今回論ずるもの、 
黒字はこれからのもの

休載御免
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哲学の問題１０１ 
（８） 

　　寛容
岩田英哉

目次 

１。今のドイツの「寛容」を示す二枚の写真 
２。ドイツの男色者の生活したいと願つてゐる場所はどこか？ 
３。欧米人（キリスト教徒）はどこで（どのセルで）自由を考へてゐるのか？ 
４。文明論の視点からの考察を入れた「今のドイツ人の頭の中とドイツの国情(v2)」図 
５。「今のドイツ人の頭の中とドイツの国情」図は現実にはどのやうな社会現象として現れて
ゐるか 
６。ドイツ人は何に耐えなければならないのか？ 
７。哲学と政治学の思想の方面から眺めると一体物事はどのやうになつてゐるのか？ 
８。改めて「寛容」とは何か 
９。マルクス主義の詭弁を徹底的に論破する 

＊＊＊ 

１。今のドイツの「寛容」を示す二枚の写真 
今のドイツを示す二枚の写真を冒頭に掲げませう。のほほんと生きる事のできてゐる日本列
島に住むあなたには、もしあなたがさうやつて生きてゐる日本人の一人であれば、これは衝
撃的な写真でありませう。 
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この二つの写真が、この「寛容」と云ふ題の元に掲げられてゐるのです。最初の例が寛容
の例として、二つめの例が非寛容の例として。しかし、追々証明して明らかになるやうに、
これは同根の社会現象です。問題はこれがドイツだけの問題ではないといふことです。最
近ではLGBTを巡つて『新潮４５』が実質廃刊といふべき休刊になりました。 

【この章を読んでの結論】 
文化の領域、即ち人間を量で考えることなく（これは政治のなすこと）個々人の人間を質
の観点から考へ、それぞれ個々人の人生を大切にし、また道徳を大切にして生きる領域で
は、LGBTを始めとするpolitical correctiness（ポリティカル・コレクトネス）といふ共産
主義を唱へるマルクス主義者は総称して呼ばれてをり、欧米では明確に「文化的マルクス
主義」（cultural marxism：カルチュラル・マルキズム）と命名されてゐる。 

文化的マルクス主義者は、個人の要求を政治的な要求と同列に並べて論じ、この境界を曖
昧にして、文化の問題を政治の問題に意図的に混同し、混同させて、法律化を図り、その
意図（各国各民族の文化破壊）を暴力的・強権的に及ぼするといふ手口を用ひてゐる。こ
の章でマルクス主義者たる著者が、「寛容」の名の下に此のことを自ら文字にして言つて
ゐるので間違ひのないことです。キリスト教の寛容と文化的マルクス主義の寛容の意味が
全く異なることは本文で論じた通りです。 

そして、そのマルクス主義の「寛容」を実現するに至るための手段が検閲である。勿論、
至つた後も検閲は益々強化されて継続する。ジョージ・オーウェルの『１９８４』の世界
の到来です。検閲をする具体的な企業の名前として、国際的なネット社会でネットワーク・
ヘゲモニーを握る、通称FAGAと呼ばれるFacebook、Amazon、Google、Appleがあり、
加へてTwitterもまた同類の検閲をしてゐるわけですが、具体的な例としてGoogle傘下の
YouTubeによるアメリカのPrager Universityといふ質の高い教育動画シリーズの突然削除
問題を例に挙げて実例を示しました。即ち、次の連鎖がある： 

ーマルクス主義ー政治と文化の混同ーpolitical collectness（LGBT他）ー検閲ーネットワー
ク・ヘゲモニーー監視社会ー言論封殺ー 

２０世紀に地上で猖獗を極めたマルクス主義が、２１世紀に名前を変へて尚生き残りネッ
ト上で跳梁跋扈していゐる。２０世紀は共産圏諸国が１９８４であつたが、仮想現実と現
実の両方でマルクス主義がヘゲモニーを握つたら、２１世紀は地球全体が２０８４になる。
これを許してはならない。 

以下に論証します。 

この写真を見ますと、キリスト教の教義に、即ちローマ法王庁の教義に反するものを肯定
することが、寛容であり、それに対して、ローマ法王庁の教義に反するものを否定するこ
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とは、非寛容または不寛容であるといふ理屈のあることが判ります。これはキリスト教の
寛容ではなく、反キリスト教の寛容といふべきです。 

これは、前者の写真に対する私の理解の説明です。何故キリスト教の寛容と敢へていふか
と言ひますと、『安部公房とチョムスキー』を連載し、また此の『哲学の問題１０１』を
連載して来て、やはりドイツ人にとつては、さうしてヨーロッパの（といふことは移民の
建てた国であるアメリカもまた）この唯一絶対神Godを戴くことが、どんなに思考論理に、
従ひ思想と文化に、従ひ欧米の、特にこの場合はヨーロッパにあるドイツに深い影響を与
へてゐるかを、しみじみと、その良し悪しと歴史的な植民地主義の功罪は別にして、思ふ
からです。即ち、キリスト教の寛容とは、その一神教のtopologyから見ても、決して人間
の抱く寛容ではなく、従ひ人間が人間に対する寛容ではなく、唯一絶対神Godが人間に施
す絶対命令的な寛容でありますから、前者の写真の男色者たちにとつては、それはニーチェ
の創造したツァラトゥストラが街中を走り廻つてGodの死を触れ廻つたあとでも、否、そ
の後は尚、非キリスト教といふ意味の領域で、即ちキリスト教の外部で生活することが大
事だといふことになつてゐるのでせう。 

それでは、寛容を求めて、男色者はどこで生活することができるのでせうか？ 

この『哲学の問題１０１』の著者は、これまで読んだ通り、そして哲学の問題の分類の仕
方をみれば明らかなやうにマルクス主義者ですから、唯物論者であつて、（安部公房のい
ふ人間の最後に残つた最上位の組織が国家といふ概念ではなく）人間の組織の最上位概念
は社会だと言つてゐる。さうすると、男色者は、非キリスト教の意味の領域であり且つ社
会の内部で生活したいと思つてゐることになります。何故なら、キリスト教の歴史上、あ
り得る性的な組み合はせは男女の関係だけであり、日本のやうには男男、女女といふ組み
合せは、旧約聖書のアダムとイヴの話からいつてもあり得ず、人間の生殖器官視点による
性（sex：セックス）といふ分類で観ると、最初の写真の男男といふ組み合はせは禁圧され
て来たからです。これは旧約聖書に基礎に置く一神教の世界ではさうなります。近世・近
代ヨーロッパの哲学者が範とした古代ギリシャは多神教の世界ですから、性はそのやうに
禁圧的にあるではなく、プラトンの描くソクラテスの生活を見ますと、美童を愛でる風習
のあつたことが判ります。汎神論的な世界の一つである日本もまた同様で、江戸時代の浮
世絵画家の春画を見ますと、男女、男男、女女全ての組み合わせの生態といふよりも性態
が美的に、そして抑制と誇張と美（特に和服の美しさ）が同居して全体が絵としてまとま
つてゐる分だけエロティック（erotic）に人間の本質が正直に描かれてをります。『安部公
房とチョムスキー』を書き、この『哲学の問題１０１』を書いて私の思ふことは、日本人
は性に関しても無邪気だといふこと、邪気がないといふことです。大体明治政府が禁ずる
までは、公衆浴場は男女混浴であつた。欧米白人種キリスト教徒の文明を入れるに当たり、
彼奴等が此の習俗に目を剥いたからといつて此れを廃してしまつたのは、私が思ふに、間
違ひなく日本の文明の破壊であり退歩であつた。どつちが文明国かわかつたものではない
のです。このことは性（sex）に於いて現れるといふことを、今回の哲学の問題は教へてく
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れます。 

Transgender（トランスジェンダー）についても、美童を女装させて成人男性が愛する姿
を描くなど、既に江戸時代にはトランスジェンダーもあつたのです。２１世紀の今頃にな
つて、性（sex）の世界でダーウィンの進化論に乗り遅れた欧米のキリスト教徒または非
キリスト教徒たちに今更とやかく言はれる筋合いのものではない。カソリック教会の僧侶
たちが隠れて幼児虐待といふ名の聖歌隊の少年たちに男色行為をして来たなどといふのと
同様のことであるのだから、日本人に文句をいふのではなく、文句があるならローマ法王
に言へ、といふことなのです。トランスジェンダーは、生殖視点の性（sex：セックス）
と文法視点即ち言語論理（logos：ロゴス）視点の性（gender：ジェンダー）の混同によ
るものです。そして、この混同を意図的にマルクス主義を含む共産主義が欧米で起こして
ゐると私は考えへてゐます。そして、いつものやうに遅れて、LGBTと記号化されて、確か
にかうして考へ来ると現実の生活を欠いた、生きた人間の心を失つた、何しろ共産主義は
唯物論ですから人間は物質であると言つて、乱暴に日本に入つて来た。しかし、日本語に
文法的な性（ジェンダー）はなく、また歴史的に性（sex）の組み合はせの場合を尽くし
てをりますから、私たちにこんな記号は必要ない。文句があるならローマ法王に言へ、と
なるのです。どつちが文明国かわかつたものではありません。古事記によれば天照大神（あ
まてらすおほみかみ）が天岩戸に御隠れになつた時、天宇受賣命（あめのうずめのみこと）
が、欧米みたいな流行りのポールはないが、もつと過激に陰部を晒して（今の言葉でいへ
ば）ストリップを踊つた国であるぞ、今頃になつて日本の汎神論的な文明・文化に気づい
て遥々（はるば）るとユーラシア大陸をマルコポーロみたいに横断して来て日本人の性
（sex）に触れるならば、LGBTの空念仏を暴力的に唱へるのではなく、もつと礼節を持
ち礼儀を弁（わきま）へて教へを乞ふてもらひたいものである。セックスについても、マ
ルコポーロみたいに黄金の国ジパングと知つてから入つて来い。と、まあ、これらについ
てのもつと辛辣なる過激な、即ち性（sex）に関する根源的（radical：ラジカル）な近代
ヨーロッパ・キリスト教文明批判考察は別稿とします。何しろ明治維新以来今年（２０１
８）で１５０年も遅れてやつて来て、今頃LGBTだあ？そんなことは日本人には常識であ
る、きちんと日本の文化と伝統を勉強してから、一昨日（おととい）来いといふことです。

２。ドイツの男色者の生活したいと願つてゐる場所はどこか？ 
さて、江戸の浮世絵は別途論ずるとして、男色者の思つてゐる、非キリスト教の意味の領
域であり且つ社会の内部で生活したい領域を図で示すと次のやうになります。（後述の中
でこの図のversion２をダウンロード用のURLを示します。） 
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３。欧米人（キリスト教徒）はどこで（どのセルで）自由を考へてゐるのか？ 
このやうに考へますと、私たちとは異なり、ヨーロッパを観るには、次の三つに加へて四
つ目に宗教を加へて男色者の問題を、といふことはLGBTといふ記号化された対象を問題と
して考へることがどうしても大事だといふことになります。 

（１）政治 
（２）経済 
（３）文化 
（４）宗教 

このことは既に自由の問題を読んだときに（もぐら通信第９０号）文中から意味を読み取
つて作成した次のmatrix（マトリクス）も併せて考へることができます。 
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マトリクスを上記の（２）経済と（３）文化を追記して拡張します。このマトリクスのダ
ウンロードは次のURLへ：https://ja.scribd.com/document/391146461/欧米人-キリスト
教徒-はと-こて-と-のセルて-自由を考へてゐるのか-v2 

https://ja.scribd.com/document/391146461/%E6%AC%A7%E7%B1%B3%E4%BA%BA-%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E5%BE%92-%E3%81%AF%E3%81%A8-%E3%81%93%E3%81%A6-%E3%81%A8-%E3%81%AE%E3%82%BB%E3%83%AB%E3%81%A6-%E8%87%AA%E7%94%B1%E3%82%92%E8%80%83%E3%81%B8%E3%81%A6%E3%82%90%E3%82%8B%E3%81%AE%E3%81%8B-v2
https://ja.scribd.com/document/391146461/%E6%AC%A7%E7%B1%B3%E4%BA%BA-%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E5%BE%92-%E3%81%AF%E3%81%A8-%E3%81%93%E3%81%A6-%E3%81%A8-%E3%81%AE%E3%82%BB%E3%83%AB%E3%81%A6-%E8%87%AA%E7%94%B1%E3%82%92%E8%80%83%E3%81%B8%E3%81%A6%E3%82%90%E3%82%8B%E3%81%AE%E3%81%8B-v2
https://ja.scribd.com/document/391146461/%E6%AC%A7%E7%B1%B3%E4%BA%BA-%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E5%BE%92-%E3%81%AF%E3%81%A8-%E3%81%93%E3%81%A6-%E3%81%A8-%E3%81%AE%E3%82%BB%E3%83%AB%E3%81%A6-%E8%87%AA%E7%94%B1%E3%82%92%E8%80%83%E3%81%B8%E3%81%A6%E3%82%90%E3%82%8B%E3%81%AE%E3%81%8B-v2
https://ja.scribd.com/document/391146461/%E6%AC%A7%E7%B1%B3%E4%BA%BA-%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E5%BE%92-%E3%81%AF%E3%81%A8-%E3%81%93%E3%81%A6-%E3%81%A8-%E3%81%AE%E3%82%BB%E3%83%AB%E3%81%A6-%E8%87%AA%E7%94%B1%E3%82%92%E8%80%83%E3%81%B8%E3%81%A6%E3%82%90%E3%82%8B%E3%81%AE%E3%81%8B-v2
https://ja.scribd.com/document/391146461/%E6%AC%A7%E7%B1%B3%E4%BA%BA-%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E5%BE%92-%E3%81%AF%E3%81%A8-%E3%81%93%E3%81%A6-%E3%81%A8-%E3%81%AE%E3%82%BB%E3%83%AB%E3%81%A6-%E8%87%AA%E7%94%B1%E3%82%92%E8%80%83%E3%81%B8%E3%81%A6%E3%82%90%E3%82%8B%E3%81%AE%E3%81%8B-v2
https://ja.scribd.com/document/391146461/%E6%AC%A7%E7%B1%B3%E4%BA%BA-%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E5%BE%92-%E3%81%AF%E3%81%A8-%E3%81%93%E3%81%A6-%E3%81%A8-%E3%81%AE%E3%82%BB%E3%83%AB%E3%81%A6-%E8%87%AA%E7%94%B1%E3%82%92%E8%80%83%E3%81%B8%E3%81%A6%E3%82%90%E3%82%8B%E3%81%AE%E3%81%8B-v2
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ここで『安部公房とチョムスキー（３）』（もぐら通信第８１号）の「７.１　一神教の
topology」で作成した「政治と経済の内部から外部の自然まで」図を再掲しますので、ご
覧ください。ダウンロードは次のURLへ：https://ja.scribd.com/document/377551236/
政治と経済の内部から外部の自然まて 

上図を見ると、マルクス主義は、文化を政治の下位または劣位に置いて其の外部にある伝統、
歴史、神話、自然を全て破壊する運動であると判ります。これに加へて、この円盤の上にあ
る宗教、従ひ民族、国家を破壊し、人間を殺すことになることが一目瞭然です。 

さて、後者の写真、即ちナチス式の敬礼をしてゐる男性たちの写真の意味するところは、上
の「今のドイツ人とドイツの国情」の図解を併せて考へますと、非キリスト教圏であり且つ
ドイツ民族の本来の国家を求める運動であるといふことまではわかりました。 

実は、この写真に添へてある小さな活字で書かれてゐる説明によれば、ドイツではなくイタ
リアのミラノでの写真で２０１２年撮影とあるのです。こんなナチス式の敬礼はドイツ本国
では見られなくなつたのでせうか？わたしはさうは思ひません。これはドイツ人の男たちな
のですが、法律で禁止されてゐる行為をしてゐるので、写真掲載時に（Mailand、２０１
２）、即ちマイラント（ミラノ）で２０１２年といふ説明を一行入れたのだと推測します。
この写真そのものが違法行為を逃れるための方便であるのかも知れません。いづれにせよ 

https://ja.scribd.com/document/377551236/%E6%94%BF%E6%B2%BB%E3%81%A8%E7%B5%8C%E6%B8%88%E3%81%AE%E5%86%85%E9%83%A8%E3%81%8B%E3%82%89%E5%A4%96%E9%83%A8%E3%81%AE%E8%87%AA%E7%84%B6%E3%81%BE%E3%81%A6
https://ja.scribd.com/document/377551236/%E6%94%BF%E6%B2%BB%E3%81%A8%E7%B5%8C%E6%B8%88%E3%81%AE%E5%86%85%E9%83%A8%E3%81%8B%E3%82%89%E5%A4%96%E9%83%A8%E3%81%AE%E8%87%AA%E7%84%B6%E3%81%BE%E3%81%A6
https://ja.scribd.com/document/377551236/%E6%94%BF%E6%B2%BB%E3%81%A8%E7%B5%8C%E6%B8%88%E3%81%AE%E5%86%85%E9%83%A8%E3%81%8B%E3%82%89%E5%A4%96%E9%83%A8%E3%81%AE%E8%87%AA%E7%84%B6%E3%81%BE%E3%81%A6
https://ja.scribd.com/document/377551236/%E6%94%BF%E6%B2%BB%E3%81%A8%E7%B5%8C%E6%B8%88%E3%81%AE%E5%86%85%E9%83%A8%E3%81%8B%E3%82%89%E5%A4%96%E9%83%A8%E3%81%AE%E8%87%AA%E7%84%B6%E3%81%BE%E3%81%A6
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この写真がドイツ人の男だとして話を続けます。 

ここで、一度この文明論の視点から広角で俯瞰してから、また本題に戻つて焦点を当てま
す。 

４。文明論の視点からの考察を入れた「今のドイツ人の頭の中とドイツの国情(v2)」図 
『安部公房とチョムスキー（８）』（もぐら通信第１号）の「７。 一神教と大地母神崇
拝をtoplogyで読み解く」＞「７.３　一神教のtopologyを大地母神崇拝のtopologyに変形
する」＞「（５）変形５：２０世紀：ハイデッガー」より引用して話を続けます。： 

「ハイデッガーと同時代の政治勢力であつたナチズムは、反マルクス主義（狭義の共産主
義）、反キリスト教、反ユダヤ教であるといふ反一神教であつたといふことから、他方大
地母神崇拝の運動がナチズムであつたといふことができる［註２７］。即ち、古代ヨーロッ
パのゲルマン民族の神々の世界の復活と、それから当時のドイツを第三帝国と呼んだやう
に、このやうな帝国が神聖ローマ帝国の復活でもあるといふこと、即ちかうして見ると、
やはりナチズムは、ルネサンス以前のヨーロッパ中世へ、そしてドイツ民族の古代へと更
に、戻らうとする運動であつたといふことなり、ここに於いて、ナチズムとマルクス主義
は、近代ヨーロッパにあつては、互ひに否定しあつたとしても、民主主義と資本主義を否
定する同じ運動の二つの側面であつたといふことになります。 

 ［註２７］ 
この同じ反キリスト教的なヨーロッパの動きの一つが、現代にも現れてゐます。『5 言葉の眼12：スイスの
世界最長トンネル開通式典の異様：大地母神崇拝の復活とキリスト教の衰退』（もぐら通信第７４号）をご
覧ください。 

ヨーロッパ地域の人間たちは、ナチズムが、自分たちの宗教（キリスト教）と政治（民主
主義）と経済（資本主義）から生まれるべくして生まれた同じ「一人勝ち独占型」トポロ
ジーの絶対中央集権的な主義（イズム）であり教義（ドグマ）であることを反省しない限
り（反省といふ意味はナチズムが悪であるとだけ決めつけて考へる事ではなく、自分たち
の歴史的事実の問題として、ナチズムが悪だと思ふならば、ナチズムとは何かを問ひ答へ
ることである）、即ち自分たちの宗教（キリスト教）と政治（民主主義）と経済（資本主
義）が此の一神教的なトポロジーを三つの領域で常に共有して来たし、現にしてゐるとい
ふ事を反省しない限り、今も同じことを繰り返してゐる筈であるし、これからも同じ事を
繰り返す事になるといふ事である。上記三つのtopologyは絶対的中央集権のtopologyです
から、これを離れて、超越論の系譜を意識して選択することが、この地域の人間達の向か
ふべき道になるでせう。 

ことここに至ると、資本主義とマルクス主義の相違は、同じ広義の共産主義であるとして
も、貨幣を何だと考へるか［註２８］といふ点にあるといふことになります。貨幣は言語
であり存在ですから、貨幣を否定する経済主義は、人間を当然のことながら殺戮して止ま
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ないことは、マルクス主義の歴史の示すところです。それでは資本主義はどうかといへば、
ヨーロッパ地域の（またアメリカの）経済学者達は貨幣とは何かといふ問ひに答へること
ができてゐないままに今日に到り、このままに政治家は政治を行ひ、経済の国家的な運営
を行つてゐる。しかし、これも大局を観れば、超越論の系譜（汎神論的存在論の系譜）の
意識的選択に向かふことになるでせう。 

［註２８］ 
貨幣とは何かについては『安部公房のアメリカ論（３）～贋物の国アメリカ～ドーナツとは何か』（もぐら
通信第８１号）で論じましたので、ご覧ください。何故ならば、人間は人間の言ふ事を聞かない。人間は人
間に絶対的には服従しない。これが一神教のtopologyを人間社会や国家経営や経済と政治に適用した場合の
限界です。１８世紀のフランス革命の理念であるとして私たちが学校で教はつた自由、平等、博愛といふ人
間の発明した理念に従ふこと、それから此の理念の実現は、人間は遂になかつたのではありませんか？何故
ならば、これらの言葉の持つ意味の総体、即ち概念は、否定的な定義による以外には定義できない概念であ
るからです。 

人間が人間のいふことを聞くには、その背後にまたは其の上位に、またその根底に、人間を超える何者かが
存在することを必要とする。或いは、その時その場所で、人間が人間以上の存在であることを必要とする。
存在、即ち、神聖なる何かであり、媒介者であり、媒体です。ここは、さうなると、象徴の世界のことであ
る。それが今や時代は、一神教のtopologyではなく、神々のtopologyであるといふことです。」 

上記の文明論の視点からの考察を入れて、最初の「今のドイツ人の頭の中とドイツの国情」
を改訂しましたので、ご覧ください。ダウンロードは次のURLへ：https://ja.scribd.com/
document/391147797/キリスト教とマルクス主義の社会の関係-v2 

https://ja.scribd.com/document/391147797/%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E3%81%A8%E3%83%9E%E3%83%AB%E3%82%AF%E3%82%B9%E4%B8%BB%E7%BE%A9%E3%81%AE%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E9%96%A2%E4%BF%82-v2
https://ja.scribd.com/document/391147797/%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E3%81%A8%E3%83%9E%E3%83%AB%E3%82%AF%E3%82%B9%E4%B8%BB%E7%BE%A9%E3%81%AE%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E9%96%A2%E4%BF%82-v2
https://ja.scribd.com/document/391147797/%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E3%81%A8%E3%83%9E%E3%83%AB%E3%82%AF%E3%82%B9%E4%B8%BB%E7%BE%A9%E3%81%AE%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E9%96%A2%E4%BF%82-v2
https://ja.scribd.com/document/391147797/%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E3%81%A8%E3%83%9E%E3%83%AB%E3%82%AF%E3%82%B9%E4%B8%BB%E7%BE%A9%E3%81%AE%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E9%96%A2%E4%BF%82-v2
https://ja.scribd.com/document/391147797/%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E3%81%A8%E3%83%9E%E3%83%AB%E3%82%AF%E3%82%B9%E4%B8%BB%E7%BE%A9%E3%81%AE%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E9%96%A2%E4%BF%82-v2
https://ja.scribd.com/document/391147797/%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E3%81%A8%E3%83%9E%E3%83%AB%E3%82%AF%E3%82%B9%E4%B8%BB%E7%BE%A9%E3%81%AE%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E9%96%A2%E4%BF%82-v2
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この図中の右上のテキストボックスにコメントしたやうに、 

「ナチズムの再現と男色者の求めてゐる場所は同じだといふことになる。違ひは前者がゲ
ルマン民族国家の建設であるのに対して、後者はマルクス主義（グローバリズム）による、
LGBTといふpolitical correctnessを利用した、男色者社会の実現といふところにある。後
者は国家を否定してゐる。」 

といふことであれば、何故この著者が二つの写真を「寛容」といふ題をつけたのかといふ
理由は理解することができます。 

この寛容といふ言葉の意味は、それぞれの写真の中の男たちの使ふ意味が、求める場所は
同じであつても、そこで実現したい人間の組織の目的と、従ひ理想とする組織の大きさと
適用範囲は、全く異なる。否、異なるどころか、全く正反対の意味となつてゐます。 

私が心配するのは、ネットでドイツ語の番組が実況中継で、また録画された動画として視
ることができるので、最近は視聴する機会が多いのですが、後者の連続的な１５分番組
に”Easy German”といふ街頭突撃インタヴュー番組があり、ある時「ドイツ人はドイツ人
の特徴をどう思ふか？」といふ質問をしたところ、若い人たちの答への幾つかに「寛容」
といふ言葉が返つて来たことです。その言葉の使ひ方の意味は、非キリスト教であつて且
つドイツ人でありたいといふことですから、回答者が意識せずとも、無意識にはナチズム
の再現、即ち二つ目の写真を志向し、他方男色者社会については、これを論理的には性
（sex）の問題としては本人が男色者でなければ否定するところの筈ですが、ところが、
この問題になると否定するのではなく逆に肯定をして、寛容といつてゐるのです。私の見
た若者たちは男色者ではありませんでした。後者の男色者の肯定は、実は論理ではなく、
論理でなければ感情ですから、情緒的な馬糞論理学に堕ちてゐるといふ事になります。 

この論理と感情の混同した意識の在り方は、移民の流入に対する同じドイツ国内での反対
デモに関しても現れてゐます。 

５。「今のドイツ人の頭の中とドイツの国情」図は現実にはどのやうな社会現象として現
れてゐるか 
旧東ドイツであつた町にケムニッツといふ町があり、ここで移民としてドイツ国家の元に
保護されてゐる移民たちが（この地位についての法律上の用語があり、要するに一時的な
仮住まひを許されてゐる外国人）が、町の１０歳の男の子を殺害し、２０代の女性を複数
の移民の男たちが強姦し、更にその後も複数の男性に連続的に暴行を加へたといふ事件が
最近あつて、町の住民が怒つて横断幕を広げプラカードを立ててデモ行進をしたところ、
旧西ドイツの港町ハンブルクでまた此のデモに対する反対デモがあり、このケムニッツの
デモ行進をしたドイツ人たちはナチスであると言つてゐる若い２０代後半と見える女性の
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インタヴュー映像を見て驚きました。その言葉はやはり出来合いの言葉、出来合いの理屈
の紋切り型で機械的に無機的に話し、言葉が死んでゐました。即ち、ナチスは悪であると
いふ事でナチスとは何かについて考へずにゐて発言してゐることがよく判りました。悪に
ついてこそ考へるべきではないのか。動物に善悪はない。人間が他の動物とは違ふと考へ
て、生物の生態系の連鎖の一番上に位置するとしたのは、ドイツ人の哲学ではないのか。 

また、ドイツの友人に聞いたところ、ある町では人口の半分以上がこの種の外国人ばかり
に占有されて、これではもはやドイツ人の町ではないといつてゐましたが、本当にその通
りです。ドイツの文化は壊れ、従ひ歴史も尊重されず、伝統も従ひ破壊されてゐる/しまふ
といふことになります。 

今のドイツの混乱状態は、上記「今のドイツ人の頭の中とドイツの国情(v2)」の図に示し
た通りです。私たちは極東から、この図に拠つてヨーロッパの様子を眺めてゐれば良い。
ドイツで起きてゐることは、ヨーロッパ全域で起きてゐるでせう。 

「欧米人（キリスト教徒）はどこで（どのセルで）自由を考へるのか」のマトリクスに拠
れば、この混乱は、（人種、宗教、政治、経済、文化）のすべての領域で混乱を惹き起こ
してゐる事が判ります。これは事実報道される通りの事です。人種の下位概念は民族です。

また、文化の中には言語が入つてゐますが、これを外に出して新たに列（column：カラ
ム）を儲けても良いでせう。次回機会あるときに必要であれば、このマトリクスを改める
事にします。 

ちなみに、先の大戦後のドイツでは、子供が教室で先生の質問に答へるために挙手するの
に片手を元気よく挙げることを、ナチスの敬礼に似てゐるといふ理由で禁止し、同じ此の
本にある次の写真のやうな人差し指だけを伸ばして手を挙げる事を指導をしたので、こん
な子供になり、この子が育つて上述のハンブルグの若い女性のやうな、仮寓の難民に対す
るドイツ人自身に行はれた犯罪的な暴力についても、移民を受け容れるといふ寛容を否定
するとして、これをナチス呼ばはりして反対するといふ、こんな惨憺たるドイツ人の現状
とはなつてゐるのです。日本人はドイツ人の轍を踏むことをしてはなりません。自分の頭
で日本人の歴史と人間を思ひ出し、真剣に今考へる事です。 
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余談ですが、上の写真の後ろにある黒板のマトリクスは、ドイツ式の足し算と引き算の計
算の仕方を表してゐて、日本人の計算の仕方と違ふのです。小売の店で大きな額の紙幣を
出すと、上のマトリクスの中の６３といふ額の紙幣を払ひ、５１の額の商品を買つたとし
て、売り子の返してくれるお釣りの小銭の返し方は、残りの１２を、５２、５３、５
４、……と６３まで数えて返してくれるのです。日本人ならば頭で計算して一気にまとめ
て小銭を返すところです。６３といふ数字の数へ方も、ドイツ語では３＋６０と読むので
す。 

さて、前置きが長くなりましたが、しかし、今のドイツの寛容の意味についてほとんど全
てを二枚の写真を読んで語つたのではないかと思ひますが、いつもの通り文章といふ文字
の中身に入ります。 

６。ドイツ人は何に耐えなければならないのか？ 
この章の副題は「私たちは何に耐えなければならないのか？」といふものです。寛容とは
何かに耐える事らしい。最初の男色者たちの結婚の写真についてゐるコメントは、次のや
うなものです： 

「本当の寛容とは、他の者に対する忍耐を要求するのみならず、尊敬と承認し賞賛するも
のである。これに属するのは、例へば、男性の同性婚の許可のやうな法律的な平等（同じ
地位）である。」 

といふものです。 

寛容とは道徳の問題であつて、法律の問題ではありません。法律的な裁判官の判決が、私
たちの道徳的判断と異なることは往々にしてあります。もしこんな道徳の問題を法制化し
たら、人間は法律に従ひ、道徳があつても社会的にはその人は道徳の力を発揮できず、道
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徳を失ふ事になります。といふことは、最近起きた新潮４５のLGBT事件は、 

文化といふことは、言語といふ言葉の他に、日本人なら日本語の他に、日本人の道徳とい
ふものが文化といふ言葉の中には含まれてゐるといふ事、これを教訓として私たちは銘記
すべきだといふことになります。なぜならば、ここに言葉による偽善が生まれるからです。

法律と道徳の隙間に生きるのが生きた人間であるものを、前者に後者を従属させると言葉
の偽善が生まれる。 

これがドイツ人に学ぶ私たちの教訓です。それでは、後者に前者を従属させるとどうなる
でせうか。私は良い事づくめだと思ひますが、しかし、道徳的な判断には感情が入ります
から、法理を破ることが往々にして起きませうから、やはり法律は法律の世界の規則を遵
守するのでなければ、治安が乱れるでせう。やはり、範疇は互ひに独立してゐて、為政者
と司法が、全体の均衡（バランス）をよくとりながら政治を行ふといふ事になります。 

さて、副題の直ぐ下に次の言葉がまた小さい活字で書かれてゐます。これは寛容といふ言
葉の意味の具体的な説明です。一体男色者の結婚とは、この三つの場合のうちのいづれで
ありませうか。 

「隣人がまた祝ひごとをしてゐる。その家から大きな音楽が強烈に聞こえる。午前二時で
あり、神経質になつて眠れない。苦情をいふべきであらうか、それとも警察を呼ぶべきで
あらうか、あるいは言つて見れば、騒音に”寛容”であつて此れを受け容れるべきであらう
か。」 

いふまでもなくドイツ人の選択は、三つ目の騒音であつても我慢をするといふこと、非常
識であつて道徳的ではないものを受け容れるといふ選択です。勿論、人はこんなことを一
般化することはできませんから、それではどうしたかといふと、これが法律にする、即ち
立法化するといふことなのです。ドイツ人はこれを選んだ。即ち道徳と文化の問題を政治
の問題にして範疇をぶち壊して、味噌も糞も一緒にして、私流にいへば脳味噌も馬糞も一
緒にして、法的強制力を騒音の方に持たせて不道徳と非道徳の口を封じたといふこと、こ
れが今日のドイツの国の混乱の原因なのです。大多数の人間が思つてゐることを口に出す
ことを法律で封じて言はせないこと、これは全体主義（ファシズム）です。この対極が老
子の思想で、法律のない国が最も優れた国だと言つています。私は２５００年前の此の支
那の哲学者に一票を投じます。 

以前、かういふジョーク（小話の笑ひ話）を読んだことがあります。これはエスニック・
ジョークといふのでさうですが、さて、 
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海に一艘の船が浮かんでゐて、中にイギリス人、フランス人、イタリア人、ドイツ人、日
本人の男が乗つてゐる。そして、向かふに美女が溺れてゐる。イタリア人には”おい、美女
が溺れてゐるぞ！”といへば、直ぐに飛び込む、イギリス人には”飛び込まなければ紳士
（ジェントルマン）ぢやないぞ！”といへば飛び込む、日本人には”おい、みんな飛び込ん
でゐるぞ！”といへば飛び込む、といふのです。さて、ドイツ人にはどういへば飛び込む
か？、”おい、法律で決まつてゐるぞ！”といへば直ちに飛び込むのださうです。 

結末がわかつてゐて、日本人が同じ愚を犯してはいけない。上のジョークの教訓は、”飛び
込めといはれても、決して皆と一緒に飛び込むな！”といふものでありませう。しかし、
ただ反対して抵抗してゐるだけで、全体が明らかでなければ、また全体を自分の意志で明
らかにしなれば、即ち生まれついた人間の頭を使はなければ、これもまた馬糞の論理学、
即ちクルクルパー論理学の餌食となるのであります。 

別途論じた『Mole Hole Letter（９）：LGBTとは何か（１）』（もぐら通信第９１号）
で対象として、LGBTといふ記号を巡つての月刊誌『新潮４５』の４の５の騒動にあつて、
新潮社の社長の選択は、三つ目の選択肢、即ち、騒音に”寛容”であつて此れを受け容れる
べきであるといふ選択をした事になります。日本語ではこれを臭ひものには蓋といふので
す。一番腐臭を発してゐるのは此の社長の脳味噌であるといふのに。この経営者は日本中
の日本人たちが”おい、みんな飛び込んでゐるぞ！”と叫んでゐるやうに現実が思はれたの
でせう。たつた１００人程度の人間が社屋の門前に押しかけて騒いだからといつて何事で
あるか。三番目の、警察を呼ぶべきであらうかといふ選択肢も、二番目の、苦情をいふべ
きであらうかといふ選択肢もあつた筈です。二番目を選択して『新潮４５』を戦場にして
言論の戦ひとをたならば、同誌の売り上げは急増し、新潮社が上場してゐたら株価も急上
昇したことでありませう。 

７。哲学と政治学の思想の方面から眺めると一体物事はどのやうになつてゐるのか？ 
このやうな政治（法律）と道徳（文化）の混同がドイツ国内に混乱と暴力を生み出してゐ
るのです。これを哲学と政治学の思想の方面から眺めると一体物事はどのやうになつてゐ
るのかを、『言葉の眼１２：スイスの世界最長トンネル開通式典の異様：大地母神崇拝の
復活とキリスト教の衰退』（もぐら通信第７４号）より引用してお伝へします： 

「（８）カール・シュミット：https://ja.wikipedia.org/wiki/カール・シュミット；
https://en.wikipedia.org/wiki/Carl_Schmitt 
日本語のWikipediaは文章の書き方が曖昧でよく理解できないので、英語版から引用しま
す： 

「Carl Schmitt (German: [ʃmɪt]; 11 July 1888 ‒ 7 April 1985) was a conservative[2]
[3] German jurist and political theorist. Schmitt wrote extensively about the effective 

https://en.wikipedia.org/wiki/Carl_Schmitt
https://en.wikipedia.org/wiki/Carl_Schmitt
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wielding of political power. His work has been a major influence on subsequent 
political theory, legal theory, continental philosophy and political theology. It 
remains both influential and controversial due to his close association and juridical-
political allegiance with Nazism; he is known as the "crown jurist of the Third 
Reich".[4] 
Schmitt's work has attracted the attention of numerous philosophers and political 
theorists, including Walter Benjamin, Leo Strauss, Jürgen Habermas, Friedrich 
Hayek,[5] Jacques Derrida, Hannah Arendt, Susan Buck-Morss, Giorgio Agamben, 
Jaime Guzmán, Antonio Negri, Slavoj Žižek and Avital Ronell among many others.」 

【拙訳】 
カール・シュミットは、ドイツの保守の法律家にして政治理論家。シュミットは広く政治
権力の効果的な執行または行使について書いた。その著作は大きな影響力を有し、その影
響下に政治理論、法律理論、大陸ヨーロッパの哲学、そして政治神学が生まれた。シュミッ
トの著作は依然として影響力があり、議論を呼ぶが、それはシュミットがナチズムと近し
い関係を有し、法律的ー政治的な忠誠を共に有してゐたからである。シュミットは第三帝
国の”王冠の法律家”（第一の法律家）として知られてゐる。その著作は数多くの哲学者及
び政治理論学者の関心を惹き、数多（あまた）ゐる中に含まれる者には、ヴァルター・ベ
ンヤミン、レオ・シュトラウス、ユルゲン・ハーバーマース、フリードリッヒ・ハイエク、
ジャック・デリダ、ハンナ・アーレント、スーザン・ブックーモルス、ジオルジオ・アガ
ンベン、ジェーヌ・グズマン、アントーニオ・ネグリ、サルヴォージュ・ツィツェック、そ
してアヴィタール・ロネルがゐる［註２］。 

これら読者の名前を打ち見ても、もはや右翼左翼で識別のできる時代ではないことが、わ
かります。カントーヘーゲルから発した共産主義の系譜の人間も、カントーショーペンハ
ウアーから発した超越論の人間もともに、此の人間の著作を関心をもつて読んだといふこ
とだからです。（後掲する図表１をご覧ください） 

［註２］ 
以上列挙された名前を「２。西洋近世哲学史の中の安部公房の位置」（『安部公房とチョムスキー』（もぐ
ら通信第７３号）の分類により仕分けると次のやうになります。判定の規準は『西洋近世哲学史の中の安部
公房の位置』と題した図です。ダウンロードは：https://ja.scribd.com/document/368975265/西洋近世哲
学史の中の安部公房の位置 

https://ja.scribd.com/document/368975265/%E8%A5%BF%E6%B4%8B%E8%BF%91%E4%B8%96%E5%93%B2%E5%AD%A6%E5%8F%B2%E3%81%AE%E4%B8%AD%E3%81%AE%E5%AE%89%E9%83%A8%E5%85%AC%E6%88%BF%E3%81%AE%E4%BD%8D%E7%BD%AE
https://ja.scribd.com/document/368975265/%E8%A5%BF%E6%B4%8B%E8%BF%91%E4%B8%96%E5%93%B2%E5%AD%A6%E5%8F%B2%E3%81%AE%E4%B8%AD%E3%81%AE%E5%AE%89%E9%83%A8%E5%85%AC%E6%88%BF%E3%81%AE%E4%BD%8D%E7%BD%AE
https://ja.scribd.com/document/368975265/%E8%A5%BF%E6%B4%8B%E8%BF%91%E4%B8%96%E5%93%B2%E5%AD%A6%E5%8F%B2%E3%81%AE%E4%B8%AD%E3%81%AE%E5%AE%89%E9%83%A8%E5%85%AC%E6%88%BF%E3%81%AE%E4%BD%8D%E7%BD%AE
https://ja.scribd.com/document/368975265/%E8%A5%BF%E6%B4%8B%E8%BF%91%E4%B8%96%E5%93%B2%E5%AD%A6%E5%8F%B2%E3%81%AE%E4%B8%AD%E3%81%AE%E5%AE%89%E9%83%A8%E5%85%AC%E6%88%BF%E3%81%AE%E4%BD%8D%E7%BD%AE
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①ヴァルター・ベンヤミン：共産主義、globalism、フランクフルト学派（https://
ja.wikipedia.org/wiki/ヴァルター・ベンヤミン;https://en.wikipedia.org/wiki/
Walter_Benjamin） 
②レオ・シュトラウス：超越論、反マルクス主義、反ナチズム（https://ja.wikipedia.org/
wiki/レオ・シュトラウス；https://en.wikipedia.org/wiki/Leo_Strauss） 
③ユルゲン・ハーバーマース：共産主義、globalism、フランクフルト学派（https://
ja.wikipedia.org/wiki/ユルゲン・ハーバーマス；https://en.wikipedia.org/wiki/
Jürgen_Habermas#Habermas_versus_postmodernists。 
https://plato.stanford.edu/entries/habermas/。https://www.britannica.com/
biography/Jurgen-Habermas） 
④ジャック・デリダ：超越論（https://ja.wikipedia.org/wiki/ジャック・デリダ。https://
en.wikipedia.org/wiki/Jacques_Derrida） 
⑤ハンナ・アーレント：反ナチズム、反全体主義（もしアーレントが全体主義にマルクス
主義と国際金融資本のglobalismを含めたのであれば、これらにも反対したことになる；
https://ja.wikipedia.org/wiki/ハンナ・アーレント；https://en.wikipedia.org/wiki/
Hannah_Arendt） 
⑥スーザン・ブックーモルス（スーザン・バック＝モース）：反マルクス主義、反
globalism、反フランクフルト学派；https://ja.wikipedia.org/wiki/スーザン・バック＝モー
ス；https://en.wikipedia.org/wiki/Susan_Buck-Morss） 

https://ja.wikipedia.org/wiki
https://ja.wikipedia.org/wiki
https://en.wikipedia.org/wiki/Walter_Benjamin
https://en.wikipedia.org/wiki/Walter_Benjamin
https://en.wikipedia.org/wiki/Leo_Strauss
https://en.wikipedia.org/wiki/J%C3%BCrgen_Habermas#Habermas_versus_postmodernists
https://en.wikipedia.org/wiki/J%C3%BCrgen_Habermas#Habermas_versus_postmodernists
https://en.wikipedia.org/wiki/J%C3%BCrgen_Habermas#Habermas_versus_postmodernists
https://plato.stanford.edu/entries/habermas
https://www.britannica.com/biography/Jurgen-Habermas
https://www.britannica.com/biography/Jurgen-Habermas
https://en.wikipedia.org/wiki/Jacques_Derrida
https://en.wikipedia.org/wiki/Jacques_Derrida
https://en.wikipedia.org/wiki/Hannah_Arendt
https://en.wikipedia.org/wiki/Hannah_Arendt
https://en.wikipedia.org/wiki/Susan_Buck-Morss
https://ja.wikipedia.org/wiki
https://ja.wikipedia.org/wiki
https://en.wikipedia.org/wiki/Walter_Benjamin
https://en.wikipedia.org/wiki/Walter_Benjamin
https://en.wikipedia.org/wiki/Leo_Strauss
https://en.wikipedia.org/wiki/J%C3%BCrgen_Habermas#Habermas_versus_postmodernists
https://en.wikipedia.org/wiki/J%C3%BCrgen_Habermas#Habermas_versus_postmodernists
https://en.wikipedia.org/wiki/J%C3%BCrgen_Habermas#Habermas_versus_postmodernists
https://plato.stanford.edu/entries/habermas
https://www.britannica.com/biography/Jurgen-Habermas
https://www.britannica.com/biography/Jurgen-Habermas
https://en.wikipedia.org/wiki/Jacques_Derrida
https://en.wikipedia.org/wiki/Jacques_Derrida
https://en.wikipedia.org/wiki/Hannah_Arendt
https://en.wikipedia.org/wiki/Hannah_Arendt
https://en.wikipedia.org/wiki/Susan_Buck-Morss
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⑦ジオルジオ・アガンベン：超越論（https://ja.wikipedia.org/wiki/ジョルジョ・アガン
ベン；https://en.wikipedia.org/wiki/Giorgio_Agamben；http://1000ya.isis.ne.jp/
1324.html） 
⑧ジェーヌ・グズマン：反共産主義（https://en.wikipedia.org/
wikiJaime_Guzmán#Political_thought；https://en.wikipedia.org/wiki/
Jorge_Alessandri） 
⑨アントーニオ・ネグリ：共産主義。Globalism（https://ja.wikipedia.org/wiki/アント
ニオ・ネグリ；https://en.wikipedia.org/wiki/Antonio_Negri） 
⑩サルヴォージュ・ツィツェック：共産主義、Globalism（https://ja.wikipedia.org/wiki/
スラヴォイ・ジジェク；https://en.wikipedia.org/wiki/Slavoj_Žižek） 
⑪アヴィタール・ロネル：超越論（https://en.wikipedia.org/wiki/Avital_Ronell） 

（略） 

以上のやうに見てまいりますと、今のヨーロッパの政治と宗教と思想の世界は次のやうな
マトリクスになつてをり、このセルのいづれか又はどれをも此の世界のヨーロッパの人間
たちは、言葉は悪いが、このチェスか将棋か碁盤の目の上かで、右往左往してゐることに
なります。（ヨーロッパの知的劣化については最後に述べます。）これを見ても、もはや
日本語でいふ戦後７０年の右翼左翼といふ幼稚な言葉遊びを赦して来た寛大なる日本語の
言論空間は「既にして」「いつの間にか」（超越論的時間）「どこからともなく」（超越
論的空間）日本の外部で消滅しー現実はいつも今遅延して現れます、時間も空間も差異で
あり、従ひ世界は差異だからですー、フランス革命の政治構造は崩壊してゐることが、従
ひ自由・平等・博愛といふ近代民主主義と資本主義のglobalismの観念も崩壊してゐるこ
とが、ヨーロッパの臍であるスイスの政治と宗教と思想の様子をもとに考察しますと、よ
く解ります。言葉の眼で観た日本の今日の混迷の外部が、これです。次の図表１をご覧く
ださい。ダウンロードのURLは：https://ja.scribd.com/document/369971714/キリスト
教-共産主義-Globalism-超越論の関係 

https://en.wikipedia.org/wiki/Giorgio_Agamben
http://1000ya.isis.ne.jp/1324.html
http://1000ya.isis.ne.jp/1324.html
https://en.wikipedia.org/wiki
https://en.wikipedia.org/wiki
https://en.wikipedia.org/wiki/Jorge_Alessandri
https://en.wikipedia.org/wiki/Jorge_Alessandri
https://en.wikipedia.org/wiki/Antonio_Negri
https://en.wikipedia.org/wiki/Slavoj_%C5%BDi%C5%BEek
https://en.wikipedia.org/wiki/Avital_Ronell
https://ja.scribd.com/document/369971714/%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99-%E5%85%B1%E7%94%A3%E4%B8%BB%E7%BE%A9-Globalism-%E8%B6%85%E8%B6%8A%E8%AB%96%E3%81%AE%E9%96%A2%E4%BF%82
https://ja.scribd.com/document/369971714/%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99-%E5%85%B1%E7%94%A3%E4%B8%BB%E7%BE%A9-Globalism-%E8%B6%85%E8%B6%8A%E8%AB%96%E3%81%AE%E9%96%A2%E4%BF%82
https://ja.scribd.com/document/369971714/%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99-%E5%85%B1%E7%94%A3%E4%B8%BB%E7%BE%A9-Globalism-%E8%B6%85%E8%B6%8A%E8%AB%96%E3%81%AE%E9%96%A2%E4%BF%82
https://en.wikipedia.org/wiki/Giorgio_Agamben
http://1000ya.isis.ne.jp/1324.html
http://1000ya.isis.ne.jp/1324.html
https://en.wikipedia.org/wiki
https://en.wikipedia.org/wiki
https://en.wikipedia.org/wiki/Jorge_Alessandri
https://en.wikipedia.org/wiki/Jorge_Alessandri
https://en.wikipedia.org/wiki/Antonio_Negri
https://en.wikipedia.org/wiki/Slavoj_%C5%BDi%C5%BEek
https://en.wikipedia.org/wiki/Avital_Ronell
https://ja.scribd.com/document/369971714/%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99-%E5%85%B1%E7%94%A3%E4%B8%BB%E7%BE%A9-Globalism-%E8%B6%85%E8%B6%8A%E8%AB%96%E3%81%AE%E9%96%A2%E4%BF%82
https://ja.scribd.com/document/369971714/%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99-%E5%85%B1%E7%94%A3%E4%B8%BB%E7%BE%A9-Globalism-%E8%B6%85%E8%B6%8A%E8%AB%96%E3%81%AE%E9%96%A2%E4%BF%82
https://ja.scribd.com/document/369971714/%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99-%E5%85%B1%E7%94%A3%E4%B8%BB%E7%BE%A9-Globalism-%E8%B6%85%E8%B6%8A%E8%AB%96%E3%81%AE%E9%96%A2%E4%BF%82
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この図表１を見て判る通り、「キリスト教と言語再帰性」の視点で「寛容」といふ言葉を
見れば、これはマルクス主義即ち共産主義でありますから、「言語の再帰性の絶対否定」
でありますので、この男色者たちは「私は私である」といふ文を作ることができず、従ひ
外部の社会の、即ち現実の社会の法律の力を借りて此れを法的に強制力を以つて此の再帰
的な文を発声できるやうにしたい、そのために大多数の人間の口を封じても一向に構はな
い、”おい、法律で決まつてゐるぞ！”と言はれて反応してしまふドイツ人の俗情に訴へて
ゐるといふことなのです。これをファシズム（全体主義）といはずしてなんといふのであ
りませうか。「弱者への愛には、いつも殺意がこめられている――」（『密会』のエピグ
ラフ）。安部公房の文学と哲学が２１世紀の今も依然として現実感を以つて生きてゐる証
拠です。あなたは此の有名な一行を如何に解するや。ドイツではドイツ人による仮寓の外
国人に対するテロ行為が起きるでせう。否、日本には報じられないだけで、ひよつとした
ら、既に起きてゐるのかも知れません。日本が同じ国情になつてはならない。 

図表１
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さて、このやうなことから、「キリスト教と言語再帰性」の視点では、写真の男色者たち
は、キリスト教圏にゐながら反キリスト教といふ共産主義であり、非キリスト教徒である
と考へれば、男色者も含めたLGBTとはカルト宗教なのであり、哲学１の列で見ると唯物
論であるのです。ですから、transgender（トランスジェンダー）の場合に性のsexと
gender、即ち生殖器官視点の性と文法学と言語論理の性を混同して、もし自分の体の性を
文法と言語論理の性に従属させて手術を施したりすれば、それは悲劇が起きるでせう。 

また、「キリスト教と政治・哲学思想（A）」の視点では、写真の二人は共産主義の行に
当たり、従ひ、反キリスト教であり、非キリスト教である。 

「ユダヤ教と政治・哲学思想（B）」の視点では、共産主義の行にある通りで、この二人
は、反ユダヤ教であり、非ユダヤ教である。上掲の二つ目の「今のドイツ人の頭の中とド
イツの国情(v2)」で図示して右上のテキストボックスにコメントしたやうに、確かに此の
「言語の再帰性から見た：キリスト教＊共産主義＊globalism＊ナチズム＊超越論の関係」
とふ総合的な観点から見ても、この「寛容」といふ題の元にある二つの写真は「ナチズム
の再現と男色者の求めてゐる場所は同じだといふことになる。違ひは前者がゲルマン民族
国家の建設であるのに対して、後者はマルクス主義（グローバリズム）によるLGBTとい
ふpolitical correctnessを利用した男色者社会の実現といふところにある。後者は国家を
否定してゐる。」といふ事は全く正鵠を射てゐるのではないでせうか。 

これを今YouTubeの動画で見ると、また上記［註２７］で参照を願つた『5 言葉の眼12：
スイスの世界最長トンネル開通式典の異様：大地母神崇拝の復活とキリスト教の衰退』（も
ぐら通信第７４号）を見ても、ヨーロッパ人ははつきりと、cultural marxism（カルチュ
ラル・マルキシズム）即ち文化的マルクス主義と呼んで、その危険性に警鐘を鳴らしてゐ
ます。私たちも此の言葉を日本語で表立つて使ふべきです。日本の国にあつても、この文
化的マルクス主義の最たるものの例が、LGBTを巡る近時の『新潮４５』をの実質廃刊事
件であり、Googleの検閲によるアカウント突然削除問題です。 

この文化的マルクス主義を正直にマルクス主義の暴力的な本質と従ひ其の性格から出たの
だといふことを訴へるのみならず、志としては広く人間の良識と良識に基づいて思考する
とは此のやうなことで、従ひ結論はかうだ、かうでなければやはりどこかおかしいだらう
とアメリカの大学教授や本物の有識者の講義を実に解りやすく行つてくれてゐる１０分か
ら１５分程度の短いYouTube動画を上梓してゐるPrager Universityといふ一連の講義講座
があります。これは主義（-ism）といふイデオロギー（ideology）を主張を否定する、実
に質の高い、教育講座です。この原稿を書いてゐる時点で登録者数が１７５万人。ネット
上の英語の記事を読みますと、２０１６年にこの講座の２１の数のものがGoogleの検閲
用語でいふrestricted mode（制限モード）に入つたといふ、このモードの意味は、日本
で今起きてゐることから察して、削除することを意味してゐると思はれます。 
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このPrager UniversityのYouTubeのホームページのURLは：https://www.youtube.com/
channel/UCZWlSUNDvCCS1hBiXV0zKcA 

このネット大学の講座の一例は、カリフォルニアの有名な大学の英文学の学士の卒業試験
で要求されるのは、gender（文法的な性）、人種、少数民族・人種（ethnicity：エスニ
シティ）、身体障害または性的な研究、帝国主義による植民地主義またはポスト・植民地
主義に関する研究、そして批判理論について、これらの要素を入れて書けといふものです。
これではシェークスピアの研究論文の書きようがない。英文学の授業でシェークスピアの
研究を排除するとは一体なんといふ大学でありませうか。これを説明する「Cultural 
Marxism at the Academic Level」と題する其の動画の映像です：https://
www.youtube.com/watch?v=btVNUDN_P3E 

https://www.youtube.com/channel/UCZWlSUNDvCCS1hBiXV0zKcA
https://www.youtube.com/channel/UCZWlSUNDvCCS1hBiXV0zKcA
https://www.youtube.com/watch?v=btVNUDN_P3E
https://www.youtube.com/watch?v=btVNUDN_P3E
https://www.youtube.com/channel/UCZWlSUNDvCCS1hBiXV0zKcA
https://www.youtube.com/channel/UCZWlSUNDvCCS1hBiXV0zKcA
https://www.youtube.com/watch?v=btVNUDN_P3E
https://www.youtube.com/watch?v=btVNUDN_P3E
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この1分３０秒ほどの講座の説明を聴いてゐると、この文化的マルクス主義とは、ヨーロッ
パの文化・文明の全面否定であり、これは唯物論を唱へて物質的な即ち物理的な暴力をふ
るつた２０世紀のマルクス主義と何ら変はらない。もつと悪いことに、これは物質ではな
いにもかかわらず、目に見えず手に触ることができない筈の人間の精神や心や魂に関する
専門領域、即ち人文科学の領域で今やこのやうに猛威をふるつて文化破壊をしてゐること
です。それが、ドイツの例をみてお分かりの通り、私たちの日常生活にまで及んでゐる。
一体ヒソヒソ話をする生活が楽しい、幸せな生活であらうか？ 

ここでわたしの言ひたいことは、次の７つです： 

（１）ドイツのLGBTの問題はドイツの問題だけではなく、このやうにアメリカの問題で
もある。従ひ逆にいふとヨーロッパ全域の問題であることは自明です。そして、欧米日で
さうなら、これは全世界でさうであらうと考へることができる。 
（２）Googleは二人の若い学生であつた創業者の経営理念を今や裏切り、地球上の文献
を自由に閲覧できるようにするどころか、全く逆に検閲をして、このやうな動画を削除し
てゐる文化的マルクス主義に堕したといふこと。 
（３）これはインターネットを使つた独占企業であるFacebook、Google、Amazon、
Twitterといふネットワーク・ヘゲモニー（network hegemony：ネットワーク独占独裁
権力）を握つてゐるこれら四社は、この検閲をおこなつてゐること。ネット右翼（通称ネ
トウヨ）どころではない、実証的な根拠のあるネット・ファシズム（ネット全体主義）で
あり、ネット・マルクス主義であること。 
実際にわたしはAmazonで検閲で検閲の規定に抵触するといつて書評を投稿できなかつた
経験がある。Amazonからのメールには規定が書いてあつたが、わたしの書評は全く抵触
してゐなかつた。要するに共産主義といふファシズムであるから基準はなく、あるやうに
見せて、曖昧な状態をつくつたままに、判断基準に関する説明は一切ないのです。 
（４）ネット・ファシズムである文化的マルクス主義は、各国各地域の文化と文明を、従
ひ本論考で考察して来たやうに、範疇を弁へず、従ひ節度を守ることなく、道徳を破壊し
て、それこそ社会を破壊するといふこと。それはファシズムですから、ヒットラーのした
やうに、民主主義的な（一見）手続きを踏んで、法律で強制的に大多数の人間を独裁的に
支配しようとする/しつつあること。ですから、 
（５）やはり文化的マルクス主義といふ呼称のみならず、意味を狭めることなく、マルク
ス主義といふ呼称をも頻度高く発声して実践的に警鐘を鳴らすべきであるといふこと。 
（６）インターネットの性格上も、またマルクス主義が共産主義といふglobalism（グロー
バリズム）である以上、各国の反マルクス主義者は同じ戦略を共有して統一戦線を組まね
ばなりません。文明横断的に、それぞれの個別言語圏内で同じ戦略を共有して実行すると
いふことです。 
（７）これは、目に見えない論理戦、思想戦である熾烈な文明間戦争である。実際に死者
もであるであらう。 
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この英語の記事の「Cultural Marxism Update: YouTube Blacklists Prager University 
Videos written by Jim Lakely October 12, 2016」と題した記事のURLは：http://
blog.heartland.org/2016/10/cultural-marxism-update-youtube-blacklists-prager-
university-videos/ 

このマルクス主義によつて危機に晒されてゐるのは、私たちが大切にしなければならない
次の三つです： 

（１）知性 
（２）自由 
（３）批評 

この三つが今の日本では次の三つに文字通りに化けてゐる。文字化けのみならず、ここで
化けてゐるものは一体何か？： 

（１）痴性 
（２）不自由 
（３）ソンタク（忖度。勿論本来の使ひ方から偏向してゐる使ひ方です。ソンタクとはド
イツ語で日曜日の意。毎日が日曜日で仕事をしないで、国民の血税を使つて、あるまじき
ことに新宿の管理売春バーに週に三回も四回も通つてゐるから文科省のあの政務次官はソ
ンタク（Sonntag）ばかりしてゐたのではないのか。） 

８。改めて「寛容」とは何か 
この章の此の問ひの元に挙げられてゐる哲学者は次の３人です。 

（１）ジョン・ロック（１６３２ー１７０４）：『寛容に関する手紙』 
（２）ジョン・スチュアート・ミル（１８０６－１８７３） 
（３）ライナー・フォルスト（１９６４ー） 

この三人の哲学者の寛容に関する理解と見解を、著者がマルクス主義者としての立場から
此の題の最初の段落にまとめてゐますので、これを其のまま訳します： 

「寛容（Toleranz：トレランツ：ラテン語のtolerare、即ちドイツ語の”ertragen（エアト
ラーゲン）、”erdulden”（エアドゥルデン）［註１］）といふ言葉は、一般には忍耐の維
持、他者に対して何かを承諾させる、何かを許可させるといふ意味［註２］であり、寛容
は他の様々な意見に、様々な他の生の形式［註３］に、または宗教的な政治的な様々な立

http://blog.heartland.org/2016/10/cultural-marxism-update-youtube-blacklists-prager-university-videos/
http://blog.heartland.org/2016/10/cultural-marxism-update-youtube-blacklists-prager-university-videos/
http://blog.heartland.org/2016/10/cultural-marxism-update-youtube-blacklists-prager-university-videos/
http://blog.heartland.org/2016/10/cultural-marxism-update-youtube-blacklists-prager-university-videos/
http://blog.heartland.org/2016/10/cultural-marxism-update-youtube-blacklists-prager-university-videos/
http://blog.heartland.org/2016/10/cultural-marxism-update-youtube-blacklists-prager-university-videos/
http://blog.heartland.org/2016/10/cultural-marxism-update-youtube-blacklists-prager-university-videos/
http://blog.heartland.org/2016/10/cultural-marxism-update-youtube-blacklists-prager-university-videos/


もぐら通信  ページ95もぐら通信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

場や見解に関係してゐる。何故ならば、寛容は、通り過ぎる一時的な受身の忍耐（例へば、
隣の家のパーティーの騒音）から、宗教的な少数者たちを承認し、称賛し、感謝する（以
上三つともAnerkennungの日本訳［註４］））といふ積極的なものにまで及んでゐるか
らです。私たちが寛容と結びつけるのは、私的な領域であれ政治的な領域であれ、啓蒙（蒙
を啓くこと）とLiberarität（リベラリテート：英語のliberality：リベラリティ）です［註
５］。寛容の起源は、寛容といふ理念が、複数の一神教の宗教と議論をした中にあるわけ
ですが、これらの一神教は其の（唯一絶対神の）絶対要求があるために他の宗教を受け容
れないからです［註６］。異教徒、否、同じ宗教（カソリック）の別の信仰告白派といふ
宗派の同じカソリックもまでもが、数多くの残忍な迫害に晒されたし、今も晒されてゐる
のであり、例へば、１５７２年のパリのバルトロモイスの夜事件では、約３０００人のプ
ロテスタント派の信者たちがカトリック教徒によつて殺された。１５９８年のナントの勅
令によつて初めて、カトリック教徒であるフランスの王（アンリ４世）は、フーゲンノッ
テン派への寛容（［訳者註］１５４６年から１５９８年までのフーゲンノッテン戦争とい
ふフランス国内のプロテスタント派（カルヴァン派）であるフーゲンノッテン派を巡るカ
ソリック教徒との８回に亘る宗教戦争）と呼ばれる勅許による寛容を確約し保証したので
す。そして、他方、ローマ・カソリック教会は、これによつて引続きフランスの国家宗教
に留またつたといふ次第。同じ時代に、Liberalismus（リベラリスムス：自由主義：英語
のリベラリズム）の哲学が、寛容の理念の重要な基礎を発展させた。」 

このやうな１６世紀から始まる寛容といふ理念の歴史を前提に１７世紀のイギリスの政治
哲学者ジョン・ロックは其の作品『寛容に関する手紙』の中で、「国家は、どんな信仰を
実際に実行するかの意味するところについて、宗教的な問ひの中から答へを見つけること
は、一般的にはいつも控へめにしてゐなければならない」と、さう述べてゐると著者は言
つてゐます。 
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これは、フランスのナントの勅令を出したアンリ４世のやうに、宗教戦争を収めるために
国王の権利を執行せよと言つてゐると理解されます。 

次に、１００年後の１９世紀に現れた、今も流行るリベラリズムを唱へたイギリスの政治
哲学者ジョヨン・スチュアート・ミルです。この哲学者は、「自分の自由論の理論の中心
に遂には寛容の理念を置いて論を立てた。ミルによれば、個々人にまたは集団に対する国
家による強制的な権力の執行は、他の個々人または団体のために損害の発生を予防するた
めに必要である場合にのみ、そもそも合法（適法）であるのだ。”実利主義者（Utilitarist：
ウティリタリスト）”としてのミルは、社会のために役立つならば寛容なるべしといふ要求
の根拠を確立したのです。かくして、間違つた様々な意見にも寛容でなければならない。
といふのは、これらの意見が勿論正しいくないかどうかは決して確かなことではないから
です。そして、間違つた意見が役に立つと証明されることがあり得るでせう、それは例へ
ば、真理の発見に役立つ場合、即ち重要な議論の契機になる場合です。他の意見に対して
非寛容であれば、社会自身が自分自身を毀損することになる。ミルによれば、私たちは、
成功する/してゐる共同生活のために寛容を必要とするのです。といふのは、このやうに生
きること/生活することは、私たちを”開かれた、恐怖心のない性格”の人間となすからで
す。」 

最後の一行を読むと、これは無防備な人間となれといふことに等しいわけですが、今の日
本人にそのまま当てはまる。ミルの理想の国が現状の日本人であり、それ故に黄金の国ジ
パングなのであらうか。”開かれた、恐怖心のない性格”の人間とは、毎日恐怖心に苛（さ
いな）まれ続ける人間のことに他なりません。 

［註１］ 
ドイツ語のこれら二つの言葉に対して、「忍耐、他者に対して何かを承諾させる、何かを許可させる」といふ
意味と著者の書いてゐる最初の「忍耐の維持」といふ意味は、著者のいふ通りで正しい。しかし、その後の
二つの「他者に対して何かを承諾させる、何かを許可させる」といふ言ひ方は、私も不審に思ひ辞書を引き
ましたが、こんな動詞はない。「何かを承諾する、何かを許可する」といふ自動詞はありますが、他動詞は
ないので使役動詞（lassen：ラッセン）を使つて本文のやうな意味を作つたのでありませう。即ち、 

主語が忍耐するものを、述語としてある（主語が）忍耐する不快な対象としてある他者であるものが、何かを
手段にして「何かを承諾させる、何かを許可させる」といふ造語をしたのです。これはドイツ語で一語になつ
てゐますから、著者の造語です。あるいはマルクス主義の社会では、ドイツであるばかりではなく其の他のマ
ルクス主義の跳梁跋扈してゐるヨーロッパの国でも、この無理な造語を使つてゐるのかも知れません。 
［註２］ 
許可とは禁止が前提の用語で、禁止されてゐるものの禁止を解除することです。 

［註３］ 
「生の形式」とは難しい言葉ですが、大切な生き方、範とすべき生きる姿といふ意味です。 

［註４］ 
このAnerkennung（アンエアケヌング）といふ名詞は、Anerkennen（アンエアケネン）といふ動詞から派
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生した名詞です。後者、即ち動詞の意味がどのやうなものかを手元の木村・相良の独和辞典より引用します：

「（１）他動詞。①承認（是認）する、認知する；［商］（手形を引き受けて支払う。②称賛する、感謝す
る。」 

商業的な手形の発行と支払ひといふ経済制度の中に無理矢理に、少数者の男色者がねぢ婚で（シャレです）、
立法化を図つて、世の中に（社会に）無理を通すといふ事、これが「他者に対して何かを承諾させる、何か
を許可させる」といふ使役動詞を使つた、日本語でいふなら無理筋の造語なのです。 

これがLGBTといふ名で厚化粧して、愛好する論理から言つて、再度登場して来たマルクス主義の嘗て唱へ
た「革命」の正体であり、この民主主義的な手続きを経て立法化し、社会社会と唱へて此れを国家の上位に
置いて国家を否定しながら実は、このLGBTの権力化を図り、国家を利用して国中に力を及ぼさうといふの
が、この謂はば「性の革命」といふ事になります。 

「性の革命」は、１９６０年代には女性の性の解放と言はれて流行し（要するに誰でも好きな男と性交する
といふ意味）、２１世紀の今は、男女の組み合はせの女のみならず、男男、女女、おまけに身体は男女であ
るが言語論理上は逆にそれぞれに女男であるといふ人間を認めよといふところまで、「性の革命」は人間の
意識と論理の弱点をついて、上の本文のやうに侵略を進めて来たのである。 

これはマルクスの共産党宣言の時代の実際に暴力を使つた革命で（中産階級は殺して絶滅させよといふので
あるから要するに人殺しをする）のではなく、ヘーゲルが偏執狂的に好んだ否定論理和といふ時間の中の否
定論理といふ西洋論理学の部分論理（これをヘーゲルは恥ずかし気もなく弁証法と呼んでゐて、同じ時代を
生きた超越論者のショーペンハウアーはヘーゲルを詐欺師へーゲルと其の主著『意志と表象の世界』の中で
罵倒してゐるが、この部分論理）を使ひ、詭弁を労して、人心に侵入して、その目に見えない文化を侵略す
るといふ作戦に、隠れてゐる（あるいは私が知らないだけで表に姿を表してゐるのかも知れないが）マルク
ス主義者は切り替へたのでありませう。表に出てゐるドイツ人のマルクス主義者の一人は『安部公房とチョ
ムスキ（８）』（もぐら通信第８２号）の「８。スコラ哲学は２１世紀にも生きてゐる」で論じたフランク
フルト学派のアドルノです。能ある鷹は爪を隠す。悪の世界でも同じでありませう。これをジョージ・オー
ウェルはBig Brother（ビッグ・ブラザー）と呼んだ。ファシズム、全体主義、ナチズムの世界です。脳ある
鷹も爪を隠すのでありませう。 

［註５］ 
Liberality（リベラルティ）とは何かと引くと： 

liberality noun［形容詞のleberality］ 
plural liberalities 

Definition of liberality［liberalityの定義］  
: the quality or state of being liberal［Liberalであることの品質（または質）あるいは状態］ 
also : an instance of this［また、この場合］ 

Synonyms & Antonyms for liberality［同義語と反義語］ 
Synonyms［同義語］ 
bigheartedness, bountifulness, bounty, generosity, generousness, largess (also largesse), munificence, 
openhandedness, openheartedness, philanthropy, unselfishness 
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Antonyms［反義語］ 
cheapness, closeness, meanness, miserliness, parsimony, penuriousness, pinching, selfishness, 
stinginess, tightness, ungenerosity 
Visit the Thesaurus for More  

（略） 
First Known Use of liberality［この語の初出］ 
14th century, in the meaning defined above［１４世紀に上記の意味で］ 

さて、liberal（リベラル）とは何かと引くと： 

liberal adjective［名詞のliberality］ 
Definition of liberal (Entry 1 of 2)［liberalの定義：下記１と２の定義］ 
1 
a: of, relating to, or based on the liberal arts［liberal arts（リベラル・アーツ）の、に関係した、または
liberal artsに基礎を置いた（立脚した）］ 
liberal education［例：liberal教育］ 
b:  archaic : of or befitting a man of free birth［古い用法：医師などの手助けなしに生まれた男の、また
はその男にふさはしい/適当である］ 
2 
a: marked by generosity : OPENHANDED［寛容によつて特徴付けられた：手に何も持たない；物惜みし
ない；おほまかな、気前の良い（寛容な：generous）］ 
a liberal giver［気前のいい贈与者］ 
b: given or provided in a generous and openhanded way［寛容で物惜みしない方法で与へられる、また
は供給される］ 
a liberal meal［物惜みせずに与へられる食事：寛容な食事］ 
c: AMPLE, FULL［十分な、満足な］ 
3  obsolete : lacking moral restraint : LICENTIOUS［廃れた用法：道徳的な抑制を欠いた：放蕩な、放縦
な、規律に反抗的な］ 
4: not literal or strict : LOOSE［文字通りではない、または厳格ではない：だらしのない、緩い］ 
a liberal translation［字義にとらはれない翻訳；自由訳、意訳］ 
5: BROAD-MINDED［心の広い］ 
especially : not bound by authoritarianism, orthodoxy, or traditional forms［特に：権威（独裁）主義ま
たは正統的な教義や慣行、通説によつて、または伝統的な形式に縛られない］ 
6 
a: of, favoring, or based upon the principles of liberalism［liberalismの諸原則の、諸原則を好む、また
は諸原則に基礎を置いた（立脚した）］ 
b：capitalized［大文字で書く場合］ : of or constituting a political party advocating or associated with 
the principles of political liberalism［政治的なliberalism（自由主義）の諸原則を唱道/主張しまたは関連
する政党のまたはそのやうな政党を構成する］ especially［特に］ : of or constituting a political party in 
the United Kingdom associated with ideals of individual especially economic freedom, greater 
individual participation in government, and constitutional, political, and administrative reforms 
designed to secure these objectives［特に経済の自由、政府、憲法、政治および行政の改革/修正といふ目
標を確実なものにするために設計された改革/修正といふ個人の理想に関連した、英国内の政党の、または
政党を構成する］ 
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liberal noun［名詞のlieberal］ 
Definition of liberal (Entry 2 of 2)［上記定義の２/2］ 
: a person who is liberal: such as［liberalである人：次のやうな］ 
a : one who is open-minded or not strict in the observance of orthodox, traditional, or established 
forms or ways［正統的な教義や慣行、通説または伝統的なもしくは確立した形式や方法の遵守にあつて、
心の広いまたは厳格ではない人］ 
b capitalized ［大文字で書く場合］: a member or supporter of a liberal political party (see LIBERAL 
entry 1 sense 6)［liberalな政党の会員または支持者（LIBERAL, 1/6を参照］ 
c : an advocate or adherent of liberalism especially in individual rights［liberalism（特に個人の権利に
於ける自由主義を唱道し主張する弁護士または信奉者）］ 

Other Words from liberal［liberalからの派生語］ 
Adjective［形容詞］ 
liberally  
liberalness noun［名詞］ 

Synonyms & Antonyms for liberal［同義語と反義語］ 
Synonyms: Adjective［同義語：形容詞］ 
bighearted, bounteous, bountiful, charitable, free, freehanded, freehearted, fulsome, generous, 
munificent, open, openhanded, unselfish, unsparing, unstinting 

Antonyms: Adjective［反義語：形容詞］ 
cheap, close, closefisted, mingy, miserly, niggardly, parsimonious, penurious, selfish, stingy, stinting, 
tight, tightfisted, uncharitable 
Visit the Thesaurus for More  

Choose the Right Synonym for liberal［liberalの正しい同義語を選択せよ］ 
Adjective［形容詞］ 
LIBERAL, GENEROUS, BOUNTIFUL, MUNIFICENT mean giving or given freely and unstintingly. 
［LIBERAL, GENEROUS, BOUNTIFUL, MUNIFICENTといふ語は、自由に無制限に与へること、または
与へられることを意味する］LIBERAL suggests openhandedness in the giver and largeness in the thing 
or amount given. a teacher liberal with her praise ［liberalといふ語は、与へる者に於ける物惜みしない
ことを暗示し、示唆し、ほのめかしてゐる。例：その教師の賞賛がliberalである教師］GENEROUS 
stresses warmhearted readiness to give more than size or importance of the gift. a generous offer of 
help［贈り物の大きさまたは重要性以上に与へる暖かい心の用意のあることを強調した言葉。例：助力の寛
大な申し出］ BOUNTIFUL suggests lavish, unremitting giving or providing. children spoiled 
by bountiful presents［BOUNTIFULといふ語は、物惜みせず、絶え間なく与へまたは供給することを暗示
し、示唆し、ほのめかしてゐる。例：気前よく贈り物をすることで駄目になつた子供］ MUNIFICENT 
suggests a scale of giving appropriate to lords or princes. a munificent foundation 
grant［MUNIFICENTといふ語は、君主または王子にとつて適切に与へることの尺度を暗示し、示唆し、ほ
のめかしてゐる。例：（君主として）物惜みせぬ基金設立許可］ 

（略） 
See More 
First Known Use of liberal［この語の初出］ 
Adjective［形容詞］ 
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14th century, in the meaning defined at sense 2a［１４世紀。定義の意味ついては2aを参照］ 
Noun［名詞］ 
1814, in the meaning defined above［１８１４年。定義は上記の如し］ 

［註６］ 
ここにいふ寛容の起源が唯一絶対神Godを奉じる一神教は異教を受け容れる寛容がないといふことを言つて
ゐて、キリスト教内での信者に対する唯一絶対神のGodに対する信仰と服従と引き換へになる寛容であるの
に対して、マルクス主義者の寛容とは、さうではないといひながら、しかし、今度は個人の要求を政治的な
要求と同列に並べて論じ、この境界を曖昧にして此の文化と政治の領域を味噌も糞も一緒にして其処にマル
クス主義の見えない共産党の一党独裁の支配を実現しようといふ考へだといふことに、この著者の言ひ方で
あれば、なる。 

これは寛容といふべきものではないが、差異が見かけ上は当面なくなるので、自由であり平等であり博愛で
あると人は勘違ひすることを狙つてゐるといふことである。人間の涙腺から涙が出てくる高尚なる言葉ほど
要注意です。安部公房の主人公アルゴン君（『魔法のチョーク』）やコモン君（『デンドロカカリヤ』）の
存在の涙を流すやうなマルクス主義者はをりません。何故なら、マルクス主義は唯物論であつて、その反対
である、無機物も有機物同様に生きてゐると考へる超越論的な存在論を絶対的に否定するからです。このや
うに、西洋哲学用語でいふ超越論とは、私たちの日常的な感覚を養つてゐる八百万の神々の汎神論的な世界
に他ならないのです。 

個人の要求を政治的な要求と同列に並べて論じ、この境界を曖昧にして、文化の問題を政治の問題に意図的
に混同し、混同させるといふやり口は、この論考のどこかにも言及した『新潮４５』事件の手口と同じです。
マルクス主義者たる著者が言つてゐるので間違ひのないところです。 

J.S.ミルの説が続きます。 

以下、最後の一行まで読むと、マルクス主義者である此の著者には、上述の如く「個人の
要求を政治的な要求と同列に並べて論じ、この境界を曖昧にして、文化の問題を政治の問
題に意図的に混同し、混同させ」てをきながら、自分で問題を解決する意志はないことが
解ります。」 

これでは扇動するだけで、あとはあなたが自分で解決しなさい、何？そんなことはできな
い？さうですから、それでは法律を作つて規制しませう、ご賛同下さい。と言つてゐるに
等しい。 

ソクラテスならばソフィストと呼んだことでせう。著者は寛容といふ名詞から派生した寛
容するといふ動詞を使用してゐますが、寛容するとは、章の冒頭に著者がいふやうに、日
本語で訳すれば忍耐するといふ意味です。これはキリスト教のいふ寛容とも異なり、私た
ち日本人の寛容とも異質です。私たちならば、寛容などといふ難しい言葉は使はずに、忍
耐するとか我慢するといひますが、この言葉を使へば問題は個別にでも全体にでも問題解



もぐら通信  ページ101もぐら通信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

決への道は拓けると私は思ひます。つまり、マルクス主義者は、人間の感情を理屈で何と
か制御しようとしてゐるのです。即ち、論理に感情を従属させるといふ考へです。これが
唯物論なのです。私が上で「問題解決への道は拓ける」と書いたのは、論理と感情の均衡
（バランス）をとつた/とれたところで解決策を見つけるといふ意味です。とすると、それ
は伝統的な道徳や倫理を規準または基準にするといふことになります。即ち、誰にでも得
心のゆく解決の道でなければなりません。 

さて、マルクス主義者といへども、自国と自国の属する文明圏の歴史と伝統を無視するわ
けには現実には参りませんので、著者は今まで読んできたところを見てもお判りの通り、
常にキリスト教の歴史的な何か誰かと比較をし、マルクス主義者として都合がよければこ
れを自説の肯定のために引用し、都合が悪ければこれを自説からみて誤りであるといふ否
定的な評価を下す。そこで、まづ、ミルの論理から： 

「宗教的な原理主義者の意見でさへも、ミルの見方からすれば、私たちは此の原理主義者
が暴力を扇動するのでない限り、寛容でなければならない（堪へなければならない）ので
す。しかし、寛容（忍耐）できることと不寛容できる（忍耐できない）こととの間に境界
線を引くことはしばしば容易なことでありません。難しさは数多くありますが、その一つ
は、寛容（忍耐）とはいつも拒否と同意といふ二つの構成部分を持つてゐることです。寛
容（忍耐）とは、差別のないことを意味するのではありません。私たちが寛容（忍耐）す
ることのできるのは、私たちがそもそも拒否するしかない何かを寛容（忍耐）するのだか
らです。」 

上記傍線の箇所の文章に、私は此の人間の、それこそ社会と、他の人間に対する無責任な
態度ともの見方を見ざるを得ないのです。極端に思考することは、ヨーロッパの哲学の伝
統であり、また思考論理の問題としても、間違ひでは全くありませんが、一体何のために
両極端を思考するのかといふことなのです。孔子のいふ中庸の道、安部公房ならば両極端
を否定した第三の道を求めることがなければなりません。それが法律の制定であるとは、
実に無責任な男です。自分の責任を回避して、自分が主張する社会といふ組織の上位組織
としての（安部公房のいふ）人間の最大の組織である国家に頼らうといふのです。ピース
ボートといふマルクス主義の海の上を行く船が、ソマリア海峡といふ海賊の頻繁に出没す
る海峡を通過するときに、これも自ら否定してゐる自衛隊といふ軍隊に護衛してもらつて
恬（てん）として恥ないといふ論理矛盾を矛盾と感じないのは、この例でも判るやうに、
恥を知るといふ道徳の基礎を欠いてゐるからです。この矛盾無自覚は国境を問はず同じで
す。成程確かにglobalismである共産主義です。これでは欧米で文化的マルクス主義といふ
わけです。しかし、文化的マルクス主義と直訳致しますと、これはマルクス主義が文化的
であるといふ誤解を与へますので、文化破壊のマルクス主義と訳すか、あるいは単に文化
マルクス主義と訳すのがよろしいかと存ずる。この命名によつてマルクス主義の性格が、
誰の眼にも一層明らかになります。 
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「真の（本物の）寛容がどれも難しいのである限り、この故に何かを”忍耐する”こと、こ
れが問題となるのです。」ドイツ語のToleranz（トレランツ）は英語からの外来語ですか
ら、この著者もドイツ人であるからには、やはりきちんとドイツ語の”ertragen”（エアト
ラーゲン）といふ我慢をする、忍耐する、耐え忍ぶといふ母国語を使へば真つ当に物を考
へて、論理と感情の均衡（バランス）を生み出し解決策を考へることができるやうになる
のです。これは以つて他山の石、私たち日本人も同様です。この連載の前回第９０号の自
由の題目のところでお話ししましたが、母国語の中で意図的に、その動機が虚栄心であれ
無知であれ何であれ、使用することは、隠語（ジャルゴン）で話をし、小さな隠微な社会
をつくることですから、そのほかの大多数の普通の世間の人たちには理解することはでき
ませんので、トーマス・マンのいふ通りに其れは馬糞になつてゐる自分自身の姿に無知で
あるといふことなのです。バフンのいふことに一体誰が耳傾けませうか。 

「もし私たちが隣人の騒音に”寛容する”（忍耐する）のであれば、私たちはこの状態を拒
否するが、しかし、私たちは、この状態は少なくとも一過性のものだと捉へることです。
それ以上の騒音を立てることは、推測するに多分、実際には隣人は考へてゐないかも知れ
ないからです。別の言ひ方をすれば、もし例へば隣人が隣人の二人の持つ同性愛に対して
感じる恐怖感（homophobia）を放棄することを二人が期待する前に、その隣人によつて”
忍耐する”といふ意味の”寛容”だけがなされるのであれば、男色者の二人も、この騒音状
態を病的だと感じるでせう。」（一見複雑な構文ですが、「９。マルクス主義の詭弁を徹
底的に論破する」で後述します。マルクス主義者はヘーゲルの系譜ですから、ヘーゲルの
否定論和（否定の足し算）だけを使ふのです。） 

確かにここに書かれてゐるのは、ドイツ人のマルクス主義者によるソンタク（忖度）です。

これでは、男色者と異性愛者の双方のコミュニケーションは期待の中に留まつて、決して
解決には至らない。ここまで来れば、この著者はソフィストです。結局、このマルクス主
義者が期待してゐるのは、裁定者であり、絶対命令を下してくれる一神教topologyの唯一
絶対神Godに代はる中央演算処理装置であるコンピュータ、即ち一神教topologyの今でい
ふAIなのであり、さうでなければ共産党といふ政治・経済・文化を独占独裁する一神教
topologyの党なのです。この著者は絶対命令に服従したがつてゐるのです。さうして、こ
の偽のGodを通じてしか隣人同士の意思疎通をしないのが理想の社会だといつてゐるので
す。共産党は人間の進歩を唱へた集団ではなかつ 
たのか？ 
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９。マルクス主義の詭弁を徹底的に論破する 
それ故に、これはソフィストの詭弁だといふのです。ソクラテスならば徒手空拳で頭の中
で即座に次のマトリクスを描いて即答するでせうが、私はソクラテスではないので、時間
を掛けて、箱男の存在の時間の中で、次のマトリクスを描いで考へるのです。 

このマトリクスのダウンロードのURLは：https://ja.scribd.com/document/391215797/
この著者の思考欠陥を明らかにする 

この著者の詐術、即ち詭弁は、無関係なもの同士の意味を関係のあるやうに交換してみせ
てゐるところにあります。 

典型的な例が、人間一人の命は、地球の重さより重い　といふ詐欺的言辞です。後者、即
ち地球の重さは測定することができませうが、前者、即ち人間の命は測定することはでき

https://ja.scribd.com/document/391215797/%E3%81%93%E3%81%AE%E8%91%97%E8%80%85%E3%81%AE%E6%80%9D%E8%80%83%E6%AC%A0%E9%99%A5%E3%82%92%E6%98%8E%E3%82%89%E3%81%8B%E3%81%AB%E3%81%99%E3%82%8B
https://ja.scribd.com/document/391215797/%E3%81%93%E3%81%AE%E8%91%97%E8%80%85%E3%81%AE%E6%80%9D%E8%80%83%E6%AC%A0%E9%99%A5%E3%82%92%E6%98%8E%E3%82%89%E3%81%8B%E3%81%AB%E3%81%99%E3%82%8B
https://ja.scribd.com/document/391215797/%E3%81%93%E3%81%AE%E8%91%97%E8%80%85%E3%81%AE%E6%80%9D%E8%80%83%E6%AC%A0%E9%99%A5%E3%82%92%E6%98%8E%E3%82%89%E3%81%8B%E3%81%AB%E3%81%99%E3%82%8B
https://ja.scribd.com/document/391215797/%E3%81%93%E3%81%AE%E8%91%97%E8%80%85%E3%81%AE%E6%80%9D%E8%80%83%E6%AC%A0%E9%99%A5%E3%82%92%E6%98%8E%E3%82%89%E3%81%8B%E3%81%AB%E3%81%99%E3%82%8B
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ません。一人一人によつて命のあり方は人生の数ほどに皆違ふ。但し生命保険会社は別で
す。さて、それ故に、私たちは寿命といふ言葉を持つてゐるのです。前者は個人個人の生
活の質の問題であり、後者は地球の量の問題です。 

同様に、ここでも著者は同じ詐術を使ひ、性的な差異と隣人の騒音が対応可能で、従ひ交
換可能な同じものだと悪意を以つて混同し、読者に混同させてゐます。後者、即ち隣人の
騒音はデシベルの単位で、量でありますから測定できるのに対して、前者、即ち性的な差
異といふものは、LGBTといふ十把一絡げの量ではなく、L,G,B,Tといふ個々人の人生の質
の問題でありますから、同列に論ずることはできません。これがマルクス主義者の詭弁な
のです。 

上記に例として挙げた前者は量として人間を見るのですから、これは政治の話、これに対
して、後者は一人一人の生命と生活（英語ではともにlife：ライフ）を一義的に大切にして
其の質を問ふのですから、これは文化の問題です。 

これで、マルクス主義が唯物論であり、唯物論が一体人間をどのやうに量の塊として見て
きたかの理由がよくわかるでありませう。このために地球上で２０世紀に億単位で計算で
きる数の人間が大量に虐殺された。２１世紀に人類がこの詐術に騙されるのであれば、人
類は滅びる以外にはないと私には思はれる。もつとも、他の動物たちにとつては、それが
最も生活の質を高める最短最速の方法であるのですが。何しろ、わたくしの人間の定義は
次のやうなものですから： 

人間とは、人間以外の生物にとつて、地球上で最も有害な生物である。 

政治と文化の違ひ（差異）をまとめますと： 

政治：政治とは、人間を量として考へる。統計学的に考へる。勿論、間違つてはいない。 
文学：文学は、あくまで人間を質の観点から考へる。何故ならば、人間は全く人それぞれ
に異なつてゐるからであり、其の人生も千差万別であるからであり、文学といふ文化領域
の活動は、この個人の人生と生活の質を、言葉の観点から考へるものであるからです。言
葉の意義（sense：センス）と意味（meaning：ミーニング）の識別・区別とは、このこ
とそのものが言葉の質（quality）のことをいつてゐるのです。 

何度繰り返しても言ひ足りない。マルクス主義と其の唱へる唯物論は、人間を量としてみ、
物質とみるので、人間を大量に虐殺して顧みない。隣の大陸の共産党といふマルクス主義
政党の一党独裁の支配が、チベット、ウイグル、東トルキスタン等々、また共産党員でな
い自国民もまた同様に物質的な量と見られて虐殺されて来ました。第一次冷戦時代のソヴィ
エト連邦のロシア民族に対する虐殺、同じ時代の毛沢東による文化大革命その他による自
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国民の虐殺等々枚挙に暇（いとま）がない。 

さて、他方、資本主義の権化であるアメリカもまた、この無関係な二つのものを混同させ
ることで、アメリカ人らしいことに、金儲けをするといふ商品を売るための方法で、アメ
リカ人のマーケティングといふ疑似科学を生み出しました。これについては既に『Mole 
Hole Letter（４）：一粒３００メートル』（もぐら通信第６８号）にて述べた通りです。 

ここで三人目の哲学者ライナー・フォルストが登場して次のやうに寛容といふ概念をもつ
と精緻に定義しなければならないといつて次の四つの定義を提示してゐます。 

（１）許可寛容 
（２）共存寛容 
（３）尊敬概念 
（４）価値評価寛容 

これを四つ挙げただけでも、やれやれといふ感じがしますが、忍耐強く、即ちドイツ人に
は寛容でなければ私たちもやつていけません。もしドイツ人の哲学に日本人が学ぶものが
あるとすれば、それは粘り強く思考すること、徹底的に思考することです。カントの文章、
ヘーゲルの文章、トーマス・マンの文章、ジャン・パウルの文章等々、皆私たちに粘り強
さ、思考することのしつこさを、考へることを決して諦めないことを要求します。日本文
学では、安部公房の発見者、埴谷雄高が好例です。『死霊』の一読もまたよからむ。 

この四つの寛容の定義を読むと、これは定義ではなく、政治的・政策的な弥縫策です。 

（１）許可寛容 
許可寛容とは、少数者の中の多数者に、自分たち独自の想像/表象（イメージ）によつて
生きることを許可するものです。 

（２）共存寛容 
共存寛容とは、二つの同じく強い集団（グループ）が、お互ひにずつと静かにやつていく
ことに拘束される寛容です。恐らく契約でも結ぶことになるのでせう。 

（３）尊敬概念 
尊敬概念は、様々な価値と生活方法の承認の上に基礎を置く概念です。 

（４）価値評価寛容 
価値評価寛容とは、尊敬の念を超えて、尚ある”価値評価・寛容”であつて、これは他の生
活方法を倫理的に価値あるものとみなす寛容です。何故価値あるものとみなすかといふと、
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例へば、社会（Gesellschaft：ゲゼルシャフト［註７］）の多数性（または数多性）を豊
かにするからです。 

［註７］ 
Gesellschaft（ゲゼルシャフトは、語源からいつても、一宿一飯の義理のある社会、今風にいへば契約社会
（例えば企業との雇用契約）、他方反意語としてよくいはれるGemeinschaft（ゲマインシャフト）は、地縁、
血縁などの縁の社会、その土地に根ざした社会、何かまた共通の精神や習俗を共有する社会。かうして見る
と、前者は都会、後者は田舎と大雑把にいふことができます。場合に応じて、この対比を隠喩（メタファ）
として用ひると理解がし易いことが往往にしてあります。 

上の４つの弥縫策は正確にはよくわかりませんが、しかしこれでは政治的・政策的には解
決するやうには見えません。机上の空論といふ気がします。何故なら、さあ、これをどう
やつて具体的に実行するかといふそれこそイメージが湧いて来ない。ドイツ人ならば、あ
るいは、ドイツの社会を知つてゐるので、具体的な策に結びつけることができるでせうか。
しかし、私に判ることは、これでは全体の解決策とはならないといふことです。 

この後に新しい段落で続けて、著者はイスラムの女性のかぶるブルカといふ顔を覆ふ被服
のことについて、これを「良き複数の根拠から拒否することができ、且つ同時に尊敬する
ことができる」と言つてゐます。その理由を更に続けて、「隣人の騒音には神経質になる
が、にも拘らず我慢（忍耐）することができ、少なくとも一次的には我慢することができ
るからだ」と述べてゐる。これでは根本的な解決策にはなりません。上掲した「欧米人（キ
リスト教徒）はどこで（どのセルで）自由を考へてゐるのか？」のマトリクスの問ふ問ひ
に答へてゐないからです。 

このイスラムの女性に対する態度は、実に失礼な態度であり、尊敬の念を欠いてゐます。
やはり、道徳を意識することがなく、あるいは意識すること、考へることを否定してゐて、
触らないやうに、臭ひものには蓋をしてゐる。さうしか思へません。 

かうして、結局、最後の一行は次の一行で此の章は終ります： 

自分自身で規則的に音を立てるのであれば、うるさい隣人に文句をいふことができる。 

この理屈はどこか可笑しいでせう？ 

自分が人に迷惑をかけなければ、人の迷惑に文句をいふことができない。 

といふ変な理屈です。 
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こんな変な法律を作られては堪らない。寛容とは程遠い社会になるのではないでせうか。 

この理屈を読み解くと、次のやうになりますので、これを此の段のまとめとして章の終り
とします。 

この著者には、 

（１）隣人との直接コミュニケーションを考へることが欠落してゐる。第三の強制的な絶
対命令者にコミュニケーションを期待してゐるから、即ち、そのための自分の意志の発動
がないから。これは相変はらずキリスト教と同じ一神教のtopologyである。 
（２）「自分自身で規則的に音を立てるのであれば」、隣人も同様に規則的に音を立てな
ければならないのではないか？しかし 
（３）こんな社会はどこにもない。これは空理空論である。 
（４）量と質の混同といふ視点で此の文の理屈を眺めれば、騒音の音量、隣人に文句をい
ふことの量といふやうに文句もまた量ですから、そしてデシベルといふ単位で測定するこ
とができるのは社会を意識するからで、それ故に規則的にといふ形で騒音を社会と共有す
るために毎回起こさねばならず、さうであれば、マルクス主義の理屈から言つても社会の
積極的肯定ではなくなり、さうするとやはり此の著者の頭の中には自分自身の人生の質の
ことはないといふことになります。 

間違ひなく、これから読む章にも此の理屈が登場することでせう。 

しかし、こんな理屈（とても論理とはいへない）によつて、果たして此のひとはどうやつ
て生きて来たのであるか、また生きて行くつもりであるか。 

不可思議に思つて、この著者のプロフィールをネットで探すと次のページあり。 



もぐら通信  ページ108もぐら通信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【拙訳】 
トマス・ヴァセックは、現在、哲学雑誌「高い空気」の論理的な根拠を担当する編集長で
ある。国民経済学と数学を学んで、ジャーナリストとして働く。特に、「MIT 
Technology Review」と「P.M-Magazine」の編集長をつとめ、オーストリアのニュース
雑誌「profil」の専門分野のリーダーをつとめる。シリーズものの著者でもある。これには、
「哲学の問題１０１」（２０１７）やベストセラーになつた「仕事と生活の戯言（たわご
と）」（２０１３）、更に「思考の断片」（２０１２）、「柔らかくする者」（２０１
１）、「不死の理念」（２０１０）がある。 

かうしてみると、有名なるもの、従ひまた何かと大きいものは、それが良いことか悪いこ
とかを一度はまづ疑つてみるといふことが良いのかも知れません。何故なら、安部公房の
読者は心の中で密（ひそ）やかに、「……」といふ沈黙と余白の中で、次のやうな呪文を
唱へて生きてゐる筈だからです： 

「小さなものを見つめていると、生きていてもいいと思う。 
　雨のしずく……濡れて縮んだ革の手袋…… 
　大きすぎるものを眺めていると、死んでしまいたくなる。 
　国会議事堂だとか、世界地図だとか……」 
（『箱男』全集第２４巻、１０９ページ） 
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リルケの『オルフェウスへのソネット』を読む 
（３５） 

　　　第２部 VIII 
　　　　　　　～安部公房をより深く理解するために～ 岩田英哉

IX 

RÜHMT euch, ihr Richtenden, nicht der entbehrlichen Folter 
und daß das Eisen nicht länger an Hälsen sperrt. 
Keins ist gesteigert, kein Herz ―, weil ein gewellter 
Krampf der Milde euch zarter verzerrt. 

Was es durch Zeiten bekam, das schenkt das Schafott 
wieder zurück, wie Kinder ihr Spielzeug vom vorig 
alten Geburtstag. Ins reine, ins hohe, ins thorig  
offene Herz träte er anders, der Gott 

wirklicher Milde. Er käme gewaltig und griffe  
strahlender um sich, wie Göttliche sind. 
Mehr als ein Wind für die großen gesicherten Schiffe. 

Weniger nicht, als die heimliche leise Gewahrung,  
die uns im Innern schweigend gewinnt  
wie ein still spielendes Kind aus unendlicher Paarung. 

【散文訳】 

お前たち、裁く者たちよ、無くても済ませられる拷問具を自慢するな、 
それから、鉄のくびきが、もはやそれ以上長く人間たちの首にくびきしないということを
自慢するのぢゃない。 
それでは、何も高められてはいないのだ、どんなこころも。というのは、柔らかさの、波
打つ痙攣がお前たちを一層優しく歪めるからだ。 

こころが、数多くの時間、時間という時間を通じて何を得たか、その得たものを、処刑台
は、再び返してよこす。子供たちが、以前の古い誕生日の、自分の玩具を返してよこすよう
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に。そうなれば、純粋な、高貴な、雷神の如く開いたこころの中へと、オルフェウスなら
ば、 

すなわち現実の柔らかさの神であるならば、全く異なって歩みいることであろう。彼なら
ば、荒々しく、力強くやって来て、そして、神々しい者たちがそうであるように、自分自
身の身の廻りを一層輝かしく掴（つか）むことだろう。それは、大きな、安全に造られて
いる船々のために吹く順風以上のものである。 

それは、密かに、そっと気づくこと、すなわち静かに遊んでいるひとりの子供が、無限の
一対の均衡することの中から獲得するように、内側で、沈黙して、わたしたちを獲得する
そのような気づき以下のものではないのだ。 

【解釈と鑑賞】 

このソネットでは、主題は、前のソネットの子供から大人へ、そうして人間のこころが主
題となっています。しかし、前のソネットを受けて、子供という主調は一貫して脈打ってい
ます。 

しかし、処刑台（死刑台）と子供の対比は、苛烈である。生の可能性の充実、生の可能性
の横溢と生の断絶。生と死。あるいは、最後の連にある通りに、子供であることは、宇宙
の均衡の体現であるので、そのような体現と死。 

死については、第2部ソネットXIにも再び主題として歌われています。このソネットでの対
比が苛烈であるように、リルケの、死が生を奪うということに対する態度もまた苛烈です。
そのことは、精神という言葉をキーワードに、第2部ソネットXIにおいて歌われております。
また、死、あるいは死神というべきかと思うのですが、それについては、第2部ソネット
XXIVにおいても、リルケは、このソネットと同様に歌っています。試しに引用してみると、

Wir, wir unendlich Gewagten, was haben wir Zeit! 
Und nur der schweigsame Tod, der weiß, was wir sind 
und was er immer gewinnt, wenn er uns leiht. 

【散文訳】 
わたくしたちは、果てしなく冒険する者たちは、時間なんか糞喰らえだ！ 
しかし、沈黙がちな死神だけが、わたしたちの正体を知っているし、 
死神がわたしたちに貸与するならば、何をいつも獲得するかを知っているのだ。 
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死にどのように対するか、死をどのように受け容れるかについては、第2部ソネットXIにも
歌われているので、そこでも考察を続けてみたい。そこでは、狩をするという人間の殺生、
生き物を殺すことが歌われています。 

このソネットでも、第2連で、子供が処刑台と並行して譬えの関係にあるということが普通
ではありません。あるいは、リルケらしいことです。「子供たちが、以前の古い誕生日の、
自分の玩具を返してよこすように」とは、子供たちが自分の使い遊んだ玩具に飽きて、執
着がなくなって、返却するということを意味しています。もちろん、その思い出はその玩具
にあるわけです。思い出のある、懐かしい玩具を執着なく返却する。もともと持っていた
ひと、買ってくれたひとに返すのです。死は、一体だれに玩具を返すのでしょうか。玩具、
こころが時間を閲して得たものを。 

その、返された者の、死がかえす先の境地を、死をどのように受け容れるかを、オルフェ
ウスの姿としてリルケは歌っています。それが、第2連以下の連です。 

第2連の「雷神の如く開いたこころ」の「雷神の如く」は、原文のthorig、トアリッヒを訳
したものですが、これがThor、トア、雷神に由来するかどうか、今手元にある辞書では定
かではありません。ひょっとして、後日訳を変えることがあるかも知れません。 

オルフェウスと訳出した名前は、原文では、彼とだけ、指示代名詞で呼ばれています。その
方が、オルフェウスの本来の姿、変身する遠い姿を、リルケの意志と詩想に従って、よく
表わしていると思います。言語の本質から言って、そのものの名前を敢て呼ばずに、別の
ものの名前で呼ぶという人間の行為には、深甚なるものがあります。しかし、ここでは、
敢て翻訳という理由によりオルフェウスと訳出しました。このソネット以前にもオルフェ
ウスと訳出したソネットで同様の箇所が幾つもあります。それらの箇所ではいちいち断り
ませんでしたけれど。 

オルフェウスは、八つ裂きにされたわけですが、そのことを受け容れることで、「純粋な、
高貴な、雷神の如く開いたこころの中へと」歩み入ると歌われています。第1連で、死の恐
怖に訴える拷問具は、どんなこころも高めないと歌っていますが、ここで言われている「柔
らかさ」は、第2連から第3連にかけてのオルフェウスの持つ「柔らかさ」とは、対照的で
す。このように対照的に表現しようとするリルケに、わたしは相当な苦しみ、均衡を得よ
うという強い意志を感じます。そういう人間であればこそ、第3連から第4連にかけてのよ
うな功徳をひとに施すことができるのでしょう。日本語でいうならば、オルフェウスのこ
のあり方の持つ威光は、功徳を施すといってよいのではないでしょうか。その功徳がどの
ように歌われているかは、第3連、第4連に訳した通りです。 

第4連、この最後の連は、リルケの言語と詩に対する特徴をよく表わしていると思います。
それは、「密かに、そっと気づくこと」と表わしたときには、リルケは、空間を意識して
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いるということです。ドイツ語で、動詞からつくった名詞、末尾が「-ung」、ウングとな
る名詞をつくって歌うときには、リルケは、空間を思っているのです。 

これは、こと、ですから、それはそのまま言葉の意味、すなわち概念である、さらにすな
わち、リルケのいう空間とは概念であると、わたしは言いたいのです。なぜならば、言葉
は、こと、だからです。この、こと、を、リルケは、ソネットの中では、星座のFigur、フィ
グーア、姿といったり、その他の「-ung」の名詞で表現してきました。（もちろん、こう
なると、なにも「-ung」の名詞にこだわらなくともよいことになるのですが、少なくとも
そのような名詞を用いたときには、特にそれを意識するとここでは述べておきましょう） 

例えば、第1部ソネットVIII、あの末娘の妖精の出てくる第1連の冒頭の第1行目、 

NUR im Raum der Rühmung darf die Klage  
gehn, die Nymphe des geweinten Quells, 
wachend über unserm Niederschlage,  
daß er klar sei an demselben Fels, 
der die Tore trägt und die Altäre. ― 

【散文訳】 

賞賛することという空間の中でのみ、悲嘆は行くことが 
ゆるされる。悲嘆とは、涙を流し泣かれた源泉の精、ニンフであり、 
わたしたちの落下が、門を担い、祭壇を担っている同じ岩のところで、 
清澄であると思って（清澄であることを）見張っているのだ。 

褒め称える、賞賛するという空間を設定して、はじめて、悲嘆は行くことができると歌わ
れている。ここでは、 

Nur in der Rühmung 

と歌って、Raum、ラオム、空間を書かなくてもよいのではないかと思いますが、しかし、
リルケには、空間と書かなければならない動機があったのです。それを表に表わしたとい
うことなのです。（このソネットと同じ空間が、第2部ソネットXII第3連にも、die 
Erkennung、ディ・エアケヌング、認識するということ、として出てまいります。） 

このソネットの第4連では、空間という言葉は隠れています。もう少し、わたしの言いたい
ところへ急ぎます。 

この空間、何々するということ、これが主語になるとは、どういうことなのでしょうか。
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リルケの空間は、ことですから、認識されたプロセスとして、何か生きているもののよう
に見えます。 

同じ空間が、同じ第4連の最後の行にも「無限の一対の均衡すること」として出てきます。
この「均衡すること」は、詩の韻律上、脚韻を踏むために歌われたという側面は否定でき
ませんが、しかし、そこには同様の事情があったと思います。この事情については、もっ
と明確に言葉を尽くして、悲歌5番で歌われているところです。「リルケの空間論（個別論
５）：悲歌5番」（2009年8月15日：http://shibunraku.blogspot.com/2009/08/
5_15.html）をご覧ください。 

この「均衡すること」によって、リルケは、宇宙の均衡をいい、その均衡には、中心があ
るということをいっています。悲歌5番の主題は、ひとことでいうと、宇宙には中心がある
ということですが、このソネットでも同じことを第4連で歌い、子供はそれを知っていて体
現できている存在だと歌っている。もちろん、それは饒舌より沈黙の中にある。夢中になっ
て遊ぶそこに、宇宙の中心は現れているというのです。 

【安部公房の読者のためのコメント】 

上の解釈と鑑賞を読むと、ここにある子供の姿は、意識ではなく無意識であり、意識と無
意識の問題だと理解すれば、当然のことながら、やはり安部公房２２歳の論文『詩と詩人
（意識と無意識）』の論理の骨格を思ひ出さずにはゐられません。 

それは、リルケの此の『オルフェウスへのソネット』の主人公オルフェウスといふ神聖な
る美しい神話の世界にゐて、ゐながら現実の時間の中で誰にも知られることなくまた見ら
れることなく密やかに刻一刻、瞬一瞬あるものから別のもの次のものへと「転身」［註A］
し続けて姿を変へ、即ち哲学用語を使へば、存在として時間の中を生きる未分化の実存と
しての現存在であり続ける若者を念頭に置いた、しかしながら、ニーチェのツァラトゥス
トラの精神と魂を心身に浴びて自家薬籠中と此れも（オルフェウスと同じやうに）忘れる
ほどになして、自他の識別、主客の識別がつかずにゐる［註B］安部公房であり、若者であ
りながら、時代が戦争であるか否かを問はず、人間如何に生きるべきかではなく、人間如
何に死ぬべきかを毎日考え考へ抜いた（広義の）初期安部公房［註３］の姿が、この連に
歌はれてゐる恰（あたか）もオルフェウスの姿であるかのやうです。それ故に、どんなに物
理的な距離が短くても周囲の友人知人たちに理解されることがなかつた。何故ならば、彼
らは、人生如何に生きるべきかとのみ考へてゐて、如何に死ぬべきかを考へず、前者の問ひ
が正しいと盲目的に思ひ込んで生きてゐるからです。 

［註A］ 
安部公房の「主観・客等価交換表」を掲げます。 

http://shibunraku.blogspot.com/2009/08/5_15.html
http://shibunraku.blogspot.com/2009/08/5_15.html
http://shibunraku.blogspot.com/2009/08/5_15.html
http://shibunraku.blogspot.com/2009/08/5_15.html
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「晩年安部公房自身が、デカルト的思考と自分独自の実存主義に関する理解と仮面についての次の発言があ
る（『安部公房氏と語る』全集第２８巻、４７８ページ下段から４７９ページ上段）。ジュリー・ブロック
とのインタビュー。１９８９年、安部公房６５歳。傍線筆者。 

「ブロック　先生は非常に西洋的であるという説があるけれども、その理由の一つはアイデンディティのこと
を問題になさるからでしょう。片一方は「他人」であり、もう片一方は「顔」である、というような。 
　フランス語でアイデンティティは「ジュ（私）」です。アイデンティティの問題を考えるとき、いつも
「ジュ」が答えです。でも、先生の本を読んで、「ジュ」という答えがでてきませんでした。それで私は、数
学のように方程式をつくれば、答えのXが現れると思いました。でも、そのような私の考え方すべてがちがう
ことに気づき、五年前から勉強を始めて、四年十ヶ月、「私」を探しつづけました。 
安部　これは全然批評的な意見ではないんだけど、フランス人の場合、たとえば実存主義というような考え
方をするのはわりに楽でしょう。そういう場合の原則というのは、「存在は本質に先行する」ということだ
けれども、実は「私」というのは本質なんですよ。そして、「仮面」が実存である。だから、常に実存が先
行しなければ、それは観念論になってしまうということです。 
ブロック　それは、西洋的な考えにおいてですか。 
安部　そうですね。だけど、これはどちらかというと、いわゆるカルテジアン（筆者註：「デカルト的な」
の意味）の考え方に近いので、英米では蹴られる思考ですけどね。」 

［註B］ 
「転身」については、如何に転身にtopologicalに成功して詩人から小説になつかは、初期安部公房論『』（も
ぐら通信第５６号から第５９号）をお読み下さい。全集に即して、数字を挙げて、また根拠も示して、従ひ実
証的に、その論理と転身の過程（プロセス）を証明しました。 

『安部公房の初期作品に頻出する「転身」といふ語について』（もぐら通信第５６号から第５９号）をご覧
下さい。 

初期安部公房の定義です： 
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「『安部公房の初期作品に頻出する「転身」といふ語について（１）』の中の「I　安部公房の自筆年譜と『形
象詩集』の関係について」（もぐら通信第５６号）より： 

「初期安部公房の定義 

『安部公房の初期作品に頻出する「転身」といふ語について』といふ題でお話を致しますが、ここでいふ安
部公房文学の「初期」といふ言葉の定義について最初に簡単に説明をして読者のご理解を得てから本題に入
ります。 

この場合の「初期」とは、既に「『デンドロカカリヤ』論（前篇）」（もぐら通信第５３号）にて明らかに
致しました「詩人から小説家へ、しかし詩人のままに」のチャート図に基づいて定義をすると、次のやうに
なります。 

１。狭義には、３つの問題下降の時期、即ち詩人から小説家への変身に３回の問題下降によつて美事に成功
する時期、即ち全集によれば詩集『没我の地平』を著した西暦１９４６年（昭和２１年）安部公房２２歳か
ら『デンドロカカリヤB』 ［註１］を著した西暦１９５２年（昭和２７年）安部公房２８歳までの期間を言
ひ、 

２。広義には、３つの問題下降以前の時期、即ち西暦１９４２年（昭和１７年）安部公房１８歳から西暦１
９４４年（昭和１９年）安部公房２０歳までの問題下降論確立の時期及び、西暦１９４５年（昭和２０年）
安部公房２１歳までの１年間を含んだ時期を併せた全体の時間を言ひます。 

 ［註１］ 
「『デンドロカカリヤ』には二種類あります。一つは、全集によれば「雑誌「表現」版」と呼ばれてゐるも
の、 もう一つは、「書肆ユリイカ版」と呼ばれてゐるもの、この二つです。便宜上、前者を『デンドロカカ
リヤA』と呼び、後者を『デンドロカカリヤB』と呼ぶことにします。前者の発行は１９４８年８月１日、安
部公房２５歳の時、後者の発行は１９５２年１２月３１日、安部公房２８歳の時です。この二つの作品の間
に、『S・カルマ氏の犯罪』で芥川賞を受賞してゐます。」（「『デンドロカカリヤ』論（前篇）」もぐら通
信第５３号）」 

それ故に、安部公房全集第１８巻の贋月報１８に大江健三郎がいふ次の正直な発言となる
のです： 

「安部さんはやはり他の人間から見ると、それは僕も含めてですが、よく分かんないとこ
ろのある人だったと思うんですね。ですから安部さんと親しい人のインタヴューというか、
それを読んでいて、僕などから見ても、ああ、この人は安部さんのことがほんとうによく
分からないままで安部さんと付き合っていたという感じがする人が、非常にたくさんいま
す。むしろすべてそうだと思ってもいい、僕も含めてですね。」 

『詩と詩人（意識と無意識）』の論理の骨格は、出入り口のない窓のあるだけの存在の部
屋の中で窓の外の外界を眺めて、それが部屋の内部にゐる自己の反照である景色だと観じ、
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自他の別を喪い、失ふのではなく喪ふと文字にしたのは、それが自分の命を掛けた行為で
あるからで、即ちオルフェウスと同じく自分自身の此の世での命を犠牲にして、通俗にい
へば世のため人のために、しかしまた安部公房が此の論文で確立した哲学、新象徴主義哲
学［註C］の論理（哲理といつて良いでせうが、その哲理）でいへば存在のために［註D］
無名のままで自分の命が其のやうに永遠に生きることを願ひ、この世といふ閉鎖空間を脱
出して次の次元たる存在へと（この世の人から見れば）失踪する。この転身を永遠に繰り
返す。ニーチェのツァラトゥストラの永劫回帰も、リルケのオルフェウスの転身も、この
新象徴主義哲学と安部公房が名付けた哲理であり数理（これはtopology、位相幾何学）で
ある論理の中に次元を一つ上げて一つに統合されて脈々と生きてをります。 

［註C］ 
次の安部公房の言葉があります： 

「僕の帰結は、不思議な事に、現代の実存哲学とは一寸異つた実存哲学だつた。僕の哲学（？）を無理に名
づければ新象徴主義哲学（存在象徴主ギ）とでも言はうか、やはりオントロギーの上に立つ一種の実践主ギ
だつた。存在象徴の創造的解釋、それが僕の意志する所だ。」（『中埜肇宛書簡第１０信』全集第１巻、２
７０ページ上段） 

［註D］ 
完全な存在自体になりたいといふ安部公房の次の言葉がある： 

「『カンガルー・ノート』論（３）」の「５。１。４　『カンガルー・ノート』の形象論：（１６）風の音」
より引用します： 

「結局、時間の中で、即ち存在のプロセス形式の中で、無時間の存在の構造（空間）、即ち上位接続点
（conjunction）のtopologicalな接続構造を実現することが、安部公房の文章である。といふことが判ります。
これが、安部公房自身が「完全な存在自体」になることなのです ［註２］、この二つの時間と空間の関係を、
文章の中の此の二つの交差点で、即ち入籠構造で、この構造のままに説明することは、実に至難の技です。 

 ［註２］ 
「詩人、若しくは作家として生きる事は、やはり僕には宿命的なものです。ペンを捨てて生きるという事は、
恐らく僕を無意味な狂人に了らせはしまいかと思います。勿論、僕自身としては、どんな生き方をしても、完
全な存在自体――愚かな表現ですけれど――であればよいのですが、唯その為に、僕としては、仕事として
制作と言 
ふ事が必要なのです。これが僕の仕事であり、労働です。」 
（『中埜肇宛書簡第８信』（1946年12月23日付）、全集第１巻 １８８ページ下段）」 

また、安部公房の名付けた新象徴主義哲学といふ「この哲学とは『詩と詩人（意識と無意識）』に拠つて簡
潔に言へば、二項対立の両極端の項を否定して、自己喪失による記憶の喪失を代償に（この否定の中に自分
自身の否定を、この否定とは自己喪失と記憶喪失と意識喪失のことにほかなりませんが、このやうな否定を
含むといふことです）、果てしない垂直方向（時間の存在しない方向）に次元展開を繰り返した果ての究極
に観る（自己の反照としての）第三の客観、即ち存在の創造をするといふ方法論でありました。ここで、 
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（１）観ることと 
（２）自分自身が存在になることと 
（３）存在自体の出現 

これら三つが一つになつてゐます［註E］。ここにも３といふ数字があります。 

安部公房の、これが創作の秘密であり、一生を貫く創作のための方法論です。これは、コンピュータの基礎
であるブール代数による二進数の論理演算の論理によれば、否定論理積といふ論理に当たります。これが、一
生の安部公房の生きる論理であり、安部公房の「現代の実存哲学とは一寸異つた実存哲学」であるのです。 

［註E］ 

（１）観ること 
これもリルケに学んだ事です。以下中埜肇宛書簡より引用します： 

「中埜君、 
御變りありませんか。昨日やつと旅行から歸つて參りました。永い旅でした。丁度リルケがロダンから學ん
だ如く、僕もリルケから「先ず見る事」を學びました。」（『中埜肇宛書簡第５信』全集第１巻、９２ペー
ジ） 

安部公房の詩に『観る男』といふ詩がある。（全集第１巻、１３３ページ）ここには、既に「明日の新聞」
が「書き了へた」「未来の日記」とし出てくる。 

また、汎神論的存在論の形象（イメージ）が、後年の海や洪水などに通ずるものとして、次のやうに歌はれて
ゐる。 

「此の果てしない存在にとりかこまれて、あふれ出た透明な涙を両手に受けるのは…… ？唯一未来の日記を
書き了へた時に……。」 

此の詩には、これ以外にも、転身、沈黙、「僕の中の「僕」」の話法、出発、忘却といふ、安部公房文学に
とつて本質的な用語が書かれてゐる。 

（２）自分自身が存在になること 
「詩人、若しくは作家として生きる事は、やはり僕には宿命的なものです。ペンを捨てて生きるという事は、
恐らく僕を無意味な狂人に了らせはしまいかと思います。勿論、僕自身としては、どんな生き方をしても、完
全な存在自体――愚かな表現ですけれど――であればよいのですが、唯その為に、僕としては、仕事として
制作と言ふ事が必要なのです。これが僕の仕事であり、労働です。」 
（『中埜肇宛書簡第８信』（1946年12月23日付）、全集第１巻 １８８ページ下段）」 

（３）存在自体の出現 
『詩と詩人（意識と無意識）』より引用します。ここでいふ第三の客観こそが、安部公房のすべての主人公
の最後に観る究極の存在のことなのです： 

「　諸々の声は吾等の魂が夜の本質にふれた所から始まる。それが様々な次元に展開されて言葉となる。そ
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れは自己否定＝自己超越の形を以て意識の中に捉えられる。物それ自体、云い代えれば夜の直覚が展開する
自体として或種の象徴的予感を産みつける。その中にこそ実存的意義を失わない、客観なる言葉を生み出し
た本源的な内面的統一に反しない、第三の客観が覗視されるのではないだろうか。 
　如何なる表現も主観を通してのみなされ得ると云う事は明かである。主観的体験のみがあらゆる意識を言
葉たらしめるのである。そして当然、生存者としての人間各個の内面的展開次元の相異に従って、その言葉の
重さ（含まれている次元数）の相異が考えられる。主観はその魂の夜の本質にふれる程度によって様々な重
さを持つ。 
　では此の主観のつもり行く次元展開の究極は、一体何を意味するのであろうか。その時人間の魂は限りな
い夜への切迫を体験するのである。夜の直覚は単なる概念ではなくなり、行為・体験・方法の中に現実的な
姿を表すのである。そして、此の永遠の距離を以てはるかへだたっている究極を、吾等は第三の客観として定
義する事は出来ぬものであろうか。」 
（全集第１巻、１０７ページ）」 

しかし、ものを考へるとは、誠に苛烈である。苛烈であるとは、極端に考へるといふこと
です。極端とは、常に両極端であり、これは二項対立となる両方の極めたる端であります。
生と死、子供と処刑台、子供の玩具と拷問具。「子供であることは、宇宙の均衡の体現で
ある」といふのに。意識と無意識の境目なく無邪気に子供は宇宙の均衡を体現するといふ
のであるのに。この子供の持つ無邪気を、リルケは「思い出のある、懐かしい玩具を執着
なく返却する」と歌つた。このやうな凄愴苛烈な精神を持ち、生き生きとした魂を殺すこ
となく此の詩を書いたリルケといふ詩人の心の内を思つてみて下さい。 

２６歳の、詩人から小説家に転身しようと決意した時期に安部公房の書いた『牧神の笛』
には、オルフェウスのまま小説家にならむとした安部公房の決意のことが書かれてゐます。
［註F］さうして、この決意の何であるかは、時間の中にしか生きてゐない大人たちには、
何故なら私の観察によれば、子供は性の分化する時期、即ち世にいふ思春期に、男性にな
り女性になることによつて其れまでの、さうしてリルケが此処で歌つたやうな自分自身に
固有であり且つ他方普遍性を有し普遍性に拠つてゐた膨大な記憶を喪ふからです。記憶喪
失の中で人々は生きてゐる。時間の中で生きてゐると思つてゐながら、時間のことは日々、
ただ忙しい忙しいとこぼしながら、しかし恰も其れが幸せであるかのやうに、何故なら忙
しさは世の他の人々と同じであるから、時間とは何かといふ問ひにリルケのやうに答へ、
オルフェウスのやうに生きることはないし、そもそもそんな生き方を思ふことがない。そ
れ故に、オルフェウスの姿は全く隠れて見えないのです。リルケの『オルフェウスへのソネッ
ト』の詩行の中以外には。 

やはり、この連を引かずにはゐられない： 

「リルケの『オルフェウスへのソネット』の第一部Vの詩は次のやうに記念碑で始まります
（もぐら通信第６０号）： 

「記念碑を建てることをしてはならない。薔薇には、 
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彼のために、ただただ毎年花を咲かせるようにしなさい。 
何故なら、オルフェウスが薔薇だからだ。オルフェウスは変身して、 
これにも、あれにも、なっている。わたしたちは、オルフェウスという 

以外の名前を思い煩うには及ばない。歌声があれば、いつも、（以下略） 

ですから、冬樹社版の「記念碑を建てよう。」といふ最初の一行の言葉は、この友人の霊
を弔ふために存在の記念碑を建てようといふ意味であるものの、その霊を慰める慰め方は、
日本人の世間の例とは全く異質であつて哲学的なのであり汎神論的存在論に基づく存在の
慰霊祭なのであり、それ故に「何度でも、繰り返し、/故郷の友を殺しつづけるため
に……。」とあるやうに此の故郷が皆、その後の安部公房の主人公となつて最後に失踪し、
または理由の如何はともあれ、安部公房によつて殺されて死ぬ、存在の故郷の友なので
す。」 

［註F］ 
『牧神の笛』の最後の最後の段落です： 

「結局、ぼくの（引用者註：リルケに対する）いきどおりも、その凍りはて裏がえったフォーンの快活さに
たいしてであり、それは同時に、ほかでもないぼく自身の足どり、ぼくの血を吸おうと待ちかまえるぼく自身
へのいきどおりにほかならなかったのではなかろうか。ぼくもまた、フォーンの笛を吹かねばならぬのだ。」
（全集第２巻、２０２ページ）（傍線は原文傍点） 

この１９５０年、安部公房２６歳のエッセイの末尾の引用は、自己の再帰的なあり方の自己否定であり、否
定的な自己再帰性であり、これが冬樹社版のエピグラフに《亡き友に》と書けるやうになつた理由です。詳
細は上記［註B］の初期安部公房論をお読み下さい。 



もぐら通信  ページ120Mole Hole Letter 
（１２） 

LGBTとは何か（１） 
～安部公房の世界から眺めると～ 

目次 

１。「新潮４５」実質廃刊事件の意味するものは何か？ 
２。安部公房と三島由紀夫による反文化大革命声明 
３。LGBTとは何か？ 
４。安部公房の挙げた現代の３つの特徴 
５。１９８０年代（２０世紀）と２１世紀の今の時代の世相は同質である 
５.１　何故日本文学は衰退したのか 
５.２　１９８０年代とはどんな時代であつたのか：シミュレーションゲーム・記号・トー
チカ願望と村上春樹の文学 
６。小林秀雄の『政治と文学』 
７。近代ヨーロッパ文明の政治・経済制度と記号 
８。日本の神話はL, G, B, Tを縄文時代の１万５０００年前から既に知り受け容れている：
文句があるならローマ法王に言へ！ 
８.１　日本のLGBTの皆様のためのローマ法王への直訴状の雛形（日本語版） 
９。藝術とL,G,B,T 
９.１江戸時代の浮世絵の春画の素晴らしさ：喜多川歌麿、葛飾北斎、菱川師宣の名画でL, 
G, B, Tの春画を読む 
９。２　Transgenderの世界を読む 
９。２。１　再度transgenderとは何か 
９。２。２　歌舞伎はtransgenderである 
９。２。３　宝塚はtransgenderである 
９。２。４　手塚治虫のtransgender漫画『リボンの騎士』を読む 
９。２。５　Transgender小説の世界：日本の１２世紀平安時代に既に書かれてゐる
transgender小説『とりかえばや物語』を読む 
９。２。６　Transgender映画の世界：アニメ映画『君の名は。』を読む 
９。２。７　東野圭吾のtransgender小説『片想』を読む 
９。３　男色者の詩の世界を読む 
９。３。１　男色詩人Hart Craneの詩を読む 
（１）『Chaplinesque』（『チャップリン様式で』） 
（２）『To Brooklyn Bridge』（『ブルックリン橋にて』） 
９。３。２　男色者の小説の世界 
９。３。２。１　三島由紀夫の男色小説を読む 
（１）『仮面の告白』 
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岩田英哉

赤色の文字は今回論じたもの、黒

字はこれから論じるもの、青字は

既に論じたものを意味する
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（２）『禁色』 
（３）『橋づくし』 
９。３。３　安部公房の男色小説を読む 
９。３。３。１　『燃えつきた地図』 

１０。安部公房曰く：弱者の救済こそ２０世紀の大きな課題であつた筈だ：「弱者への愛
には、いつも殺意がこめられてゐる――」（１９８４年『密会』のエピグラフ） 

＊＊＊ 

１。「新潮４５」実質廃刊事件の意味するものは何か？ 
新潮社の社長の判断で、「新潮４５」が廃刊といふべき休刊になつた。それがLGBTとい
ふ４文字を巡つての騒動といふことで、安部公房に大いに関係のある事件でありますから、
ここに取り上げて事の本質を論じたい。しかし、本題に入る前に、新潮４５の騒動を耳に
して詠める： 

慎重（新潮）であるべき事業の其の果てに　墓標立てたる２０１８ 
新潮の歴史に汚点を残しても　４の５の言はせぬ６でなし社長 

間違ひなく、後年新潮社自身が自社の歴史を振り返つて見れば、２０１８年の此の事件が
同社衰退の節目の一里塚であつたことがわかるでせう。それは新潮社といふ歴史的な業績
を見ても優秀な編集者を多数擁した仕事の質の非常に高度な企業であるわけですから、最
近の文藝春秋社の様子と併せ考へて、この事件は同社の社業の衰退のみならず、言論の自
由に関する問題は別に論ずるとして、紙の出版業界全体の衰退を一層進めてしまつたもの
と私は理解しました。 

（以下このページは余白） 
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勿論同社の社長の振りかざした理屈は、私がクルクルパー論理学または馬糞論理学と名付
けた論理ならぬ感情と情緒に揺動された排除型の理屈、即ちクルクルパー外部否定型［註
１］の理屈です。要するに同社の経営者のすつかり忘れてゐるのは、商業といふことから
いへば、江戸時代の蔦屋以来、出版事業は文化事業だといふことです。 

ですから、この問題は日本の、といふ意味は日本語の文化の問題なのです。 

この経営者の頭の中を馬糞論理学に拠つて説明すれば、 

（１）Aは、LGBTといふ記号（記号の意味は全く考へてゐない） 
（２）ーAは、LGBTではないといふだけの、さういふ意味では無意味の排除（exclusion）
である 

といふ此のやうな状態になつてゐる。 

この社長は、出版事業は文化事業であることのみならず、商売人としての論理的な、自社
の利益に関する経営判断も放棄した（とあれば、ビジネスマンと呼ぶに値しない）劣悪な
経営者であるといふことになります。何故ならば、これほど売れる筈の号はなく、次号に
反論を載せれば益々売れ、反論・異論の掲載を繰り返せば、この論争によつて生まれる利
益の連鎖は、後述する安部公房の指摘の通りに時代の核心を突いてゐますから、恥じるこ
となく此の社長は高いボーナスを新潮社から受け取ることができた筈だからです。しかし、
実際にやつたことは逆に社員の士気を低め、貶めることであつた。こんな無能な社長を戴
いた社員こそ、哀れである。特に気の毒なのは「新潮４５」の編集長以下編集部員たちで
す。編集部が論争を起こすことは素晴らしい仕事振りでしたが、しかし会社が論争といふ
言論の自由を放棄して、折角の社員の勇気を削いで、文化の領域にあつてマルクス主義の
言葉狩りといふ暴力に安易に屈したといふことです。即ち、政治的な暴力に、文化が屈し
たといふことです。 

［註１］ 
『哲学の問題１０１：自由』（もぐら通信第９０号）より、私がクルクルパー論理学または馬糞論理学と名
付けたマルクス主義の論理、即ち共産党の論理でありますが、これを再掲します。 
ダウンロードは：https://ja.scribd.com/document/388947727/クルクルハ-ー３否定型-否定の3タイフ 
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２。安部公房と三島由紀夫による反文化大革命声明 
新潮社は安部公房と三島由紀夫の版元であつて、二人がそれぞれの師匠筋の石川淳と川端
康成と共に、１９６７年当時、毛沢東率ゐる中国共産党による文化大革命といふ名前の彼
の地の文化破壊を行つた時に四名で文化大革命に対する共同声明を発表した［註２］とい
ふこと、即ち新潮社の矜持ある自社の歴史を自ら経営者が否定したといふことになります。
この社長は自社の名誉ある歴史に無知であつた。 

四名の発した問ひ、即ち、 

芸術は政治の道具か？ 

といふ問ひに対しては、これを肯（うべ）なひ、 
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芸術は政治の道具である 

と対社会的な宣言をしたに等しい。今のインターネットの時代であれば、世界中にさう宣
言したに等しい。恥ずかしいことである。即ち、恥を知らなかつた。といふことは、道徳
がなかつたといふことです。 

日本はいつからこのやうな共産主義の国、ファシズムの国になつたのか？ 

既述の通り、ファシズムである共産主義（マルクス主義）の特徴は、次の二つです。 

「国家とは、子供が軽々に否定できるものではない。もし誰か国家を否定する者がゐるな
らば、安部公房が考へ、日本共産党員になつてまでさうしたやうに、自分自身の命を懸け
て否定しなさい。私はさう言ひたい。 

これが私の見てきた共產主義国家の日常生活の実態です。從ひ、人閒の生死に関して思考
させないのですから、道德は退廃し、風俗は紊乱します。この話も尽きません。 

ですから、ものを考へる人閒は生きることができない。弾圧されて、刑務所に入れられ拷
問される。といふ、まあ、今の中国共産党と北朝鮮のやつてゐることです。判断の基準は
なく、恣意的で、私の見聞した共産主義の特徵は、次の二つです。 

（１）自主檢閱：判断の基準がない 
（２）死に對する恐怖心の利用 

（１）は組織の、（２）は個人の、いづれにせよ恐怖心の利用です。」 
（『メタSF作家A氏への５つの手紙』（もぐら通信第７１号）の「１.１　共産主義は何を
実現したか？」） 

［註２］ 
安部公房全集第２１巻１５ページに『われわれはなぜ声明を出したか――芸術は政治の道具か？』といふ四
人による座談会がある。 

また、この声明の本文は次のものである： 

「昨今の中国における文化大革命は、本質的には政治革命である。百家争鳴の時代から今日にいたる変遷の
間に、時々刻々に変貌する政治権力の恣意によって学問芸術の自律性が犯されたことは、隣邦にあって文筆
に携わる者として、座視するに忍びざるものがある。 
　この政治革命の現象面にとらわれて、芸術家としての態度決定を故意に留保するが如きは、われわれのと
るところではない。われわれは左右いずれのイデオロギー的立場をも超えて、ここに学問芸術の自由の圧殺
に抗議し、中国の学問芸術が（その古典研究も含めて）本来の自律性を恢復するためのあらゆる努力に対し
て、支持を表明する者である。 



もぐら通信  ページ125
もぐら通信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　われわれは、学問芸術の原理を、いかなる形態、いかなる種類の政治権力とも異範疇のものと見なすこと
を、ここに改めて確認し、あらゆる『文学報国』的思想、またこれと異形同質なるいわゆる『政治と文学』
理論、すなわち学問芸術を終局的には政治権力の具とするが如き思考方法に一致して反対する」。 
（『三岛由纪夫、安部公房、川端康成、石川淳关于中国文化大革命的声明』（もぐら通信第５４号）） 

さて、安部公房と「新潮４５」の関係は、安部公房全集によれば、次の４回のご縁があり
ます。１と２は安部公房に関する記事を第三者が書いて新潮４５に寄稿し読者に報じたも
の、３と４は安部公房の言葉が掲載されたものです。後二者、即ち３と４については全集
の当該ページに安部公房の言葉を読むことができます。頭にあつ項番の次の数字は西暦１
９XX年の１９を省略してX Xの二つの数字を表して８５、８９年とし、更にその後の４桁
の数字は月日を表したものです。 

１。８９０６０１：たばこのある風景：６１安部公房「他人の顔」より（〈新潮４５〉第
８巻第６号、１７４ページ）JT広告 

２。８５０１０１：無署名：〈この人の内側〉連載③安部公房（作家）（〈新潮４５＋〉
（新潮社）第４巻第１号、９～１４ページ）影山正夫：撮影 

３。８９０７０１：選評―原ひろ子著『ヘヤー・インディアンとその世界』（第２回新潮
学芸賞選評）［選評］〈新潮４５〉７月号：安部公房全集第２８巻４２１ページ 

４。８５０１０１－０１「生きることと生き延びること」［インタビュー］〈新潮４５＋〉
１月号（新潮社）：第２８巻３１ページ 

さて、以上を踏まへた上で、次に、 

３。LGBTとは何か？ 
ここから、一体LGBTとは何か？といふ話を致します。「『カンガルー・ノート』論
（２）」（もぐら通信第６７号）の「６。安部公房文学と大地母神崇拝～神話論の視点か
らみた安部公房文学～」から引用します： 

「（i）『カンガルー・ノート』論の論点を整理する 
結局、ここまでの論述を振り返ると、私が『カンガルー・ノート』を論じて来た論点は、
次の６つです。 

（１）記号論 
（２）小説構造論：様式論、style論＝（様式、文体）論 
（３）超越論（汎神論的存在論） 
（４）汎神論的存在論（超越論） 
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（５）形象論 
（６）バロック哲学：（時代と個別言語と人種と民族を超えてある）差異の哲学 

（略） 

（ii）神話論 
さらに、本質的なこととして、文明と文明「以前」の観点から、次の論点を追加したい。 

（８）神話論 

文明とは何かと云へば、次の３つの構成要素から成り立つてゐる文化のことです。これは、
私の分類です。 

（１）文字 
（２）数字 
（３）記号 

あなたの周囲の日常の世界を見廻してご覧なさい。物を除けば、この３つしかない筈です。
それが単なる物だとしても、あなたがこれら３つの印（しるし）を印すれば、それは単な
る物ではなくなる。文学も例外ではありません。（また、絵画や写真もまた、これら三つ
に還元され、または（還元と考へないのであれば反対方向に）抽象化されます。音楽は五
線譜で楽の音色が譜面に写されてゐる限り、これら三つに還元されます。しかし、楽の音
色そのものは、これは例外であり、別格の何かです。） 

極端に云へば此の３つの構成要素のない、即ち所謂「無文字社会」からなる文明は、文明
「以前」の文明といふことになります。これは、安部公房文学の世界では、余白と沈黙の
世界、即ち「空白の論理」に依る世界です。（この場合も、両極端の間に、文明から文明
「以前」に亘る階調（スペクトラム）があると考へて下さい。）」 

と書きましたやうに、私たちの周囲にあるものは、音を除けば、 

（１）文字 
（２）数字 
（３）記号 

といふ、これら三つの文化の構成要素であり、これらは其のまま有文字の文明の構成要素
です。 

さて、LGBTはこれら三つの何に当たるのでせうか？ 
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（３）の記号とは本来、安部公房の存在論の記号がさうであるやうに、《》や〈〉や「」と
言つたものが、本来の記号です。［註３］ 

［註３］ 
「安部公房の存在論の記号に関する簡略な結論の説明は『カンガルー・ノート』論（もぐら通信第６６号）の
「３。『カンガルー・ノート』の記号論」を、また詳細の論述については『安部公房の初期作品に頻出する「転
身」といふ語について』（もぐら通信第５６号から第５９号）をお読みください。論証しました。 

『安部公房の初期作品に頻出する「転身」といふ語について（３）』（もぐら通信第５８号）の「IV　「転身」
といふ語のある小説を読む（「②詩と散文統合の為の問題下降」期の小説）」中の「１。「②詩と散文統合の為
の問題下降」の時期：（２）詩と散文の統合：詩形式による「今後の問題の定立」（『無名詩集』）：１９４６
年～１９４９年：２２歳～２５歳」より引用して概要を説明します： 

「IV　「転身」といふ語のある小説を読む（「②詩と散文統合の為の問題下降」期の小説） 
転身といふ言葉を、その出現頻度の多寡によらず、これを含む主要な小説を、以下に年代順に挙げて論じます。 

１。「②詩と散文統合の為の問題下降」の時期 
（２）詩と散文の統合：詩形式による「今後の問題の定立」（『無名詩集』）：１９４６年～１９４９年：２２
歳～２５歳：チャート図では青い色の枠で示してゐます。 

【散文に関する結論】 

『終りし道の標べに』では、 

（１）安部公房独自の話法、即ち内省的な記憶の中での「僕の中の「僕」」に呼びかける話法にあつては、会話
は《　》でやりとりされてゐる。それから、 
（２）此の意識に連なる場合の哲学用語についても、《　》で書かれてゐる。これに対して、 
（３）呼びかけない話法、即ち形式上普通の話法にあつては地の文の中で「　」で語られてゐる。 
（４）『終りし道の標べに』は、このやうな二層の構成をとつてゐる。そして、 

『名もなき夜のために』では、 
（１）《　》の使ひわけはそのまま〈　〉といふ記号として『名もなき夜のために』に受け継がれてゐる。しか
し、この使ひわけはもつとよく整理されてゐて、 
（２）安部公房独自の話法の内にある詩の世界の言葉だけが〈　〉といふ記号で識別されてゐる。一言でいへば、
リルケの世界に関する用語だけが〈　〉の中にある。勿論哲学用語と重なる同じ言葉はあるが、それは哲学用語
ではなく、リルケと自分の詩の世界の言葉である。 

哲学用語が〈　〉の中にあることはない。即ち哲学用語は地の文の中に問題下降されてゐて、普通の言葉になつ
てゐる。 

（３）『終りし道の標べに』を問題下降して『魔法のチョーク』を書くために、『無名詩集』をも併せて問題下
降した数学的中間項である詩的・散文的作品『名もなき夜のために』は、『終りし道の標べに』を踏襲して、こ
のやうな二層の構成をとつてゐる。 
（４）『名もなき夜のために』では、後述する安部公房の問題下降の努力によつて、安部公房らしいことに、
に、《　》や〈　〉の記号の階層にある文と地の文に書かれた文字そのもの、文章（text）そのものの
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topologicalな交換、即ち『デンドロカカリヤA』（雑誌「表現」版）の主人公コモン君の経験した座標の喪
失、即ち内部と外部の交換を、安部公房は『名もなき夜のために』で、自分自身の事として、そして文章
（texts）の問題として実行した。これは、全くバロック的な試みであるといふ事ができる。 

このやうに意図して、また同時にtopological（位相幾何学的）な方法で、安部公房は詩人から小説家になつ
たのである。この論理的な、問題下降による変身または「転身」は、誠に安部公房らしい。 
『終りし道の標べに』にある関連用語は［註１］に、『名もなき夜のために』にある関連用語は［註２］に
洗い出して、この章の最後にまとめて列挙してありますので、詳細はこれらの註をご覧ください。今その中
から論ずるための目的、即ち如何に安部公房が詩人から小説家に変身を遂げたか、即ち安部公房が如何に詩
と小説を融合させたかを論ずる為に、必要な言葉を抜き出して、論じます。各行の最初の（　）の中の番号
は、この章の最後にある［註１］と［註２］の通し番号です。（略）」 

しかし/そして、LGBTは文字でありますから、果たしてこれは言葉か、言葉の意味を表し
た文字かといへば、実はさうではない。文字を記号化して使用してゐるのです。言葉には
文脈（context：コンテクスト：使ひ方）によつて意味が生まれるし（言語機能論）、さ
うであるならば意味はあるが、記号には意味はない。このことを念頭に置いた上で、それ
ぞれの文字と一見見える記号の意味するところ、即ち言葉の意味をそれぞれに個別に正し
い言葉を用ゐて明らかにすると、 

（１）L：Lesbian：女性の同性愛者：俗にいふレスビアン 
（２）G：Gay：男性の同性愛者：俗にいふおかま、男色者、ホモ、ホモセクシュアル 
（３）B：Bisexual：両性愛者：俗にいふ両刀使い、バイセクシュアル、または単にバイ 
（４）T：Transgender［註４］：トランスジェンダー：言葉の意味は下記の［註４］を
参照 

といふやうに、それぞれの英語の言葉の最初の文字を並べて一つにして記号化したもので
す。個別の一文字づつでもまたこれは記号化したといふことができます。 

［註４］ 
Webster Onlineによれば、 

transgenderとは： 

「Definition of transgender  
: of, relating to, or being a person whose gender identity differs from the sex the person had or was 
identified as having at birth 

especially : of, relating to, or being a person whose gender identity is opposite the sex the person had 
or was identified as having at birth」 

【拙訳】 
その人の性（gender：ジェンダー）が一致してゐる其の人のことであるといふこと、そのやうな其の人に関
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係してゐるといふこと、または其の人の有してゐた又は出生に当たつて有してゐたと一致の確認された性
（sex：セックス）とは異なつてゐるといふ意味である。 

特に：その人の性（gender：ジェンダー）が一致する其の人のことであるといふこと、そのやうな其の人に
関係してゐるといふこと、または其の人の性（gender：ジェンダー）であると出生に当たつて一致が確認さ
れてゐる其の人の性（sex：セックス）のあり方とは反対であるといふ意味である。 

上の最初の段落の定義は、異なってゐると文の末尾が終はつてゐるが、特にとして始まる二つ目の段落では、
其の人の出生に当たつて一致してゐると確認され特定されたものが、反対の性であると説明が絞り込まれて
ゐる。といふことは、男ならば女に、女ならば男にといふ意味になります。即ち、男男と女女といふ組み合
はせではないといふことです。 

この説明では性には英語で二種類あることがわかります。一つはgender（ジェンダー）と呼ばれる性であり、
もう一つはsex（セックス）と呼ばれる性です。これらをまたWebster Onlineに語義を尋ねませう。 

Sex（セックス）とは：これを一言でいふと、生物学的な雌雄の別といふ意味であり、これが人間の場合に
は男女と呼ばれてゐる性別のことであることがわかります： 

「Definition of sex (Entry 1 of 2) 
1: either of the two major forms of individuals that occur in many species and that are distinguished 
respectively as female or male especially on the basis of their reproductive organs and structures 
2: the sum of the structural, functional, and behavioral characteristics of organisms that are involved 
in reproduction marked by the union of gametes and that distinguish males and females 
3 
 a: sexually motivated phenomena or behavior 
b: SEXUAL INTERCOURSE 
4： GENITALIA 

【拙訳】 
１。数多くの種にあつて起きる個体（訳者註：人間ならば個人）の二つの主要なる形態（または姿）のいづ
れか一方のことであつて、それぞれに女（femail：フィーメイル）と男（male：メイル）と区別される、特
に生殖（reproduction：再生産）の器官と構造に基づいて、そのやうな区別のされる個体（または個人）の
主要なる形態（または姿）のいづれか一方のことである。 
２。配偶子（または生殖体）同士の合体によつて特徴づけられる生殖（再生産）に必然的に必要とされる生
物体、及び雌雄（または男女）を区別する器官の構造上の、機能上の、且つ行為上の、これらの特徴の総体
のことである。 
３。a：性的（sexual：セクシュアル）に止むに止まれずに行はれる現象または行為 
b：性交（Sexual intercourse：セクシュアル・インターコース） 
４。生殖システムの器官（Genitalia）［註A］ 

［註A］ 
「Definition of genitalia  
: the organs of the reproductive system 
especially : the external genital organs」 

【拙訳】 
生殖システムの器官 
特に：外部にある生殖器官 
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Sex（セックス）に対してgender（ジェンダー）とは次の意味です。 

Genderとは： 

「Definition of gender (Entry 1 of 2) 
1 
a: a subclass within a grammatical class (such as noun, pronoun, adjective, or verb) of a language 
that is partly arbitrary but also partly based on distinguishable characteristics (such as shape, social 
rank, manner of existence, or sex) and that determines agreement with and selection of other words 
or grammatical forms 
b: membership of a word or a grammatical form in such a subclass 
c: an inflectional form (see INFLECTION sense 3a) showing membership in such a subclass 
2 
a: SEX 
the feminine gender 
b: the behavioral, cultural, or psychological traits typically associated with one sex」 

【拙訳】 
1.  
a：区別できる文字に 恣意的に/任意に、しかしまた部分的に基づいてゐる（文字の例：形、 社会的地位、
人物事の在り方、または性）或る言語の、そして他の単語または文法的な形式との一致及び其のの選択を決
定する或る言語の、文法的な階層の内部の下位階層（サブクラス：例：名詞、代名詞、形容詞、または動詞）
［訳者註］英語の説明が難しいので要すれば、ある言語の一つの文の中にある、といふことは其の構成要素
である単語の品詞は下位の階層の言葉になるわけです。そして、そのやうな階層にゐる単語としての機能（形
容詞、名詞、動詞など）を発揮する。その発揮する機能が、他の単語と規則を共有し、また文法的な形式を
守る機能だと言つてゐるのです。 
b：上記aのやうな下位の階層にあつて、単語または文法的な形式を構成する資格のある構成員であること 
c：上記aのやうな下位の階層にあつて、有資格の構成員であることを示す変化形のこと［訳者註］名詞なら
ば格変化、動詞ならば人称変化といふことです。 
２。 
a：SEXに同じ。即ちfeminine（雌、女性）の文法的な性のこと 
b：一つの性（sex：セックス）に関係して典型的に連想される、行為の、文化の、または心理の特性、特色、
特徴、習性のこと 

４。安部公房の挙げた現代の３つの特徴 
『安部公房はいつまでSF小説の世界と交流があつたか』（もぐら通信第６３号）の「現代
はシミュレーションゲームの時代」より安部公房の指摘してゐる現代の三つの特徴を再掲
します。安部公房の生きたのは２０世紀でありますが、しかしこの指摘は其のまま２１世
紀のマルクス主義の延長であつて何も変はぬ共産主義たるpolitical correctnessその他の
globalismに適用して時代の混乱と混迷の原因を解き明かすことができます。安部公房の世
界から「新潮４５」事件の謎を解き、犯人を割り出して解決を図らうといふのです。： 

「さて、これらの総体が箱根隠棲の１０年であつた。さうだとして、安部公房の内面の宇
宙は、やはり読者の常でありまた務めとして、作品を読む以外に知る道はないのです。 
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なんだか、平凡な結論となりました。しかし、安部公房は鋭い。この時期の名作『方舟さ
くら丸』で昆虫屋のいふ、 

（１）現代はシミュレーションゲームの時代であること。 
（２）現実の記号の混同がおこったり、 
（３）一種の閉所願望、トーチカ願望がある 

といふこれらの科白は、二十一世紀の今日も通用してゐるのではないでせうか。 

これらの問題提起へのあなたによる回答は、あなたが「自己閉鎖生態系」に生きるユープ
ケッチャになつて考へる以外にはありません。どうでせうか。あなたもユープケッチャと
いふ（『砂の女』の贋ニワハンミョウと同じ）予（あらかじ）め失われた案内人に、即ち
人間ならば「人間そつくり」の人間（simulated/simulating man：模擬人間/モドキ人間）
に、なつてみては。」 

前章で、 

「LGBTは文字でありますから、果たしてこれは言葉か、言葉の意味を表した文字かとい
へば、実はさうではない。文字を記号化して使用してゐるのです。言葉には文脈（context：
コンテクスト：使ひ方）によつて意味が生まれるし（言語機能論）、さうであるならば意
味はあるが、記号には意味はない。」 

と書きましたが、このLGBTといふ記号はまさしく安部公房のいふ「（２）現実の記号の
混同がおこ」るといふことに当たつてゐます。混同ですから無意識の混同もあれば、意識
的な混同もあるでせう。今回の場合には、文字の下に隠れてある言葉の意味の成立する文
脈（言葉の使ひ方）と其れによつて生まれる筈の言葉の意味をすつかり等閑に付して考へ
ることなく、クルクルパー論理学の排除型の感情的・情緒的理屈によつて「LGBTではな
い」ものを否定するとしただけに依る「現実の記号の混同」です。即ち、この事件の意味
するところは、 

現実にある記号と、言葉（の意味）と記号の関係を全く考へることなく、LGBTといふ記
号を絶対善とし、これではない（と思ふ）ものを否定し排除することで、その絶対善を現
実に実現しようといふ勢力（と呼びませう。私には其の勢力の具体的な名前が不明です）
がゐたといふことになります。勢力とはforce（フォース）といふことですから、実際に現
実を動かす力です。 

（１）の「現代はシミュレーションゲームの時代である」とは、（２）の「現実の記号の
混同がおこ」ることとの関係では、現実と仮想現実（非現実）の混同ですから、この二つ
の言葉、即ちシミュレーションゲームと「現実の記号の（仮想現実の記号との）混同とい
ふ安部公房の指摘は、２１世紀の今も生きてゐます。 
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さて、さうすると（３）の「一種の閉所願望、トーチカ願望がある」といふことは、（１）
と（２）の関係に鑑みると、シミュレーションゲームが現実と仮想現実の混同であるなら
ば、現実を拒否してトーチカ籠城願望（これが排除型の理屈といふことになりますが、こ
の閉所願望）を叶へたいーだから、公に誰にでもわかりやすい基準を示すことができな
いー、それも何かの力（force：フォース）を生み出して暴力的にでもいいので、強権的に、
上から下へと一方的に、公明正大なやり方では全くなく、それこそ新潮４の５の言はせず
に自分の願望を強制するといふことになります。トーチカ願望ですから、他人を理由なく
攻撃して、自分自身の身の安全に関する自覚がない。 

この３つの指摘は、このまま、何故日本人が公私の別を弁（わきま）へることができなく
なつた人間が表通りを闊歩して恥じないかといふことの説明になつてゐます。この厚顔無
恥は、上は国会議事堂にゐる代議士から下は下々の私たちの日常に出会ふ人間に至るまで、
傾向として、私の観察によれば、流行してゐる。勿論２０世紀型新聞紙・雑誌・地上波放
送といふ旧来の一斉同報マスメディアについては言ふまでもない。私の観察とは、LGBT
などといふ記号化との関係で、政治と文学（文化）の間にある次のやうな違ひ（差異）で
ある。 

政治：政治とは、人間を量として考へる。必要ならば統計学的に考へる。勿論、人間を量
として考へることが間違つてゐるわけではない。範疇が全く文学とは異なるといふことで
す。 
文学：文学は、あくまで人間を質の観点から考へる。何故ならば、人間は全く人それぞれ
に異なつてゐるからであり、其の人生も千差万別であるからであり、文学といふ文化領域
の活動は、この個人の人生と生活の質を、言葉の観点から考へるものであるからです。言
葉の意義（sense：センス）と意味（meaning：ミーニング）の識別・区別とは、このこ
とそのものが言葉の質（quality）のことをいつてゐるのです。 

新潮４の５の事件は、かうして考へて来ると、LGBTと総称される人間たち（文字通りに
人間群といふ群れである）を十把一絡（から）げの量として考へてゐることに、新潮社の
代表者は政治的な判断をして、文化的な、即ち文学的な判断をしなかつたといふことにな
ります。この代表者は、L、G、B、Tといふそれぞれの範疇のそれぞれの個人である人間
に対する想像力を欠き、LGBTで、即ち量で、即ち政治の問題として考へることに同調し、
文化の優位性を否定したといふことになります。 

これは、出版社（publication：パブリケーション：公に、文字・数字・記号からなるテキ
スト（文章）を刊行する者）のやることでは、ない。何故ならば、ここにあるのは、この
やうに、安部公房の指摘する３つの事に原因する公私の混同であるからです。L、G、B、
Tは 私事であるが、しかしLBGTは量であり、政事である。 L、G、B、Tは 個々人である
が、しかしLBGTは十把一絡げであり、これは政治といふ公（おほやけ）のことである。  

日常の時間の中で、この識別、この判別ができないかといふほどに、 

（１）シミュレーションゲーム（現実と仮想現実の混同） 
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（２）現実と仮想現実の関係に存在する記号の混同（実は、言葉の意味を考へぬ無知・無
能） 
（３）閉所・トーチカ願望（他人攻撃願望：排除型・クルクルパー論理の外部否定型の理
屈） 

といふ此の三つが社会現象として現れてゐるといふことになります 

といふことは、 

５。１９８０年代（２０世紀）と２１世紀の今の時代の世相は同質である 
１９８０年代に安部公房の観察した時代の世相と２１世紀の今の世相は同質であるといふ
ことになります。１９８０年代が一体どのやうな時代であつたかを二つの視点から見て見
ませう。一つは、「何故日本の文学は衰退したのか？」といふ視点から。これは一種の形
式論です。もう一つは実際にどのやうな社会現象が起きた時代であつたかといふ視点から。
これは実際のことをみる実質論です。 

５.１　何故日本文学は衰退したのか 
前者については『何故日本の文学は衰退したか』（もぐら通信第７９巻、第８１巻、第８
２巻）といふ連載で明らかにしたことを、これらの号から引用して以下に示します。新潮
４の５の事件を契機に再度日本文学の衰退時期と其の原因についてまとめてをく事は意義
のあることです。 

「この「日本文学衰退年表」のダウンロードは：https://ja.scribd.com/document/
373250218/何故日本文学は衰退したのか３ 

この問ひの視点から上記URLにダウンロードできる年表を作成したところ、次のことがわ
かりました。 

この場合の利害関係者は、次の三者です。 

（１）読者 
（２）作家 
（３）編集者 

１。日本の文学の衰退は、最初に読者の劣化、次に作家の劣化、そして編集者の劣化の順
に起きたこと 
２。読者の劣化１は、ヴェトナム戦争終結とともに始まったこと（１９７５） 
３。作家の劣化は二度あり。劣化１は１９８０年（S５５）、劣化２は１９８５（S６０）
であること。世界と日本の歴史上、１９８０年には何があり、１９８５年に何があつた
か？」 

https://ja.scribd.com/document/373250218/%E4%BD%95%E6%95%85%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%96%87%E5%AD%A6%E3%81%AF%E8%A1%B0%E9%80%80%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%AE%E3%81%8B%EF%BC%93
https://ja.scribd.com/document/373250218/%E4%BD%95%E6%95%85%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%96%87%E5%AD%A6%E3%81%AF%E8%A1%B0%E9%80%80%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%AE%E3%81%8B%EF%BC%93
https://ja.scribd.com/document/373250218/%E4%BD%95%E6%95%85%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%96%87%E5%AD%A6%E3%81%AF%E8%A1%B0%E9%80%80%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%AE%E3%81%8B%EF%BC%93
https://ja.scribd.com/document/373250218/%E4%BD%95%E6%95%85%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%96%87%E5%AD%A6%E3%81%AF%E8%A1%B0%E9%80%80%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%AE%E3%81%8B%EF%BC%93
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（『何故日本文学は衰退したのか』（もぐら通信第７９号）） 

また、外国映画の題名が人目を惹く簡潔な日本語に翻訳されるのではなく、そのままカタ
カナ語にただ書き換へられるといふ、前者と後者の比率を統計的に或る論文によつてみる
と次のやうであるのでした： 

「２。輸入映画の題名の邦訳とカタカナでの訳との比率 
輸入映画の題名の邦訳とカタカナでの訳との比率を統計的に調べた論文がありましたので、
上掲します。 
『外国映画題名のカタカナ表記についてー変遷とその社会的意味ー』： 
https://ci.nii.ac.jp/els/contents110004533894.pdf?id=ART0007289393 

何故映画の邦訳・カタカナ題名の比率に着目したかといひますと、これは、日本文学の衰
退と大いに関係があると考へたからです。何故ならば、邦訳をするには映画の本質を凝縮
した簡潔な日本語にしなければならず、ここにはやはり古典的伝統的な言語感覚と日常生
活に訴求するある種の智慧が命名者に要求されるからです。 

私の子供時代の外国映画の邦訳は心に残る、いい邦訳が幾つもありましたが、しかし最近
のは、ある時期からカタカナによる言ひ換へに過ぎず、言つて見れば頭を煩はせることの
ない、教養を必要としない題名になつてしまつたことの、その統計的な事実が、やはり私
の経験の説明をしてくれてをります。 

この表からわかることを次に列挙します。これは上で投稿した「日本文学衰退年表」相応
になつてゐて、日本文学の衰退が映画のカタカナ題名比率の増加と反比例の関係にあつて
劣化の曲線を描いてゐることがわかります。「日本文学衰退年表」は：https://
ja.scribd.com/document/373250218/何故日本文学は衰退したのか３ 

①：先の戦争中にも外国映画は戦後の総数と変はらぬ映画が輸入され上映されてゐたこと。
②：敗戦後の５年間にも、外国映画の総数は増加してゐるにもかかはらず、カタカナ題名
の映画数は戦前よりは逆に低下してゐること。 
③：GHQの占領統治（１９４５～１９５２）が終了後も、その比率は変はらず、カタカナ
題名は最小３.６、最大８.０に留まってゐること。 
④：戦後顕著にカタカナ題名が増えたのは（１０％を超えて１２％になり更に１６.９％ま
でになつた）、やはりむべなるかな１９６０年代以降の戦後高度経済成長の時代であるこ
と。 
⑤：如何なる意味に於いても戦後の画期的年である三島由紀夫の死の年である１９７０年
以降に更にカタカナ題名は急増して、４０％に達したこと。 
⑥：新潮社編集部長であつた谷田昌平が証言する１９７５年を境に読者の劣化が始まった
といふ事実に、この⑥の比率である３９.０といふカタカナ題名の数字は当てはまつてゐ
ること。即ち更にいへば、その前の１９７０～１９７５年までのカタカナ題名の比率であ

https://ci.nii.ac.jp/els/contents110004533894.pdf?id=ART0007289393
https://ja.scribd.com/document/373250218/%E4%BD%95%E6%95%85%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%96%87%E5%AD%A6%E3%81%AF%E8%A1%B0%E9%80%80%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%AE%E3%81%8B%EF%BC%93
https://ja.scribd.com/document/373250218/%E4%BD%95%E6%95%85%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%96%87%E5%AD%A6%E3%81%AF%E8%A1%B0%E9%80%80%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%AE%E3%81%8B%EF%BC%93
https://ci.nii.ac.jp/els/contents110004533894.pdf?id=ART0007289393
https://ja.scribd.com/document/373250218/%E4%BD%95%E6%95%85%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%96%87%E5%AD%A6%E3%81%AF%E8%A1%B0%E9%80%80%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%AE%E3%81%8B%EF%BC%93
https://ja.scribd.com/document/373250218/%E4%BD%95%E6%95%85%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%96%87%E5%AD%A6%E3%81%AF%E8%A1%B0%E9%80%80%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%AE%E3%81%8B%EF%BC%93
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ゐること。即ち更にいへば、その前の１９７０～１９７５年までのカタカナ題名の比率で
ある４０％が、既にその予兆であり前段階であつて（何故ならこれ以前の比率は増へたと
はいへ１２～１６.９％である）、このことが映画のみならず、本来日本語の洗練されてゐ
た筈の専門領域である日本文学の世界に及んでゐることを示してゐるといふこと。 
⑦：作家の劣化１の始まつたこの１９８０年からのカタカナ題名の比率は、６２％であり、
この年初めて、邦訳の比率３８％を逆転した比率となつたこと。前年までの５年間の比率
は、邦訳７２％、カタカナ題名４６％とあつた均衡が大きく崩れたといふことである。 
⑧：作家の劣化２/編集者の劣化１の始まつた１９８５年からの５年間は、ほぼ均衡して
ゐる。カタカナ題名が４９.１％。 
⑨：１９９０年～１９９９年は、カタカナ題名が優勢であり、これ以降現在までもがさう
ではないかと、ここからは（論文の発表以降であり数字がないので）経験上の判断である
が、思はれる。優勢とは、カタカナ語の題名が５０％以上を超えてゐるといふ意味であ
る。」 
（『何故日本文学は衰退したのか』（もぐら通信第７９号）） 

「日本の文学が此のやうに衰退して行く此の間、私は文学の世界の外にをりましたから、
実業の経済の世界から思ひだして見ますと、かへつてよくわかるやうな気がします。 
　商売の世界でも同じことが起きてゐる。つまり、今の５０代以降の人には、祝ひ事の言
葉を聞いても語彙の選択にまだ何とか古典的教養がありますが（例へば、にぎにぎしく）、
４０代には此のやうな言葉使ひは、狭い知見の範囲であるかもしれませんが、またさうで
あつても以前にはよく聞かれた伝統的な慶事の言葉があつたと記憶しますが、見聞しませ
んでした。 

今の４０代は語彙が少ないのです（引用者註：この文章の執筆は２０１８年）。ここに文
化の連続性の断絶があるとおもふ。といふことは、５０代が６０歳になつて引退するまで
の１０年、４０代が５０代になるまでのこの１０年が、といふよりも私の実感では此の５、
６年が日本文学の劣化に関する転機として一つの目安だといふことです。 

今年が２０１８年ですから、５、６年後といふと、２０２３年から２０１４年といふこと
になります。いづれにせよ２０２０年の東京オリンピック後といふことです。 

　また、以前論じたゲームの視点で文学をみてみます。ゲームソフトについて、ネットで
検索すると、インベーダーゲームの発売が１９７８年、ドンキーコングが１９８１年、任
天堂のファミコンが１９８３年とあつて、この頃に子供だつた日本人が、まあ２０年を加
へて、１９９８年、２００１年、２００３年と計算すれば、大体、こんな感じで、２１世
紀の日本文学の衰退が実感できるかといふ感じがしないでもありません。何しろ友人同士
が、男女であれなんであれ、喫茶店にゐてゲームをやつてゐましたから、あの時代は。今
ならカフェで男女がスマホを見てゐるだけといふのと同じです。 
　今は２００１年に小学生だつた子供達が（１９９８年に単純に２０を足して）２０１８
年に４０歳であれば、今のやうな様子かも知れないと思ひます。私の文学界の外での実感
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と一致していゐます。」 
（『何故日本文学は衰退したのか（２）』（もぐら通信第８１号）） 

そして、読者、作家、編集者についての現状は、業界内の人間から一体どのやうに劣化し
て行つたと見えるかといふと： 

「１．「教養」というより「生きる言葉」を探し求めていた時代 
　森内俊雄の新刊『道の向こうの道』は、昭和30年代の早稲田露文科の青年像を描いたも
のです。ドストエフスキーによって露文科へ入り、李恢成などのクラスメートと競ってチェ
ホフからプルーストまで本を貪り読む姿があります。「教養」というより「生きる言葉」
を探し求めていた時代だという印象があります。 

２．出版業界の現状 
　小生が大学へ入った昭和40年代は学園紛争の時代でした。「産学共同粉砕」「学問の自
由を守れ」などと叫んでいた訳ですが、あれから40年、現在はどこもかしこも「産学共同」
の経済至上主義。文学、出版の世界でも同様で、軽い本が軽々とベルトコンベアで運ばれ
るように作られて、書店へばらまかれて、そして軽々と返品されて、断裁されて、トイレッ
トペーパーになって……、とチャップリンの映画『モダン・タイムス』のような惨状を見
ることができます。文庫も新書も、出版社の当座の資金繰りのためと同時に、書店での平
積みのスペースを確保するために毎月４点なり８点なりの新刊をつくるという本末転倒の
状況で、本の中身も寿命もますます軽く短くなっています。文学も出版も、熱量と密度が
薄くなれば、衰退は必然のことでしょう。 

３．編集者と作家の変質 
「何故日本文学は衰退したのか？」といふ問ひに対して、衰退の時期が1975年以降とすれ
ば、それ以降の現場での変質を思いつくまま挙げてみると、 

（１）経済高度成長：編集者が金を持つやうになつた/金廻りがよくなつたこと。 
　高度成長下、出版社が儲かりすぎ編集者の金回りが良くなって、作家たちが編集者にご
馳走になって編集者にへつらうようになり、編集者が作家たちを敬愛しなくなったと言わ
れました（かつては作家たちが世話になった編集者たちにご馳走していたものです。小生
でさえ、安部公房に、新宿京王プラザ・ホテルや渋谷のスペイン坂でご馳走になっていま
す）。 
（２）インターネットの普及：作家と編集者が対面で会はぬこと。 
　そもそも作家が作品を生み出す作業は、芥川龍之介や川端康成の死に見られるように孤
独で不安な営みです。その時に「最初の読者」である編集者の感想や助言にどんなに勇気
づけられ安心させられたか、と多くの作家が書き記しています。作家と編集者との信頼関
係、一種の共同作業のなかで生み出されてきた作品が多いのです。 
　しかし、パソコンのメールで原稿を送信するようになると、編集者が作家の玄関先に原



もぐら通信  ページ137
もぐら通信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

稿取りに行ったり、原稿あがりに文壇酒場などで交友を深める機会が激減してきました。
担当編集者は電話やメールで原稿依頼から原稿受けまで完了させ、連載だったり単行本出
版に際しても最初の打ち合わせ以外に作家と会うことも少なくなっています（実際、見本
の本ができても、手づから届けるのではなく、Ｕパックや宅急便で送付するだけ、という
光景を実見しています。昔は地方在住であれ、作家も上京しましたし、編集者もこれ幸い
と地方酒場での一夜を楽しみにしたものでしたが）。 

（３）鑑識眼のある畏るべき批評家の欠如 
　三島由紀夫は鋭い鑑識眼をもった作家でしたから、三島由紀夫没後、作家たちは、畏れ
る人間がいなくなった、とも言われていました。 
　実際、辛口の文芸時評も少なくなり、各紙誌の書評も広告宣伝的な紹介文という印象を
感じることが多くないですか？ 

（４）文学賞も業界盥廻しの本末転倒になつたこと 
　1990年から８年間、ドナルド・キーン氏は読売文学賞の選考委員になっていますが、い
い作品に巡り会うことがなく、ガッカリされたとのこと。文学賞受賞作も、作品に対して
というより、作家の持ち回り、出版社の持ち回りのような「忖度」だらけのように見えま
す（「受賞作なし」は困ったことなのです、主催者or出版社にとって。読者にとっては、
受賞作を読んで首をかしげるよりいいのですが）。 

　1964年、サルトル：ノーベル文学賞を拒否、1969年、武田泰淳：芸術選奨文部大臣賞
を辞退、1971年：大岡昇平：芸術院会員を辞退、1994年、大江健三郎：文化勲章を辞退。
そんな強者もいなくなりました。 

（５）小説を金儲けと考へてゐる若者たち 
　三島由紀夫が作家入門のようなエッセイのなかで、小説家になりたい若い人の動機が、
「金を稼ぎたいから」というのを聞いて、冷笑していたのを思い出しました。 
『決定版 三島由紀夫全集』を引っ張り出してみたところ、こんな「芥川賞選評」の文章が
ありました。 
　「今度の予選作品を通読してみて、その文学精神の低さにおどろいた。大学も荒廃して
ゐいるが、文学も荒廃してゐる、という感を禁じえなかつた。いかに短篇であつても、ひ
らめくものはひらめき、かがやくものはかがやくのが文学である。その精神は、現実を転
覆させようといふ意欲において、言葉の力に何ものかを賭けてゐなければならない。こん
な時代だからこそ、ますますそれが求められる。こんなことではバス一台はおろか、三輪
車を転覆させることも覚束ない。」（三島由紀夫「文学精神の低さ：芥川賞選評」、文藝
春秋・昭和44年３月／『決定版 三島由紀夫全集35』418頁） 

　ちなみに、この回の芥川賞は「受賞作なし」であった。」 
（『何故日本文学は衰退したのか（２）』（もぐら通信第８１号）） 
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当時読者であつた作家高村薫の感想によれば次のやうな純文学の衰退を実感してゐます： 

「「１９９０年ごろ、世はエンターテインメントの全盛を迎えておりました。正確にはこ
れも一方には純文学の後退があったのですが、会社の帰りに書店を覗いて、中上健次や古
井由吉や日野啓三、大庭みな子などの新刊が出ると買っていた私が、「読みたい小説がだ
んだん少なくなってきた」と感じたのが８０年代半ばのことでした。村上春樹の愛読者で
あればそんなことはなかったかもしれませんが、好きな小説がわりに限られている私のよ
うな偏屈な読者でも、６０年代、７０年代に「読みたい小説が少ない」と感じたことはあ
りませんでした。８０年代以降の純文学の交代は、一読者の実感だったということでござ
います。」 
（『何故日本文学は衰退したのか（３）：高村薫「小説の現在地とこれから」を読む』（も
ぐら通信第８２号）） 

５.２　１９８０年代とはどんな時代であつたのか：シミュレーションゲーム・記号・トー
チカ願望と村上春樹の文学 
前章でも書いた通りに、やはり１９８０年代以降はシミュレーションの時代［註５］とい
ふことから云へば、ゲームソフトの登場は大きい節目です。 

（１）１９７０年：インベーダーゲームの発売 
（２）１９８１年：ドンキーコングの発売 
（３）１９８３年：任天堂のファミコンの発売 
（４）１９８５年：スーパーマリオブラザーズの発売 
（５）１９８６年：ドラゴンクエスト発売 

そして、１９９０年代は、 

（４）１９９５年：マイクロソフト社がWindows９５の発売 

ちなみに、２１世紀は次のやうなネットワーク・ヘゲモニー（ネットワーク独占）を有す
るネットビジネス４社が日本でサービスを開始していゐます： 

（５）２０００年：amazon日本法人設立 
（６）２００１年：Apple社がiPod発売、Googleの日本法人設立 
（７）２００７年：Apple社がiPhone発売 
（８）２００８年：Facebook日本語版サービス開始、Twitterが日本語版のサービス開始 

最初の（１）から（５）のシミュレーションゲームの年譜に村上春樹の年譜を重ねてみま
せう。何故なら村上春樹の小説はシミュレーションゲーム小説だからです。現実と仮想現
実の間を往来する小説です。そして、この作家は記号の混同を此の二つの世界の主人公の
往復にも拘らず、することがない。何故なら、この作家の文学は換喩の文学だからです［註
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６］。即ち登場人物の名前は一見意味ありさうでありながら、実は記号であるからです。
小説を読みエッセイを読みますと作者は此れを十分に知つてゐます。 

（１）１９７０年：インベーダーゲームの発売 
（A）１９７９年：『風の歌を聴け』で群像新人賞受賞 
（B）１９８０年：『１９７３年のピンボール』 
（２）１９８１年：ドンキーコングの発売 
（C）１９８２年：『羊をめぐる冒険』 
（３）１９８３年：任天堂のファミコンの発売 
（４）１９８５年：スーパーマリオブラザーズの発売、『世界の終りとハードボイルド・
ワンダーランド』 
（５）１９８６年：ドラゴンクエスト発売 

［註５］ 
２０１８年の幕張のTokyo Game Showの様子を次のYouTubeの映像で見ることができます：https://
www.youtube.com/watch?v=TDNQ5OvME78 

この映像を見ると、安部公房の言ふシミュレーションゲームとトーチカ願望の関係が現実のこととしてよく
わかります。この二つの上に新潮４の５の事件といふ記号の混同の問題があるといふことです。 

［註６］ 
村上春樹の文学が換喩の文学であることについては、次のブログにて私の村上春樹論の一つ『安部公房の読
者のための村上春樹論（３）：村上春樹と換喩の世界』をご覧ください：https://
abekobosplace.blogspot.com/2016/12/blog-post_12.html 

また、村上春樹の世界が何故アメリカ人のbaseballに倣つて表と裏の二つの世界を往来するのか、シミュレー
ションゲームの世界になつてゐるのかは、『安部公房の読者のための村上春樹論（中） Baseballとは何か？ 
～Baseballは旧約聖書の創世記の贋物である～』をご覧ください：https://abekobosplace.blogspot.com/
2016/10/baseball-baseball.html 

換喩作家としての村上春樹がどうやつて成長しようとしたか、長編小説家になつたかは、安部公房と比較を
して論じました。題して『安部公房の「奉天の窓」から村上春樹の世界を眺める～村上春樹の人称と話法の
問題を解く～』：https://abekobosplace.blogspot.com/2016/10/blog-post_29.html 

かうしてみますと、安部公房の１９８０年代半ばでのシミュレーションゲーム・記号・トー
チカ願望といふ三題噺の提示は、換喩の時代であることを言ひ、しかしこれまでさうであ
つた換喩、即ち記号と現実の１：１の対応関係に混乱が始まつてゐること、人間の認識と
理解にあつて、記号と現実の二つを混同して意識してゐないといふ指摘を安部公房はして
ゐるといふことになります。この混同に原因する混乱が、閉所願望・トーチカ願望の原因
であり結果であるといふのです。これは重要な指摘で、２１世紀の今に至るも有効な指摘
だと私は考へてゐます。 

https://www.youtube.com/watch?v=TDNQ5OvME78
https://www.youtube.com/watch?v=TDNQ5OvME78
https://abekobosplace.blogspot.com/2016/12/blog-post_12.html
https://abekobosplace.blogspot.com/2016/12/blog-post_12.html
https://abekobosplace.blogspot.com/2016/10/baseball-baseball.html
https://abekobosplace.blogspot.com/2016/10/baseball-baseball.html
https://abekobosplace.blogspot.com/2016/10/blog-post_29.html
https://www.youtube.com/watch?v=TDNQ5OvME78
https://www.youtube.com/watch?v=TDNQ5OvME78
https://abekobosplace.blogspot.com/2016/12/blog-post_12.html
https://abekobosplace.blogspot.com/2016/12/blog-post_12.html
https://abekobosplace.blogspot.com/2016/10/baseball-baseball.html
https://abekobosplace.blogspot.com/2016/10/baseball-baseball.html
https://abekobosplace.blogspot.com/2016/10/blog-post_29.html
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私見によれば、マルクス主義が世界中で跳梁跋扈した２０世紀は、そのtopologyは一神教
のtopology［註７］ですから、民主主義と資本主義といふ経済の仕組みも含めて、換喩の
世紀。２１世紀はこれに対して人間は隠喩（メタファー）を求める世紀です。しかし、隠
喩を言葉の意味を正確に考へない人間が使用すると、例へばあいつは癌だといふやうに攻
撃的な単なるレッテル貼りの政治的手段となる危険性が大いにあるのです。全ての人が三
島由紀夫のやうな隠喩（メタファ）の天才であるわけがない。三島由紀夫は死ぬ９ヶ月前
のインタヴューで次のやうに話をしてゐます。（『告白　三島由紀夫未公開インタビュー』
講談社２０１７年８月８日刊行）ここで三島由紀夫が指摘した通りの今の日本の世の中に
益々、あるいは依然として退嬰的なままになつてゐる上は博士か大臣から下は私たち庶民
に至るまでの日本人にあることを、私は文学の世界の住人として憂ふるものです。 

［註７］ 
『リルケの『オルフェウスへのソネット』を読む（２９）：第２部 III～安部公房をより深く理解するために
～』（もぐら通信第８５号）より再度引用して、換喩とは何かをお伝へします。 

修辞学の視点で２０世紀を眺めますと、２０世紀は政治の世界のマルクス主義もさう、民主主義も資本主義
も、商業のマスマーケティングによる広告も宣伝もさう、文学の世界の村上春樹の小説もさう、これらはみ
な換喩であり、前世紀は換喩の時代でした。２１世紀は、これから隠喩の時代になるでせう。まあ、シュー
ルレアリスムが日常になつてしまつた世界といふことになります。安部公房の読者には日常的に過ぎるかも
しれませんが。 

［註１］ 
宣伝広告での換喩の典型例は、化粧品の広告です。美しい若い女性と並べて化粧品を置くと、これを見た消
費者は、本当はそんな関係など全く無いのに、この化粧品をつかふと其の女性と同じやうに美しくなる効果
があるのだと錯覚すること、これが換喩です。 

換喩といふのは単なる並列であり、隣接であつて、二つのものが実際に交流して何か新しい価値を生み出す
といふ事はないのです。言語の意味の問題としては、次の通りの関係です。『言語とは何か』（もぐら通信
第３９号）より引用します。 

AとDの関係が換喩、AとBの関係が隠喩です。銭形平次と本名をいはずに、八丁堀といつたり、新潮社と呼
ばずに矢来町、文藝春秋社と呼ばずに紀尾井町、国会議事堂の中の政治とはいはずに永田町、行政府を霞が
関といふのが、これみな換喩。これに対して、君は薔薇だ、あいつは麒麟だといふのが隠喩です。三島由紀
夫は隠喩の作家。安部公房はこのいづれでもない直喩の作家。この図でいふと、BとEといふ無関係なものを
上位接続して一つにまとめる、即ち存在を創造するのが安部公房。ですから、三島由紀夫のいふコミュニス
ト（換喩）であつて且つシュールレアリスト（隠喩）といふ評言は当たつてゐるのです。 
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思へば、この換喩関係の示す通りに、２０世紀といふのは人間同士が唯隣接してゐるだけで、心の通はぬ世
紀でした。しかし、BとEの直喩関係を創造し続けた安部公房は、これもまた孤独なことでした。ほとんどの
人間は隠喩関係に、即ちAとBの関係を持ちたいと思ひ、共通集合の意味をなすCを創造して共有したいと思
つて生きてゐるのです。しかし今猖獗を極めて悪事をなしてゐるpolitical correctnessや人権などといふのは、
相変はらず、一神教のtopologyを世界中で主張して２０世紀を失ひたくない換喩人間たちの悲鳴のやうに（こ
れは直喩）聞こえます。まあ、リルケの詩を熟読玩味して、もう少し文化とは何かといふことについて考へ
てもらひたいものです。 

「ベスター　現在の日本語は、例えば思想を表現する手段としてよくできているかどう
か。　三島　よくできていませんねえ。例えば僕が現代日本語に一番絶望したのは、一九
六〇年の安保闘争のときですよね。「民主主義を守れ」というプラカードがいっぱいあり
ました。その一人一人が言っている「民主主義」という意味がみんな違うんですもの。言
葉がこんなに多義的に使われたら、文学なんて成り立たないですよ。言葉というものは、
一語が一つの意味しかないということで文学が成り立っている。ポール・ヴァレリーもそ
うですよね。 
　司会　ヴァレリーはさっき挙げられた「一つのものを表現するのは一つの言葉しかない」
という、あれですね。 
　三島　それが文学者の最後の確信でしょう。ところが、日本語は戦後そういうぐあいに
なっちゃった。偽善というのは、言葉についても言えることですね。「平和」と言えば、
その「平和」の内容が何でもみんな「平和」でいいと思う。その内容は問わないんです。
みんな言葉に寄りかかって、その言葉で主張したり、戦争したり、論争したり、けんかし
たり、殴り合ったりしているんです、日本人全部が。ジャーナリズムやマスコミはその言
葉さえ出せばいいんですから、あと、内容なんか構わないんです。僕は、これが本当に今
の日本語の退廃の一つの原因だと思いますし、小説家もそういう言葉を平気で使いますね。
全然構わずに、内容も考えないで小説家も言葉を使っています。小説家も堕落しています
からね。 
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ですから、僕が言葉ということをやかましく言うのは、そういうものに対する僕のクリティ
シズムです。それがなければ嫌だという気持ちがあるから。さっきたまたまフローベール
みたいなものをオールドファッションドだと言いましたけど、そうでなくて今の日本では、
僕は、言葉を正すということ以外に道はないんだと思い詰めている。 
　ベスター　こういうことを話す資格はないんでしょうけど、現在、何か思想的なことを
書こうと思った場合に、初めから自分で自分の文章、自分のスタイルを自分のためにつくっ
ていくしかないような。 
　三島　それしか仕方がないんです。自分のスタイルで主張する以外に、思想ですら主張
できなくなっているんです。それは、僕はある意味では、思想ですら文学というものだと
思いますね。そこまで行っていない思想家はみんな非常に浅薄ですね。僕は文体でしか思
想が主張できないと感じるんですよ、ある意味でね。難しい時代に来ている。 
　例えば、芸術家、小説家あるいは文学者としては、僕はシュパードだと思っているんで
す。ストレイシープが柵の外にいっぱいいるんです。それは言葉ですね。それを柵の中へ
連れてくるのが僕の仕事です。僕はその仕事に一生を捧げているんだからシェパードです
ね。」 
（同書６６～６９ページ） 

６。小林秀雄の『政治と文学』 
政治と文学の此の相違を、小林秀雄の言葉を『政治と文学』より引用して、私の政治は量、
文学は質といふ考へを、もつと文学的にお伝へすると次のやうになります。引用するのは
『Xへの手紙・私小説論』と題した、勿論いふまでもなく、文藝と文化の香り高く矜持も
高き新潮社の新潮文庫です。三島由紀夫の発言に如何に通じてゐることか。 

安部公房が成城高校時代に耽読して読んだドイツの詩人リルケの言葉を引用して、小林秀
雄は次のやうに言つてゐます。イデオロギー（Ideologie）を盲信してゐるジャーナリズム、
この私の論考の場合にはpolitical correctness（ポリティカル・コレクトネス）といふ文
化の領域へのマルクス主義による侵略であり破壊活動のイデオロギーのことを意味してゐ
ますが（大陸にある隣国が中国共産党といふマルクス主義政党によつて支配されてゐるこ
とを忘れめさるな、そして共産党のスパイが上は国会議事堂の代議士から始め商業・産業・
教育の世界に至るまで日本国内に大勢ゐることを）、さて小林秀雄曰く、この種のイデオ
ロギー（Ideologie）を盲信してゐるジャーナリズムに埋没してゐる「当人は、客観的に見
たり考えたりしている積りであるが、ただそんな口の聞き方をしているに過ぎず、実は見
ても考えてもいやしない。彼自身が客観性と化するからだ。機械が運転し始めれば、技師
はもういなくてもいい、まさに然るべき事であるが、観察や思索が運転し始めれば人間に
もう手の付けられないとは奇妙な事だ。ジャアナリズムが、この傾向に拍車をかける。現
代のジャアナリズムに現れる夥（おびただ）しい論説に、輪転機の音が聞き分けられない
様な耳はどうかしている。」といふ言葉に直ぐに続けて、「もっと辛辣な言葉を紹介して
置く。第一次大戦の直後、リルケはこんな事を書いています、ノアの洪水時代にジャアナ
リズムというものがあったなら、私は断言するが、洪水は決して引かなかっただろう、
と。」 
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上でいふ輪転機が新聞紙や雑誌をいふ事はお分かりでせう。　 

このリルケの言葉の意味は、ジャアナリズムは唯一絶対神Godの戒律や命令を守ることなく、
逸脱して道徳を失ひ、放逸放埓な言辞を労して人の世の治安も平安も乱す悪であり、Godを
否定し仇なすものであるから、ジャアナリズムの此の地上にある限り、洪水は引くことがな
いといふ意味でありませう。このリルケの言葉は、リルケと同じ生年である１８７５年を共
有してゐる、『哲学の主題１０１（７）』（もぐら通信第９０号）の主題「自由」の冒頭に
引用した同じ第一次世界大戦の前後に『ある非政治的な人間の観察』を書きついで時代と
ジャーナリズムを辛辣に馬に譬（とた）へて批判し批評したトーマス・マンの言葉と全く軌
を一にしてゐます。安部公房の読者である私たちは、何故初期安部公房は洪水とノアを書き、
また後年『方舟さくら丸』といふ小説を書いたのかを思つてみると良いでせう。 

さて、ここから私の引用致したき言葉は次の言葉です。この『政治と文学』といふ批評文は、
どの一行も示唆に富む、人生の機智と叡智に溢れた優れた日本語の散文ですが、敢へて引用
箇所を限り、といふのは安部公房の読者である私たちに大いに関係する、さうして安部公房
も生涯大切にした笑ひといふものについての此の批評家の考察が、政治と文学、集団（組織）
と個人、そして言葉を理解しまた理解しないことを巡つて述べられてゐて、これがこのまま安
部公房の書いた文章の内容だと考へても一向に差し支へないものだからです。少し長い引用
になりますが、お付き合ひ下さい。大切な箇所です。以下文中の漫画といふ言葉を詩、小説、
批評と読み替へ、漫画家といふ言葉を、詩人、作家、批評家、あるいは安部公房と置き換へ
て読むと、小林秀雄の真意がよく伝はつてきます。 

「　ある外国の雑誌にこんな漫画が出ていた。酒場で二人の紳士が殴り合つて、二人とも延
びている、介抱しているボーイさんが、こんな事を言っている、「だからあれ程申し上げた
じゃありませんか、うちでは平和論だけはお断りしています」と。誰だって笑うのです。但し、
二人の紳士の喧嘩ならば。しかし、漫画から、政治的党派への道は、ただの一歩だ。頭数に
よって保証される政治的イデオロギイという制服をつけた集団の対立へ進むのに、何一つ面
倒な事はない。そうなるともう笑い事ではない、平和か、然らずんば死か、そういう事にな
ります。ところで笑いは何処に行って了うのか。何処にも行きはしない。私達の健全な判断
とともに私達の心のなかに止まって、才能ある漫画家の作に出会えば、何時でも笑い出す用
意はしているのである。この笑いは、イデオロギイの配分を受けて集団化しようなどとは決
してしないものです。私は自分でおかしいと判断し、一人で笑えば、それで充分だからだ。さ
よう、確かに充分なのである。何故かというと、私は一人で笑いながら心の底では誰も彼も
が笑う筈だと信じているからです。いや、一人で笑っているといふその事が、そのまま皆と一
緒に笑っているという自信の表明だからであります。笑いでもいい、涙でもいいが、要する
にかくの如きものから、文学者はその思想を育てて行くのである。その点、文学者のやり方
は、全く子供らしく素朴なものなのであります。自己を表現するのに、自己の体験を離れる
事は出来ない。どうしたらそんな狭い道から広い道に出られるのか、その明らかな方法は誰
にも、当人にも解らない。判然と解らないが、ただ力を尽くしてやってみるという事が、即
ち思想を創り出す道だと信じているだけだ。そして、そういう信念を自ら人に抱かせる様な
模範的作品が、或（あるい）はそういう作品に動かされるという一つの体験が実在するだけ
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だ。一向取りとめのない曖昧な言い方をする様ですが、文学概論などを信用しまいとすれ
ば、それも止むを得ない。そういう次第で、これは政治的思想とは、まるで似たところが
ない。 
　政治家には、私の意見も私の思想もない。そんなものは、政治という行為には、邪魔に
なるばかりで、何んの役にも立たない。政治の対象は、いつも集団であり、集団向きの思
想が操れなければ、政治家の資格はない。だから無論、彼等は、思想を自ら創り出す喜び
も苦しみも知らない、いや寧ろ、さような詩人の空想を信ずるには、自分はあまり現実家
だという考えを抱いています。既に出来上って社会に在る思想を拾い上げて利用すれば良
い。利用というのは、各人の個性などにはお構いなく、選挙権並みに、思想を集団の間に
分配する事だ。幸いにして出来合いの思想というものは、こういう不思議な作業に堪えま
すから、ここに指導したい人種と指導されたい人種との間に、馴れ合いが生じます。何故
政治に党派というものが必至かという事も、元はと言えば、思想のそういう扱い方から来
ていると思う。幾人にでも分配の可能な、社会的思想という匿名思想には、無論、個性と
いう質がないわけであるから、その効力は量によって定まる他はない。例えば、ドストエ
フスキイの発明した人間の自由に関する思想は、彼のかけ替えのない体験の質によって保
証された現実性によって、その効力を発揮するが、ある集団の各人に平均的な自由主義と
いう思想は、頭数が増えるだけが頼みである。政治家の変節を、人は非難するが、おかし
な話で、政治思想というものが、もともと人格とは相関関係にはないものなのである。そ
ういう次第で、同類を増やす事は極めて易しい。だが、それは裏返して言えば、敵を作る
事もまた極めて易しいという意味になります。空虚な精神が饒舌であり、勇気を欠くもの
が喧嘩を好むが如く、自足する喜びを蔵しない思想は、相手の弱点や欠点に乗じて生きよ
うとする。収賄事件を起こした或る政治家がテーブル・スピーチでこんな事を言うのを私
は聞いた事がある。「私は妙な性分で、敵が現れるといよいよ勇気が湧く。」ちっとも妙
ではない。低級な解りきった話であります。」 

この章の最後に、此の小林秀雄の批評文の冒頭の段落の全体を引用します。 

「「政治と文学」の問題は、私が文芸時評を書き始めた当時からいろいろと論じられ、一
向埒があかなかったものです。無論、私も論戦の渦中にあったわけだが、論戦から得たも
のは何一つなかった。とまあはっきり合点した点が一得だったでしょうか。そういう次第
で、政治と文学という様な大袈裟な問題を取上げましたが、結局、お話は、私には政治と
いうものは虫が空かないという以上を出ないと思います。」 

この批評は昭和二十六年（西暦１９５１年）十月ー十二月に『文芸』に載つたものですが、
今回の新潮４５事件の証明した事は、この西暦１９５１年以来これまで、マルクス主義と
の関係では日本人は全く学習も成長も防御も、従ひ進歩もしてゐなかつたといふことの証
明になります。それとも、ヘーゲルやダーウィンの進化論は間違つてゐて、寧ろ人間不変
論を唱へるべきなのでありませうか。いや、日本民族以外の諸外国の国々の民族と国民は
皆進歩してゐるが、日本人だけが従ひ、相対的に退歩し続けて来たといふことなのでせう
か。それとも、世界中の猿の祖先は日本人なのでありませうか？ 
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先の戦争前のプロレタリア文学（マルクス主義）と文化の問題は、以前として２１世紀に
なつてもまだ、political correctnesss（ポリティカル・コレクトネス）といふ言語と文化
の領域に、またglobalism（グローバリズム）といふ金融資本経済の領域に、マルクス主
義が一層に名前を変へて侵略し続けてゐるといふことを明らかにしたのが、今回の事件で
あり、もし一得があるとすれば、これでありませう。今の世は政治と文化、政治と文学と
いふ以上既に答への明らかな問題が曖昧なままに意図的に置かれてゐて、人心を惑わして
ゐる。歌謡曲の歌詞の一節に、昔の名前で出てゐますといふのがありましたが、マルクス
主義は源氏名を変へて店から店へ、領域から領域へと、さすがにglobalism（グローバリ
ズム）です、実態は変はらないのに、看板だけを書き換へて、お面を付け替へ、またお化
粧を厚くして（何しろ歳をとり、老婆になつて行くわけですから）、商売をしてゐるわけ
です。何だか、売春婦の話を書いてゐるやうな気持ちがして来ました、いや、小林秀雄や
安部公房ならば、売笑婦と文字で表記することでせう。安部公房には『トポロジー的哄笑
を』といふ短いエッセイがあります（全集第２０巻、４９２ページ）。勿論、『トポロジー
的公娼を』ではありません。もしさうならば、これは相当な高給取りに違ひありませんか
ら、誰も近づかないでありませう。まあ、LGBTは、L、G、B、Tでない以上、公娼を装
つた私娼といふべきでありませう。これを平俗には烏合の衆といひます。ドイツ語ではゲー
テの詩『神聖なる憧れ』にもあるやうにdie Menge（ディー・メンゲ）、日本語に訳し返
せば、有象無象、即ち烏合の衆、即ち十ぱ一絡げの輩です。L、G、B、Tに対するこんな
侮辱はない。このやうに言葉で表現できるといふこと、これが言論の自由といふことです。
これが言葉と文学の世界です。 

Googleで検索しますと、昔の名前で出ていますといふ歌謡曲は小林旭の歌つた曲で、その
歌詞をそのまま拝借して、昔の名前はマルキスト今の名前はグローバリストの、職業職種
を問はぬ方々へ捧げる歌と致します。私は自由・平等・博愛を大切にして、人を差別しな
い。これがドイツならば、キャバレーで歌はれる風刺歌です。安部公房の好きなブレヒト
の世界です。もつと言へば、成熟した大人の世界の笑ひです。あなたが此の歌詞の中の「あ
なた」でないことを願ひます。歌ふは、安部公房の世界ですから勿論、贋小林旭です： 

今の名前で出てゐます 

若くゐたときゃ 
マルキストと呼ばれたの 
神戸ぢゃ「何さ」と名乗つたの 
ハマッた酒場に戻つたその日から 
あなたがさがして 
くれるのを待つは 
今の名前で出てゐます 

忘れたことなど 
一度もなかつたは 
いろんな男を知るたびに 
いつもこの脳かすめる面影の 
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あなたを信じて　ここまできたは 
今の名前で出てゐます 

あなたの似顔を 
ボトルに書きました 
マルクス命と書きました 
流れ女の最後の止まり木に 
あなたが止まつて 
くれるのを待つは 
今の名前で出てゐます 

馬糞論理学を真剣に学ばねばなりません。自分自身が馬糞にならないために。この歌詞の
元々のものは次のURLに：http://j-lyric.net/artist/a000d3b/l005c9e.html 

何？コカコーラのペットボトルに名前を書いてゐる？それあ、仕様がないねえ、安部公房
の消しゴムを借りては如何？『消しゴムで書く』といふエッセイは全集第２０巻、８６ペー
ジにありますから。 

６。近代ヨーロッパ文明の政治・経済制度と記号 
実は、私の経験では、国家経営と記号の問題は、政治制度や経済制度の如何を問ひません。
即ち資本主義国家であれ共産主義国家の統制計画経済であれ、また民主主義国家であれ共
産主義国家の政治であれ、これを上述のやうに文明と文化の関係といふ、即ち文字・数字・
記号の視点から捉へれば、現象は同じ現象として現れてゐるのです。 

これは一体何を意味するのでせうか？ 

私の上記の相反する国家に関する同一の経験は東西ドイツを往来しての経験ですから、ド
イツを中心にお話をします。しかし、ドイツといふ中欧の国がさうならば、実は西隣のフ
ランスも、またドーバー海峡を渡つたイギリスも、さうして西ヨーロッパの影響下にある
東ヨーロッパもまた同じ強い傾向があるのではないかと考へることができます。ドイツ以
外の国々の実際については、詳しい方たちにお任せしたい。 

ドイツといふ国は、大体普段使はれてゐる国の名前が略号の記号（以下「略号記号」とい
ひます）であるのです。 

東ドイツ：DDR：Deutsche Demokratische Republik（ドイッチェ・デモクラーティッ
シェ・レプブリーク）：ドイツ民主共和国。ドイツ語読みで、デー・デー・エルと言ひま
す。 
西ドイツ：BRD（ドイツ統一後も同じ名前です。）：Bundesrepublik Deutschland（ブ
ンデスレプブリーク・ドイッチュラント）：ドイツ連邦共和国。ドイツ語読みで、ベー・
エル・デーと言ひます。 

http://j-lyric.net/artist/a000d3b/l005c9e.html
http://j-lyric.net/artist/a000d3b/l005c9e.html


もぐら通信  ページ147
もぐら通信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

私たちは日本の国名を略号記号化するかと自問自答してみると、やはり、そんな事はしま
せん。これはアルファベット文字を使用する国や民族と、さうではない国や民族とでは同
じ記号といひ記号化するといつても事情が異なつて千篇一律に論ずることができない事を
示してゐますし、実際にさうです。欧米の人間はアルファベット一つに頼つて言葉を略号
記号化するのに対して、日本語の略号記号は、漢字、ひらかな、カタカナで書かれる。こ
れにアルファベットが追加される事による記号化といふことになります。 

私たちの略号記号にはどのやうなものがあるでせうか？思ふままに挙げてみますと、 

①自己中心→自己中→ジコチュウ 
②あけましておめでたうございます→あけおめ 
③東京証券取引所→東証 

しかし、ここまで挙げてみると、はや此れは記号化ではありません。略称に留まるのであ
つて、やはり記号化は日本語ではできないのではないでせうか。記号化ができるのはやは
りアルファベットといふ事ではないかと思ひますが、如何。何故なら漢字は表意文字であ
り、文字の図形が概念を表しますし、そもそも記号化され得ない。表意文字とは云へ、交
通標識にある絵文字ともまた、漢字は異なります。 

しかし、ひらかなとカタカナは一文字一文字に意味があるわけではありませんから、これ
らは記号になり得ます。たとへば、あは阿呆のあ、いは異常のい、うは胡乱（うろん）の
う、といふやうに限られた範囲での記号化はできる。「ドレミの歌」の歌詞のやうに、ド
はドーナツのド、レはレモンのレ、ミはみんなのミ、といふやうにです。 

さうすると、ドはドーナツのド、レはレモンのレ、ミはみんなのミといふやうに通信をす
る双方であらかじめ決めて置けば、意味が通じて意思疎通ができるといふことになる。つ
まり、暗号化してまた受け手で復号化するといふ事です。といふ事は、記号は、暗号
（code：コード）と復号（decode：デコード）に関係し、一種の隠語（ジャルゴン）を
形成することができる。前回の主題「自由」の冒頭にひいたトーマス・マンの批判してゐ
た、時代といふ馬に乗る輩の使用する英語といふ外国語による、狭い仲間内にしか通用し
ない（何故ならドイツ語ではないから）隠語（ジャルゴン）、即ち馬の糞、バフンです。 

LBGTは日本語ではなく、英語の文字でありアルファベット文字であり隠語（ジャルゴン）
であり、トーマス・マンいふ所のバフンなのです。 

このやうに考へて来ると、LGBTもまた隠語であり、狭い仲間内の中で通用する隠語だと
いふことがいへます。それはそれで一種の社会の中の言葉であるとしても、しかし外部の
社会を欠いてゐる。即ち、それ以外の社会と通信をするための公の基準または規準
（criteria：クライテリア）が其処にはなく、私の見聞したマルクス主義社会の一つ目の
特徴である自主検閲を、難癖をつけて相手方の恐怖心を呼び起こして、人目につく暴力ま
たは人目につかぬ暴力を使つて、此れを行はしめるといふことになります。実際に新潮４
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の５の事件はさうであつた。経営者が自分自身の、規準も基準もないことに起因する恐怖
心に負けたのです。といふ事は、次の推論が成立します。 

この新潮社といふ出版社には、社内規定にこのやうな場合を定めた規定や規則も、会社とし
て判断するためのプロセスがないといふ事、また内部監査部門がないといふ事、またコン
プライアンス部門がないといふ事です。もしあれば、会社を代表する人間が相談した筈の弁
護士との議事録や、臨時取締役会の議事録や、新潮４５の編集部と経営者の議事録は作成さ
れ、保管されてゐる筈であり、私のこのやうな推論に対して反論する証拠書類が手元にある
筈です。どうか私のこの推論を新潮社に否定してもらひたいが、如何か。 

閑話休題。 

東西ドイツの略号記号の話に戻ります。詳細な意味の説明は省きます。 

（１）東ドイツの略号記号： 
　　HO：Handelsorganization（ハンデルス・オルガニザツィヨーン）：国営商店。何しろ
何でもかんでも皆国 
　　　　有である。私の記憶では、私営でレストランを経営してゐるドイツ人に課せらる税
金は儲けの９７％、 
　　　　少なくとも９０％以上であつたと記憶してゐる。これでは私有の商店は成り立たな
い。 
      VK：Volkskammer（フォルクス・カマー）：人民議会 
　　ABI：Arbeiter- und Bauern-Inspektion（労働者農民監査局） 
　　IH：Interhotel（インターホテル）：国営国際ホテル 
　　AN：Arbeitsnorm（アルバイツ・ノルム）：作業ノルマ、仕事基準 

以上『東ドイツの新語』（根元道也著。同学社）より。 

（２）西ドイツの略号記号： 
　　KaDeWe：Kauf des Westen（カウフ・デス・ヴェステン）：西ベルリンに対東ドイツ
向けに作られた西側 
　　　　商品の素晴らしさを宣伝するためのショーウィンドウとしての百貨店。調べると、
今も営業してゐる。 
　　MwSt：Mehrwertsteuer（メーアヴェーア・シュトイアー）：サプライチェーンの各段
階の取引に応じて掛 
　　　　けられる法人税です。 

　　そのほかにも次のウエッブサイトにドイツ国内の略号記号が列挙されてゐますが
（https://abkuerzungen.woxikon.de/abkuerzung/deutsch.php）、これを一覧しますと、
ドイツ語の特性として語を幾らでも連結して一語にすることができますので、この理由で略
号記号が必要だと思はれます。同じ理由で、即ち個別言語的な理由で、東ドイツも同様とい

https://abkuerzungen.woxikon.de/abkuerzung/deutsch.php
https://abkuerzungen.woxikon.de/abkuerzung/deutsch.php
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ふ事になり、政治・経済体制によらないといふ事になる。 

しかし、これらの記号は、現実と１：１の対応関係があるので、記号と言葉の意味が混同
されることもなく、また従ひ記号と記号の間に混同はなく、実際に現実の中で機能してゐ
て、役立つてゐるわけです。 

私は、日本語でいへるものは日本語でいふことを常に心掛けてゐます。これはドイツ語の
通訳をした経験によるものでもあります。外来語のアルファベットやカタカナ語では、本
当には意味を理解することが私たちはできてゐません。ただ音を口唇から発してゐるだけ、
まあ、口パクしてゐるだけで生きてゐると勘違ひしてゐるのです。勿論、同じ通訳の経験
から、どうしてもアルファベットやカタカナでしか言い得ないといふ言葉のあることは知
つてゐます。これは技術に関する言葉に多い。それでも、ビール党の柳瀬尚紀さんがいふ
やうに、 

「日本語が外来語を受け入れる、その受容力は生まれつきのものです。ぼくもビールとい
う語は実に頻繁に使う。しかしビールもやたら飲みすぎると正体不明になるように、外来
語の受容範囲にとどめておかなければ、日本語は確実に泥酔します。 
――アセスメントなコメントをオピニオンリーダーとしてプレゼンテーションしていただ
いてインターネットなコンプライアンスをユビキタスなテレツクテンテンのカッポレソー
ランオーランウータンであります。」 
（柳瀬尚紀著『日本語は天才である』２１２ページ） 

ちなみに、この柳瀬尚紀さんの文化の香り高き高級な文学と言葉と翻訳に関する本は、文
藝出版社である新潮社から出てゐます。是非、お買ひ求めください。定価以上の値ある本
です。勿論、読みながら笑ひを誘発すること必定。 

附録： 
今回の新潮社４の５の事件に関する「新潮社コメント全文」は次の通り。馬糞論理学の排
除型、即ち一部の肯定を持つてそれ以外を排除し、否定の根拠を曖昧にしたまま、即ち物
事の全体を明らかにすることなく、それ以外の全てを全面的に否定する外部否定型の理屈
には傍線を引きました。私の若年の折から長年観察して来たところによれば、これが崩壊
前のソヴィエト連邦や、今や崩壊しつつある中国共産党の使つて来た論理、即ちマルクス
主義の論理、更に即ち今跳梁跋扈してゐるpolitical correctness（ポリティカル・コレクト
ネス）を其の部分として含むglobalism（グローバリズム）の理屈です。言葉の意味を考へ
ずに口パクするのです。言葉を司る脳味噌は必要ありません。あなたが人間ならば、ご用
心、ご用心。： 
https://news.biglobe.ne.jp/domestic/0921/blnews_180921_3294509644.html 

恐らく此の代表取締役社長は、政治と文学の関係でマイノリティといふカタカナ表記の外
来語の意味は何かといふ問ひに自ら答へたことはないのです。それとも、やつぱり、柳瀬
尚紀さんと同じくインターネットの此の時代にあつて「コンプライアンスをユビキタスな

https://news.biglobe.ne.jp/domestic/0921/blnews_180921_3294509644.html
https://news.biglobe.ne.jp/domestic/0921/blnews_180921_3294509644.html
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テレツクテンテンのカッポレソーランオーランウータン」のビール党の党首なのでありま
せうか？ 

「弊社は出版に携わるものとして、言論の自由、表現の自由、意見の多様性、編集権の独
立の重要性などを十分に認識し、尊重してまいりました。 

しかし、今回の「新潮45」の特別企画「そんなにおかしいか『杉田水脈』論文」のある部
分に関しては、それらに鑑みても、あまりに常識を逸脱した偏見と認識不足に満ちた表現
が見受けられました。 

差別やマイノリティの問題は文学でも大きなテーマです。文芸出版社である新潮社122年
の歴史はそれらとともに育まれてきたといっても過言ではありません。 

弊社は今後とも、差別的な表現には十分に配慮する所存です。 

株式会社　新潮社 
代表取締役社長 
佐藤　隆信」 

なあんだ、「世間をお騒がせして申し訳ありません」［註８］と言つてゐるだけぢやない
か。この社長は版元でありながら安部公房を読んでゐないな。 

［註８］ 
この言葉が如何に中心・定住型の人間の発する常套句であるか、周辺飛行でないかは、『周辺飛行』論（も
ぐら通信第８９号と第９０号）をお読みください。第９０号より以下の引用を： 

「――世間をお騒がせして申しわけありません。…… 
　じつを言うと、ノートの端にこの文句を見つけたときに、メモした理由は忘れてしまったが、なにか言い
ようのない不快感に襲われ、ともかくその不快感を周辺思考的にさぐっていけば、いずれは忘れた動機にも
たどり着けるだろう、とたかをく食って始めてみたのだが、けっきょく評論家風に周辺思考を論じているう
ちに、どうやら紙数もつきてしまったようだ。 

　せっかく羊頭をかかげながら、狗肉を売らずに店じまいということになりそうだ。（略）」 

上の註の「なにか言いようのない不快感に襲われ」といふ安部公房の言葉は、小林秀雄の
「結局、お話は、私には政治というものは虫が空かないという以上を出ないと思います。」
といふ言葉と同じことを言つてゐるのです。 

あれ！？さういへば、新潮社は小林秀雄全集の版元ではないか。この社長は版元でありな
がら小林秀雄を読んでゐないな。あれ！？三島由紀夫全集の版元も新潮社ではないか？こ
の社長は版元でありながら三島由紀夫を読んでゐないな。 

「せっかく羊頭をかかげながら、狗肉を」売つて「店じまいということにな」らぬことを
祈る。 （続く）
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連載物・単発物次回以降予定一覧

（１）安部淺吉のエッセイ 
（２）もぐら感覚２３：概念の古塔と問題下降 
（３）存在の中での師、石川淳 
（４）安部公房と成城高等学校（連載第８回）：成城高等学校の教授たち 
（５）存在とは何か～安部公房をより良く理解するために～（連載第５回）：安部公房
の汎神論的存在論 
（６）安部公房文学サーカス論 
（７）リルケの『形象詩集』を読む（連載第１５回）：『殉教の女たち』 
（８）奉天の窓から日本の文化を眺める（６）：折り紙 
（９）言葉の眼１２ 
（１０）安部公房の読者のための村上春樹論（下） 
（１１）安部公房と寺山修司を論ずるための素描（４） 
（１２）安部公房の作品論（作品別の論考） 
（１３）安部公房のエッセイを読む（１） 
（１４）安部公房の生け花論 
（１５）奉天の窓から葛飾北斎の絵を眺める 
（１６）安部公房の象徴学：「新象徴主義哲学」（「再帰哲学」）入門 
（１７）安部公房の論理学～冒頭共有と結末共有の論理について～ 
（１８）バロックとは何か～安部公房をより良くより深く理解するために～ 
（１９）詩集『没我の地平』と詩集『無名詩集』～安部公房の定立した問題とは何か～ 
（２０）安部公房の詩を読む 
（２１）「問題下降」論と新象徴主義哲学 
（２２）安部公房の書簡を読む 
（２３）安部公房の食卓 
（２４）安部公房の存在の部屋とライプニッツのモナド論：窓のある部屋と窓のない部
屋 
（２５）安部公房の女性の読者のための超越論 
（２６）安部公房全集未収録作品（２） 
（２７）安部公房と本居宣長の言語機能論 
（２８）安部公房と源氏物語の物語論：仮説設定の文学 
（２９）安部公房と近松門左衛門：安部公房と浄瑠璃の道行き 
（３０）安部公房と古代の神々：伊弉冊伊弉諾の神と大国主命 
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（３１）安部公房と世阿弥の演技論：ニュートラルといふ概念と『花鏡』の演技論 
（３２）リルケの『オルフェウスへのソネット』を読む 
（３３）言語の再帰性とは何か～安部公房をよりよく理解するために～ 
（３４）安部公房のハイデッガー理解はどのやうなものか 
（３５）安部公房のニーチェ理解はどのやうなものか 
（３６）安部公房のマルクス主義理解はどのやうなものか 
（３７）『さまざまな父』論～何故父は「さまざま」なのか～ 
（３８）『箱男』論 II：『箱男』をtopologyで解読する 
（３９）安部公房の超越論で禅の公案集『無門関』を解く 
（４０）語学が苦手だと自称し公言する安部公房が何故わざわざ翻訳したのか？：『写 
　　　　真屋と哲学者』と『ダム・ウエィター』 
（４１）安部公房がリルケに学んだ「空白の論理」の日本語と日本文化上の意義につい 
　　　　て：大国主命や源氏物語の雲隠の巻または隠れるといふことについて 
（４２）安部公房の超越論 
（４３）安部公房とバロック哲学 
　　　　①安部公房とデカルト：cogito ergo sum 
　　　　②安部公房とライプニッツ：汎神論的存在論 
　　　　③安部公房とジャック・デリダ：郵便的（postal）意思疎通と差異 
　　　　④安部公房とジル・ドゥルーズ：襞といふ差異 
　　　　⑤安部公房とハラルド・ヴァインリッヒ：バロックの話法 
（４４）安部公房と高橋虫麻呂：偏奇な二人（strangers in the night） 
（４５）安部公房とバロック文学 
（４６）安部公房の記号論：《　》〈　〉（　）〔　〕「 」『 』「……」 
（４７）安部公房とパスカル・キニャール：二十世紀のバロック小説（１） 
（４８）安部公房とロブ＝グリエ：二十世紀のバロック小説（２） 
（４９）『密会』論 
（５０）安部公房とSF/FSと房公部安：SF文学バロック論 
（５１）『方舟さくら丸』論 
（５２）『カンガルー・ノート』論 
（５３）『燃えつきた地図』と『幻想都市のトポロジー』：安部公房とロブ＝グリエ 
（５４）言語とは何か II 
（５５）エピチャム語文法（初級篇） 
（５６）エピチャム語文法（中級篇） 
（５７）エピチャム語文法（上級篇） 
（５８）二十一世紀のバロック論

もぐら通信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



もぐら通信  ページ153
（５９）安部公房全集全３０巻読み方ガイドブック 
（６０）安部公房なりきりマニュアル（初級篇）：小説とは何か 
（６１）安部公房なりきりマニュアル（中級篇）：自分の小説を書いてみる 
（６２）安部公房なりきりマニュアル（上級篇）：安部公房級の自分の小説を書く 
（６３）安部公房とグノーシス派：天使・悪魔論～『悪魔ドゥベモウ』から『スプーン曲げの少
年』まで 
（６４）詩的な、余りに詩的な：安部公房と芥川龍之介の共有する小説観 
（６５）安部公房の/と音楽：奉天の音楽会 
（６６）『方舟さくら丸』の図像学（イコノロジー） 
（６７）言語貨幣論：汎神論的存在論からみた貨幣の本質：貨幣とは何か？ 
（６８）言語経済形態論：汎神論的存在論からみた経済の本質：経済とは何か？ 
（６９）言語政治形態論：汎神論的存在論からみた政治の本質：政治とは何か？ 
（７０）Topologyで神道を読む（１）：祓詞と祝詞と結界のtopology 
（７１）Topologyで神道を読む（２）：結び・畳み・包みのtopology 

［シャーマン安部公房の神道講座：topologyで読み解く日本人の世界観］ 
（７１）超越論と神道（１）：言語と言霊 
（７２）超越論と神道（２）：現存在（ダーザイン）と中今（なかいま） 
（７３）超越論と神道（３）：topologyと産霊（むすひ）または結び 
（７４）超越論と神道（４）：ニュートラルと御祓ひ（をはらひ） 
（７５）超越論と神道（５）：呪文と祓ひ・鎮魂 
（７６）超越論と神道（６）：存在（ザイン）と御成り 
（７７）超越論と神道（７）：案内人と審神者（さには） 
（７８）超越論と神道（８）：時間の断層と分け御霊（わけみたま） 
（７９）超越論と神道（９）：中臣神道の祓詞（はらひことば）をtopologyで読み解く： 
　　　　　　　　　　　　　　古神道の世界観 

（８０）三島由紀夫の世界観と古神道・神道の世界観の類似と同一 
（８１）安部公房の世界観と古神道・神道の世界観の類似と同一 
（８２）『夢野乃鹿』論：三島由紀夫の「転身」と安部公房の「転身」 
（８３）バロック小説としての『S・カルマ氏の犯罪』 
（８４）安部公房とチョムスキー 
（８５）三島由紀夫のドイツ文学講座 
（８６）安部公房のドイツ文学講座 
（８７）三島由紀夫のドイツ哲学講座 
（８８）安部公房のドイツ哲学講座 
（８９）火星人特派員日本見聞録 
（９０）超越論（汎神論的存在論）で縄文時代を読み解く
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●荒巻義雄詩集『骸骨半島』を読む（９）：フロイト博士の家：安部公房の三階層と比較をしました。
得るもの多し。残る詩篇は十篇。詩を読む楽しみは人生の１０大愉楽の一つだと思ふ。「「存在は本質
に先行する」ということだけれども、実は「私」というのは本質なんですよ。そして、「仮面」が実存
である。だから、常に実存が先行しなければ、それは観念論になってしまうということです。」といふ
安部公房の言葉を玩味すべし。勿論本質とは関係です。従ひ本質に実体はなく、「だから、常に実存が
先行しなければ、それは観念論になってしまう」。これがニュートラルといふことです。言葉の意味と
いふことです。あなたは言葉の意味の運搬人になつてはいけない。●『周辺飛行』論（４）：３。『周
辺飛行』について：『箱男』を「周辺飛行」してみました。ショパンだから、まさかのパンだとは。切
手のペン画の由来と意味も判り、何より。安部公房は他の表通りの長編小説でも、それは『箱男』から
『カンガルー・ノート』まで存在の三階層の小説ですから、その間の『密会』と『方舟さくら丸』も同
様にできてゐるのでせう。安部公房はtopologyで自分の人生を考へましたから、後期２０年がかうなら
ば、前期２０年もまた然り。●私の本棚：柳瀬尚紀著『日本語は天才である』：柳瀬尚紀ば天才だべや。
といふ以外にはない。この一行でもよかつたが、それでは書評にならないので、ほとんど全てを引用と
しました。なんだか、小林秀雄の『ドストエフスキー』みたいだ。●安部公房とチョムスキー（１１）：
１３. １　座談会『近代の超克』（文芸誌『文学界』：本日休載●哲学の問題１０１（８）：寛容：段々
と今のヨーロッパの劣化の激しさがわかつて来た。これあ、酷いね。ヨーロッパに学ぶならば、古典を
よみませう。カミングアウトするLGBTなどからは、あたしあゴーイングアウトしたいね。それにしても
明治維新以来の此の１５０年はひでえ時代であつたな。日本人はよく戦つた。まだまだ２１世紀にも続
くが。考へることを諦めてはなりませぬぞ。継続は力なり。諦めた瞬間に人生は終はる。●リルケの『オ
ルフェウスへのソネット』を読む（３５）：第２部 VII：”お前たち、裁く者たちよ、無くても済ませら
れる拷問具を自慢するな、”：大江健三郎の回想のいふ通り、安部公房は最も近い人にとつては最も”よ
くわからない人だつた”。最も近いものは最も遠く、最も遠いものは最も近い。これはリルケの言葉です。
最も近いものは最も遠いもの、即ち存在にならねば安部公房を理解することができなかつた。ラジオや
電話や切手の意義を理解したら、あなたは安部公房に最も近いものになる。安部公房は存在になつて生
きてゐるから。あなたの好きなコミュニケーション・システムは何？私は言語です。私は、さすれば、
切手である。ショパンに描かれた切手である。●Mole Hole Letter（１２）：LGBTとは何か（１）：
「新潮４５」実質廃刊事件の意味するものは何か？書いてすつきり。しかし、安部公房と三島由紀夫と
小林秀雄を擁する版元がこれでは、紙の出版業界の将来が思ひやられる。新潮４５の編集者たちを擁護
するための、私によるによる「反文化大革命声明」です。しかし、安部公房の眼は慧眼である。（４）
安部公房の挙げた現代の３つの特徴をもつて今の世相をあなたは知ることができるから。まあ、分析を
わざわざせずとも、安部公房の読者でゐれば、それで十分なのか。●ではまた次号 

差出人 :

贋安部公房
〒182-0003東京都調布
市若葉町「閉ざされた無

限」

次号の予告 
１。『周辺飛行』論（５）

２。荒巻義雄詩集『骸骨半島』を読む（１０） 
３。安部公房とチョムスキー（１０） 
４。哲学の問題１０１（９） 
５。リルケの『オルフェウスへのソネット』を読む（３６） 
６。Mole Hole Letter（１３）：LGBTとは何か（２）
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【本誌の主な献呈送付先】 

本誌の趣旨を広く各界にご理解いただくた
めに、 安部公房縁りの方、有識者の方など
に僭越ながら 本誌をお届けしました。ご高
覧いただけるとありがたく存じます。（順
不同）　 

安部ねり様、近藤一弥様、池田龍雄様、ド
ナルド・キーン様、中田耕治様、宮西忠正
様（新潮社）、北川幹雄様、冨澤祥郎様（新
潮社）、三浦雅士様、加藤弘一様、平野啓
一郎様、巽孝之様、鳥羽耕史様、友田義行
様、内藤由直様、番場寛様、田中裕之様、
中野和典様、坂堅太様、ヤマザキマリ様、
小島秀夫様、頭木弘樹様、 高旗浩志様、島
田雅彦様、円城塔様、藤沢美由紀様（毎日
新聞社）、赤田康和様（朝日新聞社）、富
田武子様（岩波書店）、待田晋哉様（読売
新聞社） 

【もぐら通信の収蔵機関】 

　国立国会図書館 、コロンビア大学東アジ
ア図書館、「何處にも無い圖書館」 

【もぐら通信の編集方針】 

１．もぐら通信は、安部公房ファンの参集
と交歓の場を提供し、その手助けや下働き
をすることを通して、そこに喜びを見出す
ものです。 
２．もぐら通信は、安部公房という人間と
その思想及びその作品の意義と価値を広く
知ってもらうように努め、その共有を喜び
とするものです。 

３．もぐら通信は、安部公房に関する新し
い知見の発見に努め、それを広く紹介し、
その共有を喜びとするものです。 
４．編集子自身が楽しんで、遊び心を以て、
もぐら通信の編集及び発行を行うものです。

【もぐら通信第８８号訂正箇所】 

なし 

訂正の場合には、Googleドライブには訂正後
の最新版を差し替へて置いてあります。 
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